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はじめに

次の項を参照してください。

• 「表記法」（P.vii）

• 「Cisco Unity Connection のマニュアル」（P.viii）

• 「マニュアルの入手方法およびテクニカル サポート」（P.viii）

• 「シスコ製品のセキュリティ」（P.viii）

表記法

『Cisco Unity Connection ユニファイド メッセージング ガイド』では、次の表記法も使用します。

（注） 「注釈」です。役立つ情報や、このマニュアル以外の参照資料などを紹介しています。

注意 「要注意」の意味です。機器の損傷またはデータ損失を予防するための注意事項が記述されていま

す。

表 1 『Cisco Unity Connection ユニファイド メッセージング ガイド』の表記法

表記法 説明

太字 次の場合は太字を使用します。

• ユーザが入力する情報。（例：[ ユーザ名（User Name）] ボックスに 
Administrator を入力します）。

< >

（山カッコ）

ユーザが値を指定するパラメータを囲むために使用します。（例：ブラウザで、

https://<Cisco Unity Connection サーバの IP アドレス >/cuadmin に移動しま

す）。

- 

（ハイフン）

同時に押す必要があるキーを表します。（例：Ctrl-Alt-Delete を押します）。

> 

（右向きの山カッ

コ）

Cisco Unity Connection の管理のナビゲーション バーで選択する順序を表しま

す。（例：Cisco Unity Connection の管理で、[ 連絡先（Contacts）] > [ システ

ム連絡先（System Contacts）] を展開します）。
vii
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はじめに
Cisco Unity Connection のマニュアル
Cisco.com にある Cisco Unity Connection のマニュアルの説明と URL については、『Documentation 
Guide for Cisco Unity Connection』を参照してください。このマニュアルは Connection に同梱されて

おり、次の URL からも入手できます。
http://www.cisco.com/en/US/docs/voice_ip_comm/connection/9x/roadmap/9xcucdg.html

Cisco Unified Communications Manager Business Editionに関する
マニュアル リファレンス

Cisco Unity Connection 9.x マニュアル セットの Cisco Unified Communications Manager Business 
Edition および Cisco Unified CMBE に関するリファレンスは、Business Edition バージョン 9.0 および 
Business Edition 5000 バージョン 9.x の両方に適用されます。ただし Business Edition 6000 には適用

されません。

マニュアルの入手方法およびテクニカル サポート
マニュアルの入手方法、サービス要求の送信方法、およびその他の有用な情報の収集については、次の 
URL で、毎月更新される『What's New in Cisco Product Documentation』を参照してください。シス

コの新規および改訂版の技術マニュアルの一覧も示されています。

http://www.cisco.com/en/US/docs/general/whatsnew/whatsnew.html

『What's New in Cisco Product Documentation』は RSS フィードとして購読できます。また、リーダー 
アプリケーションを使用してコンテンツがデスクトップに直接配信されるように設定することもできま

す。RSS フィードは無料のサービスです。シスコは現在、RSS バージョン 2.0 をサポートしています。

シスコ製品のセキュリティ
本製品には暗号化機能が備わっており、輸入、輸出、配布および使用に適用される米国および他の国で

の法律を順守するものとします。シスコの暗号化製品を譲渡された第三者は、その暗号化技術の輸入、

輸出、配布、および使用を許可されたわけではありません。輸入業者、輸出業者、販売業者、および

ユーザは、米国および他の国での法律を順守する責任があります。本製品を使用するにあたっては、関

係法令の順守に同意する必要があります。米国および他の国の法律を順守できない場合は、 本製品を至

急送り返してください。

米国の輸出規制の詳細については、 http://www.access.gpo.gov/bis/ear/ear_data.html で参照できます。
viii
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Cisco Unity Connection 
C H A P T E R 1

Cisco Unity Connection でのユニファイド 
メッセージングの概要

Cisco Unity Connection では、ユニファイド メッセージングという名前のもとに、いくつかの既存の

機能と新しい機能を集めました。これらの機能には、次のものがあります。

• Connection メールボックスと Exchange メールボックスとのボイス メッセージの同期（別名、シ

ングル インボックス。Connection の新機能）

• テキスト / スピーチ（TTS）による Exchange メールへのアクセス

• 電話によるミーティング関連のタスクの実行が許可されている Exchange の予定表へのアクセス

（たとえば、今後の会議のリストを聞いたり、会議への招待を受け入れたり却下することが可能）

• 連絡先をインポートし、連絡先の情報を個人のコール転送ルールに使用したり、ボイス コマンド

を使用して電話をかける際に使用することが可能な Exchange の連絡先へのアクセス

• 今後の電話での Cisco Unified MeetingPlace 会議の通知

• MeetingPlace 会議のスケジューリング、および会議への参加

• Connection ボイス メッセージの音声テキスト変換（SpeechView）

このマニュアルは、ユニファイド メッセージング機能の設定方法、およびシングル インボックスにつ

いて、サーバ間での Exchange メールボックスの移動方法と Exchange メールボックスの復元方法につ

いて説明します。

SpeechView の詳細については、『System Administration Guide for Cisco Unity Connection』（Release 
9.x）の「Configuring Transcription (SpeechView) in Cisco Unity Connection 9.x」の章を参照してくだ

さい。このガイドは、
http://www.cisco.com/en/US/docs/voice_ip_comm/connection/9x/administration/guide/9xcucsagx.html 
から入手可能です。

Cisco Unity Connection では、ユニファイド メッセージングという名前のもとに、いくつかの既存の

機能と新しい機能を集めました。これらの機能には、次のものがあります。

• Connection と Office 365 のメールボックスでのボイス メッセージの同期（シングル インボックス

とも呼ばれます）

• テキスト / スピーチ（TTS）による Office 365 電子メールへのアクセス

• 電話によるミーティング関連のタスクの実行が許可されている Office 365 の予定表へのアクセス

（たとえば、今後の会議のリストを聞いたり、会議への招待を受け入れたり却下することが可能）

• 連絡先をインポートし、連絡先の情報を個人のコール転送ルールに使用したり、ボイス コマンド

を使用して電話をかける際に使用することが可能な Office 365 の連絡先へのアクセス
1-1
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Cisco Unity Connection 
C H A P T E R 2

Cisco Unity Connection および Microsoft 
Exchange のユニファイド メッセージング用
設定

次の項を参照してください。

• 「Cisco Unity Connection での Exchange を使用したユニファイド メッセージングについて」

（P.2-2）

• 「ユニファイド メッセージング用の Cisco Unity Connection と Exchange の設定作業のタスク リス

ト」（P.2-12）

• 「ユニファイド メッセージング用の Cisco Unity Connection 既存ユーザの設定作業のタスク リス

ト」（P.2-16）

• 「Cisco Unity Connection のシングル インボックス ライセンス付与の確認（Cisco Unified CMBE 
のみ）」（P.2-17）

• 「Cisco Unity Connection が通信する Exchange サーバの決定」（P.2-18）

• 「Cisco Unity Connection 向け Exchange 認証と SSL 設定の確認」（P.2-20）

• 「Cisco Unity Connection の Active Directory でのユニファイド メッセージング サービス アカウン

トの作成と権限の付与」（P.2-26）

• 「Cisco Unity Connection のユニファイド メッセージング サービス アカウントの EWS 制限の削除

（Exchange 2010 のみ）」（P.2-32）

• 「Cisco Unity Connection のための WebDav サービスの Exchange 2003 サーバに対する有効化」

（P.2-33）

• 「Cisco Unity Connection から Exchange にアクセスするためのユニファイド メッセージング サー

ビスの作成」（P.2-34）

• 「Exchange および Active Directory サーバ用 CA パブリック証明書の Cisco Unity Connection サー

バへのアップロード」（P.2-37）

• 「Cisco Unity Connection 用ユニファイド メッセージング サービスのテスト」（P.2-39）

• 「Cisco Unity Connection ユーザの Exchange メール ボックスへのリンクのためのユニファイド 
メッセージング アカウント作成」（P.2-39）

• 「Cisco Unity Connection 用ユニファイド メッセージング アカウントのテスト」（P.2-42）

• 「Cisco Unity Connection 用ユニファイド メッセージング アカウントの設定の概要表示」（P.2-43）

• 「Exchange と Cisco Unity Connection を使用したユニファイド メッセージングを含むシステム設

定のテスト」（P.2-44）

• 「Cisco Unity Connection の Exchange 予定表へのアクセスのテスト」（P.2-44）
2-1
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第 2 章 Cisco Unity Connection および Microsoft Exchange のユニファイド メッセージング用設定

Cisco Unity Connection での Exchange を使用したユニファイド メッセージングについて
• 「SMTP ドメイン名設定の問題の解決」（P.2-45）

Cisco Unity Connection での Exchange を使用したユニ
ファイド メッセージングについて

次の項を参照してください。

• 「Cisco Unity Connection でのテキスト / スピーチを使用した Exchange 電子メールへのアクセス」

（P.2-2）

• 「Cisco Unity Connection での Exchange 予定表および連絡先へのアクセス」（P.2-2）

• 「Cisco Unity Connection での Connection のボイス メッセージと Exchange メールボックスとの同

期（シングル インボックス）」（P.2-3）

Cisco Unity Connection でのテキスト /スピーチを使用した Exchange 
電子メールへのアクセス

テキスト / スピーチ機能を使用して Exchange メールにアクセスできるように Cisco Unity Connection 
を設定すると、電話を使用して Cisco Unity Connection にサインインした際に、メールの内容を聞く

こともできます。

（注） Exchange 2007 および Exchange 2010 経由のテキスト / スピーチでは、IPv4 アドレスと IPv6 アドレス

の両方がサポートされています。ただし、IPv6 アドレスは、Connection プラットフォームがデュアル

（IPv4/IPv6）モードで設定されている場合にのみ機能します。IPv6 設定の詳細については、

『Reconfiguration and Upgrade Guide for Cisco Unity Connection』ガイドの「Adding or Changing the 
IPv6 Addresses of Cisco Unity Connection」の章を参照してください。このドキュメントは、

http://www.cisco.com/en/US/docs/voice_ip_comm/connection/9x/upgrade/guide/9xcucrug051.html か
ら入手可能です。

Connection では、テキスト / スピーチを使用してメッセージを表示できるように、IMAP プロトコルを

使用して Exchange の電子メールにアクセスします。デフォルトでは、メッセージへの IMAP アクセス

を許可するように、Exchange が設定されていません。ライセンスを持つ Connection ユーザをアクセ

ス可能にする、電子メールが保存された各 Exchange サーバへの IMAP アクセスを有効にする必要があ

ります。

（注） Cisco Unity Connection 9.x で Exchange への IMAP アクセスを有効にする方法については、『System 
Administration Guide for Cisco Unity Connection』の「Configuring Text-to-Speech Access to 
Exchange Emails in Cisco Unity Connection 9.x」の章の「Enabling IMAP Access to Exchange in Cisco 
Unity Connection 9.x」の項を参照してください。このガイドは、
http://www.cisco.com/en/US/partner/docs/voice_ip_comm/connection/9x/administration/guide/9xcucsa
gx.html から入手可能です。

Cisco Unity Connection での Exchange 予定表および連絡先へのアクセス

Exchange の予定表および連絡先にアクセスできるように Cisco Unity Connection を設定すると、

Connection ユーザは電話で次の操作を行えます。
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Cisco Unity Connection での Exchange を使用したユニファイド メッセージングについて
• 予定されている会議のリストを再生する（Outlook 会議のみ）。

• 会議参加者リストを再生する。

• 会議開催者にメッセージを送信する。

• 会議参加者にメッセージを送信する。

• 会議への招待を承諾または拒否する（Outlook 会議のみ）。

• 会議をキャンセルする（会議開催者に限る）。

（注） Exchange 2007/2010 の予定表と連絡先は、IPv4 と IPv6 の両方のアドレスをサポートします。ただし、

IPv6 アドレスは、Connection プラットフォームがデュアル（IPv4/IPv6）モードで設定されている場

合にのみ機能します。IPv6 設定の詳細については、『Reconfiguration and Upgrade Guide for 
Cisco Unity Connection』ガイドの「Adding or Changing the IPv6 Addresses of Cisco Unity 
Connection」の章を参照してください。このドキュメントは、

http://www.cisco.com/en/US/docs/voice_ip_comm/connection/9x/upgrade/guide/9xcucrug051.html か
ら入手可能です。

さらに、Connection では、ユーザが Connection Messaging Assistant Web ツールを使用して Exchange 
の連絡先をインポートできます。この連絡先情報は、その後、ユーザが Cisco Unity Connection 
Personal Call Transfer Rules Web ツールで作成するルールに使用したり、ユーザがボイス コマンドで

コールを発信するときに使用できます。

Exchange の予定表にアクセスできるように Connection ユーザを設定した場合は、そのユーザを Cisco 
Unified MeetingPlace にもアクセスできるようには設定できません。

Cisco Unity Connection での Connection のボイス メッセージと 
Exchange メールボックスとの同期（シングル インボックス）

シングル インボックス（SIB）ユーザの Connection と Exchange メールボックスとのボイス メッセー

ジの同期は、IPv4 と IPv6 の両方をサポートします。

（注） IPv6 でのシングル インボックスは、Exchange 2007 および Exchange 2010 のみでサポートされます。

この項では、Connection および Exchange メールボックスの音声メッセージの同期の仕組みについて

説明します。次の項を参照してください。

• 「シングル インボックスが設定されている場合の音声メッセージの保存場所」（P.2-4）

• 「ViewMail for Outlook 使用時のシングル インボックスの動作」（P.2-4）

• 「ViewMail for Outlook を使用しない場合、または他のメール クライアント使用時のシングル イン

ボックスの動作」（P.2-4）

• 「Exchange メールボックスのセキュア音声メッセージにアクセスする」（P.2-5）

• 「Cisco Unity Connection と Exchange メールボックスとの間でボイス メッセージの音声テキスト

変換が同期される方法」（P.2-5）

• 「Outlook フォルダ使用時の同期の動作」（P.2-8）

• 「削除したメッセージの場所」（P.2-9）

• 「Exchange と同期されない Connection メッセージのタイプ」（P.2-10）
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Cisco Unity Connection での Exchange を使用したユニファイド メッセージングについて
• 「ステータス変更の複製」（P.2-10）

• 「シングル インボックスを無効にしてから再度有効にした場合の、Connection メールボックスと 
Exchange メールボックスの同期への影響」（P.2-10）

• 「開封確認、送信確認、および不達確認の同期方法」（P.2-11）

シングル インボックスが設定されている場合の音声メッセージの保存場所

Connection のすべての音声メッセージ（Cisco Unity Connection ViewMail for Microsoft Outlook から

送信された音声メッセージを含む）は Connection に保存され、受信者の Exchange メールボックスに

ただちに複製されます。

（注） Connection に Exchange とのシングル インボックスを設定し、Exchange サーバに Blackberry 
Enterprise Server も統合してボイスメールを Blackberry デバイスに送信する場合、ボイスメー

ルが Exchange に到着してから BES が通知を受け取るまでに 10 ～ 15 分の遅延が生じます。

ViewMail for Outlook 使用時のシングル インボックスの動作

ユーザが Outlook を使用して新しい Connection 音声メッセージを送信する、または音声メッセージの

返答 / 転送を行う場合、あるいはメッセージを Connection と同期させる場合：

• まだ追加していない場合は、Connection の管理で、シングル インボックスに対して設定されてい

る Connection ユーザの SMTP プロキシ アドレスを追加します。ユーザの SMTP プロキシ アドレ

スは、シングル インボックスを有効にしたユニファイド メッセージング アカウントで指定した 
Exchange メール アドレスと一致する必要があります。

• ユーザ ワークステーションに ViewMail for Outlook をインストールします。ViewMail for 
Outlook がインストールされていない場合、音声メッセージは .wav ファイルを添付したメールと

して Outlook によって送信され、Connection ではメールとして処理されます。

• 各ユーザ ワークステーション上で、メール アカウントを Connection サーバに関連付けます。

音声メッセージは Exchange に保存された他のメッセージと共に、ユーザの Outlook の [ 受信トレイ

（Inbox）] フォルダに表示されます。音声メッセージは、ユーザの Connection メールボックスにも表

示されます。

シングル インボックスを設定すると、Connection により、Outlook メールボックスに [ 音声送信トレ

イ（Voice Outbox）] フォルダが追加されます。

プライベート メッセージは転送できません。

ViewMail for Outlook を使用しない場合、または他のメール クライアント使用時のシングル 
インボックスの動作

別のメール クライアントを使用して Exchange の Connection 音声メッセージにアクセスする場合、ま

たは ViewMail for Outlook をインストールしない場合：

• メール クライアントは、Connection 音声メッセージを .wav ファイルが添付されたメールとして処

理します。

• ユーザが Connection 音声メッセージの返答または転送を行うと、ユーザが .wav ファイルを添付し

た場合でも、返答または転送もまたメールとして処理されます。メッセージ ルーティングは、

Connection ではなく Exchange によって処理されます。したがって、メッセージは受信者の 
Connection メールボックスに送信されません。
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Cisco Unity Connection での Exchange を使用したユニファイド メッセージングについて
• ユーザがセキュア音声メッセージを聞くことはできません。

• プライベート音声メッセージを転送できない場合があります。（ユーザが ViewMail for Outlook を
使用する場合は、ViewMail for Outlook によりプライベート メッセージを転送できなくなりま

す）。

（注） 音声メッセージが Exchange 2003 のユーザに送信された場合、そのメッセージはただちに Connection 
と Exchange の間で同期されます。添付された .wav ファイルは Connection Web Inbox と Exchange 
2003 の Outlook の両方で表示されます。Exchange 2003 の Outlook WebMail Access には、電子メー

ルに添付ファイルを表す記号が表示されますが、電子メールを開いたときに、添付された .wav ファイ

ルは表示されません。Exchange 2007 および Exchange 2010 の Outlook と OWA では、添付された 
.wav ファイルが電子メール内に表示されます。

Exchange メールボックスのセキュア音声メッセージにアクセスする

Exchange メールボックスの Connection セキュア音声メッセージを再生するには、Microsoft Outlook 
および Cisco Unity Connection ViewMail for Microsoft Outlook を使用する必要があります。ViewMail 
for Outlook がインストールされていない場合は、セキュア音声メッセージにアクセスしてもデコイ 
メッセージの本文テキストのみが表示されます。このテキストには、セキュア メッセージの簡単な説

明が含まれています。

Cisco Unity Connection と Exchange メールボックスとの間でボイス メッセージの音声テ

キスト変換が同期される方法

Cisco Unity Connection で、システム管理者がシングル インボックスの音声テキスト変換機能を有効

にします。音声メッセージの音声テキスト変換を有効にするためには、Connection ユーザが次のサー

ビスを設定する必要があります。

• ユニファイド メッセージング サービス：ユニファイド メッセージング サービスの設定方法につい

ては、『Unified Messaging Guide for Cisco Unity Connection』の「Configuring Cisco Unity 
Connection and Microsoft Exchange for Unified Messaging」の章の「Creating a Unified 
Messaging Service to Access Exchange from Cisco Unity Connection」の項を参照してください。
http://www.cisco.com/en/US/docs/voice_ip_comm/connection/9x/unified_messaging/guide/9xcucu
mgx.html 

• SpeechView 音声テキスト変換サービス：SpeechView 音声テキスト変換サービスの設定方法につ

いては、『System Administration Guide for Cisco Unity Connection』の「Configuring 
Transcription (SpeechView) in Cisco Unity Connection 9.x」の章の「Overview of SpeechView in 
Cisco Unity Connection 9.x」の項を参照してください。
http://www.cisco.com/en/US/docs/voice_ip_comm/connection/9x/administration/guide/9xcucsagp
df.pdf 

シングル インボックスを設定した場合、次のサービスは Connection でサポートされないことに注意し

てください。

– マルチ フォワード メッセージの同期

– Exchange 2003 ユーザにおける音声テキスト変換の同期

シングル インボックスでは、音声メッセージの音声テキスト変換は次のように Exchange と同期されま

す。
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Cisco Unity Connection での Exchange を使用したユニファイド メッセージングについて
• 送信者が Web Inbox またはタッチトーン カンバセーション ユーザ インターフェイスから 
Connection ユーザに音声メッセージを送信し、Connection ユーザがさまざまな電子メール クライ

アントでボイスメールを表示した場合、音声メッセージの音声テキスト変換は表 2-1 に示すように

同期されます。

表 2-1 送信者が Web Inbox またはタッチトーン カンバセーション ユーザ イ
ンターフェイスからボイスメールを送信した場合

• 送信者が ViewMail for Outlook から Connection ユーザに音声メッセージを送信し、Connection 
ユーザがさまざまな電子メール クライアントでボイスメールを表示した場合、音声メッセージの

音声テキスト変換は表 2-2 に示すように同期されます。

表 2-2 送信者が ViewMail for Outlook からボイスメールを送信した場合

シナリオ Web Inbox

Outlook WebMail 
Access/Outlook、
VMO なし ViewMail for Outlook

音声メッセージの配信

成功

音声テキスト変換のテ

キストが電子メールの

閲覧ウィンドウに表示

されます。

音声テキスト変換のテ

キストが電子メールの

閲覧ウィンドウに表示

されます。

音声テキスト変換のテ

キストが電子メールの

閲覧ウィンドウに表示

され、音声テキスト変

換パネルにも表示され

ます。

エラーまたは応答タイ

ムアウト

「エラーまたは応答タイ

ムアウト（Failure or 
Response Timeout）」と

いうテキストが電子

メールの閲覧ウィンド

ウに表示されます。

「エラーまたは応答タイ

ムアウト（Failure or 
Response Timeout）」と

いうテキストが電子

メールの閲覧ウィンド

ウに表示されます。

「エラーまたは応答タイ

ムアウト（Failure or 
Response Timeout）」と

いうテキストが電子

メールの閲覧ウィンド

ウに表示され、音声テ

キスト変換パネルにも

表示されます。

メッセージの文字を変

換中

「メッセージの文字を変

換しています

（Transcription in 
Progress）」というテキ

ストが電子メールの閲

覧ウィンドウに表示さ

れます。

電子メールの閲覧ウィ

ンドウに何も表示され

ません。

「メッセージの文字を変

換しています

（Transcription in 
Progress）」というテキ

ストが音声テキスト変

換パネルに表示されま

す。

シナリオ Web Inbox

Outlook WebMail 
Access/Outlook、
VMO なし ViewMail for Outlook

音声メッセージの配信

成功

音声テキスト変換のテ

キストが電子メールの

閲覧ウィンドウに表示

されます。

音声テキスト変換のテ

キストが音声テキスト

変換ファイル

「Transcription.txt」に

書き込まれます。

音声テキスト変換のテ

キストが音声テキスト

変換ファイル

「Transcription.txt」に

書き込まれ、音声テキ

スト変換パネルにも表

示されます。
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Cisco Unity Connection での Exchange を使用したユニファイド メッセージングについて
（注） Connection が ViewMail for Outlook で作成された音声メッセージを受信した場合、メッ

セージの本文はテキストまたは空白となります。

• 送信者がサードパーティの電子メール クライアントから Connection にボイスメールを送信し、受

信者がさまざまなクライアントでボイスメールを表示した場合、ボイスメールの音声テキスト変換

は次のように同期されます。

– 音声メッセージの音声テキスト変換は、上記のどちらのシナリオでも同期できます。

送信者がボイス メッセージを SpeechView ユーザに送信すると、受信されたボイス メッセージは、

サード パーティ製の外部音声テキスト変換サービスに送信されます。ボイス メッセージの変換テキス

トが、Cisco Unity Connection に送り返されます。ただし、文字変換が失敗すると、サード パーティ製

の外部音声テキスト文字変換サービスは Connection にエラー コードを送信します。SpeechView 音声

テキスト変換のエラー コードについて詳しくは、『System Administration Guide for Cisco Unity 
Connection』の「Managing Nauance Server Code in Cisco Unity Connection」の章を参照してくださ

い。
http://www.cisco.com/en/US/docs/voice_ip_comm/connection/9x/administration/guide/9xcucsagx.html 
から入手可能です。

SpeechView 音声テキスト変換サービスを使用するシングル インボックス（SIB）ユーザの場合、[ 文

字変換の受信まで保留（Hold till transcription received）] オプションがイネーブルにされると、

Connection と Exchange メール ボックスとの間の新しいボイス メッセージの同期が実行されます。新

しいボイス メッセージの同期は、Connection がサードパーティ製の外部サービスからボイス メッセー

ジの音声テキスト変換を受信した場合だけです。[ 文字変換の受信まで保留（Hold till transcription 
received）] オプションを有効にするには、[Cisco Personal Communications Assistant] > [ メッセージ 
アシスタント（Message Assistant）] >[ 個人設定（Personal Options）] に移動します。

エラーまたは応答タイ

ムアウト

「エラーまたは応答タイ

ムアウト（Failure or 
Response Timeout）」と

いうテキストが電子

メールの閲覧ウィンド

ウに表示されます。

「エラーまたは応答タイ

ムアウト（Failure or 
Response Timeout）」と

いうテキストが音声

メッセージに添付され

る音声テキスト変換

ファイル

「Transcription.txt」に

書き込まれます。

「エラーまたは応答タイ

ムアウト（Failure or 
Response Timeout）」と

いうテキストが音声

メッセージに添付され

る音声テキスト変換

ファイル

「Transcription.txt」に

書き込まれ、音声テキ

スト変換パネルにも表

示されます。

メッセージの文字を変

換中

「メッセージの文字を変

換しています

（Transcription in 
Progress）」というテキ

ストが電子メールの閲

覧ウィンドウに表示さ

れます。

添付ファイル

「Transcription_pendin
g.txt」が音声テキスト

変換の進行状況を示し

ます。

添付ファイル

「Transcription_pendin
g.txt」が音声テキスト

変換の進行状況を示し、

「メッセージの文字を変

換しています

（Transcription in 
Progress）」というテキ

ストも音声テキスト変

換パネルに表示されま

す。

シナリオ Web Inbox

Outlook WebMail 
Access/Outlook、
VMO なし ViewMail for Outlook
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第 2 章 Cisco Unity Connection および Microsoft Exchange のユニファイド メッセージング用設定

Cisco Unity Connection での Exchange を使用したユニファイド メッセージングについて
[ 文字変換の受信まで保留（Hold till transcription received）] オプションが有効な状態でサード パー

ティ製外部サービスからの文字変換タイムアウト / エラー応答を受信した場合、ボイスメールは 
Connection が文字変換エラー / タイムアウト応答を受信したときにのみ、Connection と Exchange の
間で同期されます。

（注） デフォルトでは、[ 文字変換の受信まで保留（Hold till transcription received）] オプションは無効にな

ります。

セキュア メッセージおよびプライベート メッセージの音声テキスト変換

• セキュア メッセージ：Connection サーバだけに保存されます。セキュア メッセージは、ユーザが

サービス クラスに属している場合にのみ音声テキスト変換されます。

• プライベート メッセージ：プライベート メッセージの音声テキスト変換はサポートされていませ

ん。

Outlook フォルダ使用時の同期の動作

Connection は、ユーザの次の Outlook フォルダと Connection の [ 受信トレイ（Inbox）] フォルダの音

声メッセージを同期させます。したがって、Connection の [ 受信トレイ（Inbox）] フォルダのメッ

セージは表示されたままになります。

• Outlook の [ 受信トレイ（Inbox）] フォルダ内のサブフォルダ

• Outlook の [ 削除済みアイテム（Deleted Items）] フォルダ内のサブフォルダ

• Outlook の [ 迷惑メール（Junk Email）] フォルダ

Outlook の [ 削除済みアイテム（Deleted Items）] フォルダのメッセージは、Connection の [ 削除済み

アイテム（Deleted Items）] フォルダに表示されます。

ユーザが音声メッセージ（セキュア音声メッセージを除く）を [ 受信トレイ（Inbox）] フォルダ以外に

ある Outlook フォルダに移動した場合、そのメッセージは Connection の [ 削除済みアイテム（Deleted 
Items）] フォルダに移動します。コピーは Outlook にまだ存在しているため、この状態でも ViewMail 
for Outlook を使用してメッセージを再生できます。ユーザが、Outlook の [ 受信トレイ（Inbox）] 
フォルダまたは Connection の [ 受信トレイ（Inbox）] フォルダと同期されている Outlook フォルダに

メッセージを移動した場合に、さらに次の項目に該当する場合：

• メッセージが Connection の [ 削除済みアイテム（Deleted Items）] フォルダに入ったままである場

合は、メッセージがそのユーザの Connection 受信トレイに再度同期されます。

• メッセージが Connection の [ 削除済みアイテム（Deleted Items）] フォルダにすでに入っていない

場合は、メッセージを Outlook で再生できますが、Connection には再同期されません。

Connection は、[ 送信済みアイテム（Sent Items）] フォルダ内のボイスメッセージを、ユーザの 
Exchange の [ 送信済みアイテム（Sent Items）] フォルダと同期します。ただし、件名行、プライオリ

ティ、およびステータス（未読から既読へなど）の変更は、時間ごとに Connection から Exchange へ
のみ複製されます。ユーザがボイス メッセージを Connection から Exchange へ、またはその逆方向に

送信する場合、Connection の [ 送信済みアイテム（Sent Items）] 内のボイス メッセージは未読で、

Exchange の [ 送信済みアイテム（Sent Items）] フォルダ内のボイス メッセージは既読としてマークさ

れます。
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Cisco Unity Connection での Exchange を使用したユニファイド メッセージングについて
デフォルトでは、Exchange [ 送信済みアイテム（Sent Items）] フォルダ内のボイス メッセージの 
Connection [ 送信済みアイテム（Sent Items）] フォルダとの同期は有効になっていません。機能を有

効にするには、[ 送信済みメッセージ : 保持期間 ( 日 )（Sent Messages: Retention Period (in Days)）] オ
プションを 0 より大きい値にする必要があります。[ 送信済みメッセージ : 保持期間 ( 日 )（Sent 
Messages: Retention Period (in Days)）] オプションを変更するには、[Connection 管理（Cisco Unity 
Connection Administration）] の [ システム設定（System Settings）] > [ 詳細設定（Advanced）] > [
メッセージング（Messaging）] > [ 送信済みメッセージ : 保持期間 ( 日 )（Sent Messages: Retention 
Period (in Days)）] に移動します。

詳細については、「Cisco Unity Connection 9.x Advanced Settings」の章の「Messaging Configuration」

の項を参照してください。
http://www.cisco.com/en/US/docs/voice_ip_comm/connection/9x/gui_reference/guide/9xcucgrgx.html 
から入手可能です。

（注） ユーザが自分のボイス メール ボックスにボイス メッセージを送信する場合、ボイス メッセージは 
Exchange [ 送信済みアイテム（Sent Items）] フォルダと同期されません。ただし、ボイス メールは 
Connection の [ 送信済みアイテム（Sent Items）] フォルダに残ります。

セキュア音声メッセージでは動作が異なります。Connection がセキュア音声メッセージを Exchange 
に複製する際には、セキュア メッセージについて簡単に説明するデコイ メッセージのみが複製されま

す。Connection サーバ上には、音声メッセージのコピーだけが残ります。ユーザが ViewMail for 
Outlook を使用してセキュア メッセージを再生すると、ViewMail は Connection サーバからメッセー

ジを取得し、メッセージを Exchange またはユーザのコンピュータ上に保存せずに再生します。

ユーザが、Connection の [ 受信トレイ（Inbox）] フォルダと同期されていない Outlook フォルダにセ

キュア メッセージを移動した場合は、メッセージのコピーだけが Connection の [ 削除済みアイテム

（Deleted Items）] フォルダに移動し、Outlook でのメッセージの再生は行えなくなります。ユーザが、

Outlook の [ 受信トレイ（Inbox）] フォルダまたは Connection の [ 受信トレイ（Inbox）] フォルダと

同期されている Outlook フォルダにメッセージを戻した場合で、さらに次の項目に該当する場合： 

• メッセージが Connection の [ 削除済みアイテム（Deleted Items）] フォルダに入ったままである場

合は、メッセージがそのユーザの Connection 受信トレイに再度同期され、メッセージが Outlook 
で再び再生可能になります。

• メッセージが Connection の [ 削除済みアイテム（Deleted Items）] フォルダにすでに入っていない

場合、メッセージは Connection には再同期されず、Outlook でのメッセージの再生は行えなくな

ります。

削除したメッセージの場所

デフォルトでは、Connection のメッセージを削除すると、そのメッセージは Connection の [ 削除済み

アイテム（Deleted Items）] フォルダに送信され、Outlook の [ 削除済みアイテム（Deleted Items）] 
フォルダとの同期が行われます。Connection の [ 削除済みアイテム（Deleted Items）] フォルダから

メッセージを削除すると（ユーザが手動で削除するか、またはメッセージ エージングによる自動削除

を設定できます）、そのメッセージは Outlook の [ 削除済みアイテム（Deleted Items）] フォルダからも

削除されます。

シングル インボックス機能を既存のシステムに追加する場合に、[ 削除済みアイテム（Deleted Items）

] フォルダに保存せずにメッセージを完全に削除するように Connection を設定した場合は、Web Inbox 
または Connection 電話機インターフェイスを使用してユーザが削除したメッセージは完全に削除され

ます。ただし、Outlook を使用してユーザが削除したメッセージは Outlook の [ 削除済みアイテム

（Deleted Items）] フォルダに移動するだけで、完全には削除されません。Connection が Exchange と
同期されている場合、メッセージは Connection の [ 削除済みアイテム（Deleted Items）] フォルダに移

動し、完全には削除されません。次のいずれか、または両方を行うことを推奨します。
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Cisco Unity Connection での Exchange を使用したユニファイド メッセージングについて
• Connection の [ 削除済みアイテム（Deleted Items）] フォルダのメッセージを完全に削除するよう

に、メッセージ エージングを設定します。

• メールボックスが指定したサイズに達した場合にメッセージの削除を促す Connection のプロンプ

トが表示されるように、メッセージ割り当てを設定します。

ユーザがいずれかの Outlook フォルダ（[ 削除済みアイテム（Deleted Items）] フォルダを含む）から

音声メッセージを削除すると、そのメッセージは Connection の [ 削除済みアイテム（Deleted Items）] 
フォルダに移動します。Outlook での操作により、Connection のメッセージが完全に削除されること

はありません。

Exchange と同期されない Connection メッセージのタイプ

次のタイプのメッセージは同期されません。

• 下書きメッセージ

• 後で配信するように設定した未配信メッセージ

• ブロードキャスト メッセージ

• 受け入れていないディスパッチ メッセージ。受信者がディスパッチ メッセージを受け入れると、

ディスパッチ メッセージは通常のメッセージになり、メッセージを受け入れたユーザの Exchange 
と同期され、他のすべての受信者ではメッセージが削除されます。ユーザには他の未読メッセージ

がない場合であっても、配布リストのいずれかのユーザがディスパッチ メッセージを受け入れる

まで、配布リストの全ユーザのメッセージ待機インジケータはオンのままになります。

ステータス変更の複製

ステータス変更（たとえば、未読から既読など）、件名行の変更、および優先度の変更は、Connection 
から Exchange（および、その逆）に適切に複製されます。

シングル インボックスを無効にしてから再度有効にした場合の、Connection メールボックス
と Exchange メールボックスの同期への影響

ユニファイド メッセージングを設定する場合は、特に、どのユニファイド メッセージング機能を有効

にするかを定義するユニファイド メッセージング サービスを 1 つ以上作成します。また、ユーザをユ

ニファイド メッセージング サービスに関連付けるため、各ユーザに対して 1 つ以上のユニファイド 
メッセージング アカウントも作成します。シングル インボックスは、3 つの方法で削除できます。

• シングル インボックスを有効にしたユニファイド メッセージング サービスを完全に無効にしま

す。これにより、サービスに関連付けられたすべてのユーザにおいて有効になっているユニファイ

ド メッセージング機能（シングル インボックスを含む）がすべて無効になります。

• ユニファイド メッセージング サービスにおけるシングル インボックス機能のみを無効にします。

これにより、そのサービスに関連付けられたすべてのユーザにおけるシングル インボックス機能

のみが無効になります。

• ユニファイド メッセージング アカウントにおけるシングル インボックスを無効にします。これに

より、関連付けられたユーザのシングル インボックスだけが無効になります。

これらのいずれかの方法を使用してシングル インボックスを無効にしてから再度有効にした場合は、

Connection により、影響のあるユーザの Connection メールボックスと Exchange メールボックスが再

同期されます。次の点に注意してください。

• シングル インボックスが無効になっている間に、ユーザが Exchange のメッセージを削除しても、

Connection の対応するメッセージを削除しなかった場合は、シングル インボックスを再度有効に

すると、そのメッセージが Exchange メールボックスに再同期されます。
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Cisco Unity Connection での Exchange を使用したユニファイド メッセージングについて
• シングル インボックスを無効にする前に、メッセージを Exchange から完全削除（[ 削除済みアイ

テム（Deleted Items）] フォルダから削除）した場合は、シングル インボックスを再度有効にした

場合に Connection の [ 削除済みアイテム（Deleted Items）] フォルダに残っている対応するメッ

セージが、Exchange の [ 削除済みアイテム（Deleted Items）] フォルダに再同期されます。

• シングル インボックスが無効になっている間に、ユーザが Connection のメッセージを削除して

も、Exchange の対応するメッセージを削除しなかった場合は、シングル インボックスを再度有効

にすると、そのメッセージが Exchange に残ったままになります。ユーザは Exchange から手動で

メッセージを削除する必要があります。

• シングル インボックスが無効になっている間に、ユーザが Exchange のメッセージのステータスを

変更した場合は（たとえば、未読から既読など）、シングル インボックスを再度有効にすると、

Exchange メッセージのステータスが、対応する Connection メッセージの現在のステータスに変更

されます。

• シングル インボックスを再度有効にすると、サービスに関連付けられたユーザの数およびユーザ

の Connection メールボックスおよび Exchange メールボックスのサイズに応じて、既存のメッ

セージの再同期が、新しいメッセージの同期パフォーマンスに影響する場合があります。

開封確認、送信確認、および不達確認の同期方法

Connection では、音声メッセージを送信した Connection ユーザに開封確認、送信確認、および不達確

認メッセージを配信できます。音声メッセージの送信者においてシングル インボックスが設定されて

いる場合は、該当するレシートが送信者の Connection メールボックスに送信されます。次に、レシー

トは送信者の Exchange メールボックスに同期されます。

次の点に注意してください。

• 開封確認：音声メッセージを送信するときに、送信者は開封確認を要求できます。開封確認要求に

対して Connection が応答しないようにする場合は、Connection の管理で、[ 開封確認要求へ応答

する（Respond to Requests for Read Receipts）] チェックボックスをオフにします。これは、[
ユーザ（Users）] > [ ユーザ（Users）] > [ 編集（Edit）] > [ メールボックス（Mailbox）] ページ

および [ テンプレート（Templates）] > [ ユーザ テンプレート（User Templates）] > [ 編集（Edit）
] > [ メールボックス（Mailbox）] ページに表示されます。

• 送信確認：ViewMail for Outlook から音声メッセージを送信する場合にのみ、送信者は送信確認を

要求できます。送信確認要求に対する応答を Connection で無効にすることはできません。

• 不達確認（NDR）：音声メッセージを配信できない場合、送信者は NDR を受信します。メッセー

ジを配信できない場合に Connection から NDR が送信されないようにする場合は、Connection の
管理で、[ メッセージの配信失敗時に不達確認を送信する（Send Non-Delivery Receipts for 
Message Failed Delivery）] チェックボックスをオフにします。これは、[ ユーザ（Users）] > [
ユーザ（Users）] > [ ユーザの基本設定の編集（Edit User Basics）] ページおよび [ テンプレート

（Templates）] > [ ユーザ テンプレート（User Templates）] > [ ユーザ テンプレートの基本設定の

編集（Edit User Template Basics）] ページに表示されます。

NDR について、次の点に注意してください。

– 送信者が TUI を使用して Connection にアクセスした場合、NDR には元の音声メッセージが

含まれます。これにより、送信者は後で異なる受信者にメッセージを再送信できます。

– 送信者が Web Inbox を使用して Connection にアクセスした場合、NDR には元の音声メッ

セージが含まれますが、送信者はこのメッセージを再送信できません。

– 送信者が ViewMail for Outlook を使用して Exchange と同期されている Connection 音声メッ

セージにアクセスした場合、NDR は、元の音声メッセージではなくエラー コードのみを含む

レシートになります。したがって、送信者は音声メッセージを再送信できません。
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ユニファイド メッセージング用の Cisco Unity Connection と Exchange の設定作業のタスク リスト
– 送信者が外部の発信者である場合、NDR は、[ 配信できないメッセージ（Undeliverable 
Messages）] 同報リストの Connection ユーザに送信されます。[ 配信できないメッセージ

（Undeliverable Messages）] 同報リストに、未配信メッセージを定期的にモニタし、再ルー

ティングするユーザが 1 人以上含まれていることを確認してください。

ユニファイド メッセージング用の Cisco Unity 
Connection と Exchange の設定作業のタスク リスト

1 つ以上のユニファイド メッセージング機能を設定するには、記載された順序で次の作業を完了しま

す。

1. 『System Requirements for Cisco Unity Connection』（Release 9.x）の「Requirements for Using 
Unified Messaging Features」の項を確認してください。
http://www.cisco.com/en/US/docs/voice_ip_comm/connection/9x/requirements/9xcucsysreqs.html 
から入手可能です。

2. Cisco Unified Communications Manager Business Edition のみ：Connection にシングル インボッ

クスのライセンスが付与されていることを確認します。「Cisco Unity Connection のシングル イン

ボックス ライセンス付与の確認（Cisco Unified CMBE のみ）」（P.2-17）を参照してください。 

3. Connection が LDAP ディレクトリに統合されている場合：現在の LDAP ディレクトリの設定を確

認して、Cisco Unified Communications Manager の [ メール ID（Mail ID）] フィールドが LDAP 
のメール フィールドと同期されていることを確認します。統合プロセス中には、これにより、

LDAP のメール フィールドが Connection の [ 社内電子メール アドレス（Corporate Email 
Address）] フィールドに表示されます。

ユニファイド メッセージングでは、各 Connection ユーザの Exchange メール アドレスを入力する

必要があります。[ ユニファイド メッセージング アカウント（Unified Messaging Account）] ペー

ジでは、次のいずれかの値を使用するように各ユーザを設定できます。

– [ ユーザの基本設定（User Basics）] ページで指定した社内電子メール アドレス

– [ ユニファイド メッセージング アカウント（Unified Messaging Account）] ページで指定した

メール アドレス

[ 社内電子メール アドレス（Corporate Email Address）] フィールドに LDAP のメール フィールド

を自動的に読み込むのは、Connection の管理または一括管理ツールを使用して [ ユニファイド 
メッセージング アカウント（Unified Messaging Account）] ページのメール フィールドに読み込

むよりも簡単です。

Cisco Unified CM の [ メール ID（Mail ID）] がメール フィールドではなく sAMAccountName と
同期されている場合は、LDAP ディレクトリの設定変更を検討します。詳細については、『System 
Administration Guide for Cisco Unity Connection』（Release 9.x）の「Integrating Cisco Unity 
Connection 9.x with an LDAP Directory」の章の「Changing LDAP Directory Configurations in 
Cisco Unity Connection 9.x」の項を参照してください。
http://www.cisco.com/en/US/docs/voice_ip_comm/connection/9x/administration/guide/9xcucsagx.
html から入手可能です。

4. シングル インボックスを使用している場合に、ユーザが ViewMail for Outlook を使用して音声
メッセージを送信したり、音声メッセージの転送 / 返答を行う場合：ユーザ ワークステーションに 
Cisco Unity Connection ViewMail for Microsoft Outlook をインストールします。ViewMail for 
Outlook のインストールの詳細については、『Release Notes for Cisco Unity Connection ViewMail 
for Microsoft Outlook』Release 8.5(x)

（http://www.cisco.com/en/US/products/ps6509/prod_release_notes_list.html）を参照してくださ

い。
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5. Connection が特定の Exchange 2010 または Exchange 2007 のクライアント アクセス サーバまた

は Exchange 2003 サーバを使用して通信するか、または、Connection が必要に応じて異なる 
Exchange サーバを検索して通信を行うかを決定します。「Cisco Unity Connection が通信する 
Exchange サーバの決定」（P.2-18）を参照してください。 

Microsoft 社の Web サイトで入手可能な『White Paper: Exchange 2007 Autodiscover Service』の

説明のように、Exchange 2010 または Exchange 2007（あるいは両方）を使用している場合、

Connection は Exchange サーバを検索します。

（注） Connection は、該当するユニファイド メッセージング サービスの設定に基づいて、HTTP プ
ロトコルまたは HTTPS プロトコルのどちらを使用するかということと、証明書を検証するか

を判断します。

6. 作業 5. で、Connection が必要に応じて異なる Exchange サーバを検索して通信を行うことを決定

した場合に、DNS を使用するように Connection がまだ設定されていない場合は、次の CLI コマン

ドを使用して DNS を設定します。

– set network dns

– set network dns options

Active Directory 環境がそのレコードを発行している環境と同じ DNS 環境を使用するように、

Connection を設定することを推奨します。

CLI コマンドの詳細については、該当する『Command Line Interface Reference Guide for Cisco 
Unified Communications Solutions』

（http://www.cisco.com/en/US/products/ps6509/prod_maintenance_guides_list.html）を参照してく

ださい。

7. Connection がアクセスするすべての Exchange サーバが、望ましい認証モード（基本、ダイジェス

ト、または NTLM）および Web ベース プロトコル（HTTPS または HTTP）を使用するように設

定されていることを確認します。「Cisco Unity Connection 向け Exchange 認証と SSL 設定の確認」

（P.2-20）を参照してください。 

（注） SSL を設定して、Connection と Exchange 間の通信を暗号化する場合は、Web ベース プロト

コルとして HTTPS を使用するように Exchange を設定してください。

8. Connection のユニファイド メッセージング サービスにおいて使用する Active Directory アカウン

トを作成し、該当する権限をアカウントに付与します。「Cisco Unity Connection の Active 
Directory でのユニファイド メッセージング サービス アカウントの作成と権限の付与」（P.2-26）

を参照してください。 

9. Exchange 2010 を使用している場合：ユニファイド メッセージング サービス アカウントに対する 
EWS の制限を解除します。「Cisco Unity Connection のユニファイド メッセージング サービス ア
カウントの EWS 制限の削除（Exchange 2010 のみ）」（P.2-32）を参照してください。 

10. Exchange 2003 を使用している場合：WebDav サービスを有効にします。「Cisco Unity 
Connection のための WebDav サービスの Exchange 2003 サーバに対する有効化」（P.2-33）を参照

してください。 

11. シングル インボックスを使用しており、ユーザが SMTP プロキシ アドレスを追加していない場
合：Connection ユーザ アカウントにプロキシ アドレスを追加します。詳細については、『User 
Moves, Adds, and Changes Guide for Cisco Unity Connection』（Release 9.x）の「Setting Up 
Features and Functionality That Are Controlled by User Account Settings in Cisco Unity Connection 
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9.x」の章の「SMTP Proxy Addresses in Cisco Unity Connection 9.x」の項を参照してください。
http://www.cisco.com/en/US/docs/voice_ip_comm/connection/9x/user_mac/guide/9xcucmacx.html 
から入手可能です。

12. 必要に応じて、サービス クラスの設定を更新します。

– 1 つ以上のサービス クラスでシングル インボックスを有効にします。詳細については、『User 
Moves, Adds, and Changes Guide for Cisco Unity Connection』（Release 9.x）の「Setting Up 
Features and Functionality That Are Controlled by Class of Service in Cisco Unity Connection 
9.x」の章の「Single Inbox in Cisco Unity Connection」の項を参照してください。
http://www.cisco.com/en/US/docs/voice_ip_comm/connection/9x/user_mac/guide/9xcucmacx.
html から入手できます。

シングル インボックスの使用を設定したすべてのユーザは、シングル インボックスを有効に

したサービス クラスに含まれている必要があることに注意してください。

Cisco Unified Communications Manager Business Edition のみ：ユーザがシングル インボック

スを使用するように設定されていない場合であっても、Connection では、シングル インボッ

クスが有効になっているサービス クラスのすべてのユーザがシングル インボックス ユーザと

してカウントされます。たとえば、Connection サーバに 200 のシングル インボックス ユーザ

のライセンスが付与されている場合に、シングル インボックスが有効な 3 つのサービス クラ

スがある場合、これらの 3 つのサービス クラスに割り当てられたユーザの合計数は 200 ユー

ザを超えることはできません。これは、50 ユーザのみにおいてシングル インボックスの使用

を設定した場合も同様です。

– 1 つ以上のサービス クラスにおいて、Exchange 音声メッセージへのテキスト / スピーチ アク

セスを有効にします。該当するサービス クラス ページの [ 詳細機能へのアクセスを許可する

（Allow Access to Advanced Features）] チェックボックスをオンにし、[ テキスト / スピーチ

（TTS）を使用した Exchange メールへのアクセスを許可する（Allow Access to Exchange 
Email by Using Text to Speech (TTS)）] チェックボックスをオンにします。

13. シングル インボックス ユーザのサービス クラスにおいて、[ 削除済みアイテム フォルダに保存せ
ずにメッセージを削除する（Delete Messages Without Saving to Deleted Items Folder）] が有効に
なっている場合：メッセージ エージングまたはメッセージ割り当て（あるいは両方）を設定する

ことを推奨します。そうしないと、Outlook から削除されたメッセージが、Connection から永久

に削除されない場合があります。詳細については、「Cisco Unity Connection での Connection のボ

イス メッセージと Exchange メールボックスとの同期（シングル インボックス）」（P.2-3）を参照

してください。

Connection のメッセージ エージングおよびメッセージ割り当ての設定の詳細については、『System 
Administration Guide for Cisco Unity Connection』（Release 9.x）の「Controlling the Size of 
Mailboxes in Cisco Unity Connection 9.x」の章を参照してください。
http://www.cisco.com/en/US/docs/voice_ip_comm/connection/9x/administration/guide/9xcucsagx.
html から入手可能です。

14. 1 つ以上の Connection ユニファイド メッセージング サービスを設定します。「Cisco Unity 
Connection から Exchange にアクセスするためのユニファイド メッセージング サービスの作成」

（P.2-34）を参照してください。 

15. 選択した設定：次のいずれか、または両方の設定では、Connection と Exchanged 間および 
Connection と Active Directory 間の通信を暗号化するため、SSL 証明書を Connection サーバ上に

アップロードします。

– 作業 7. で Exchange が HTTPS を使用するように設定し、作業 14. で Exchange サーバの証明

書を検証するようにユニファイド メッセージング サービスを設定した場合。

– 作業 14. で、Connection が異なる Exchange サーバと通信し、LDAPS を使用してドメイン コ
ントローラと通信し、ドメイン コントローラの証明書を検証するように設定した場合。
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注意 異なる Exchange サーバを検索して通信できるように Connection を設定した場合、

Connection は基本認証を使用して Active Directory サーバと通信します。デフォルトでは、

ユニファイド メッセージング サービス アカウントのユーザ名とパスワード、および 
Connection と Active Directory サーバ間の他のすべての通信はクリア テキストで送信されま

す。このデータを暗号化する場合は、作業 14. でセキュア LDAP（LDAPS）プロトコルを使

用して Active Directory ドメインと通信するように、ユニファイド メッセージング サービス

を設定する必要があります。

詳細については、「Exchange および Active Directory サーバ用 CA パブリック証明書の 
Cisco Unity Connection サーバへのアップロード」（P.2-37）を参照してください。

16. ユニファイド メッセージング サービスをテストします。「Cisco Unity Connection 用ユニファイド 
メッセージング サービスのテスト」（P.2-39）を参照してください。 

17. Connection ユーザ アカウントを更新します。

– シングル インボックスおよびテキスト / スピーチのみ：ユーザ設定を更新して、シングル イン

ボックスまたはテキスト / スピーチを有効にした各ユーザを、シングル インボックスまたはテ

キスト / スピーチを有効にしたサービス クラスに割り当てます。『User Moves, Adds, and 
Changes Guide for Cisco Unity Connection』（Release 9.x）で、「Modifying or Deleting 
Individual User Accounts in Cisco Unity Connection 9.x」または「Managing Cisco Unity 
Connection 9.x User Accounts in Bulk」のいずれか当てはまる章を参照してください。
http://www.cisco.com/en/US/docs/voice_ip_comm/connection/9x/user_mac/guide/9xcucmacx.
html から入手可能です。

– Connection ユーザのユニファイド メッセージング アカウントを作成します。「Cisco Unity 
Connection ユーザの Exchange メール ボックスへのリンクのためのユニファイド メッセージ

ング アカウント作成」（P.2-39）を参照してください。 

– 作業 13. で、メッセージ エージングまたはメッセージ割り当て（あるいは両方）を設定した場

合：ユーザ アカウントを適切に設定します。

個々のユーザのメッセージ エージング設定を変更する方法の詳細については、『User Moves, 
Adds, and Changes Guide for Cisco Unity Connection』（Release 9.x）の「Setting Up Features 
and Functionality That Are Controlled by User Account Settings in Cisco Unity Connection 9.x」

の章の「Message Aging in Cisco Unity Connection 9.x」の項を参照してください。
http://www.cisco.com/en/US/docs/voice_ip_comm/connection/9x/user_mac/guide/9xcucmacx.
html から入手可能です。

個々のユーザのメッセージ割り当て設定を変更する方法の詳細については、『User Moves, 
Adds, and Changes Guide for Cisco Unity Connection』（Release 9.x）の「Setting Up Features 
and Functionality That Are Controlled by User Account Settings in Cisco Unity Connection 9.x」

の章の「Mailbox-Size Quotas in Cisco Unity Connection 9.x」の項を参照してください。
http://www.cisco.com/en/US/docs/voice_ip_comm/connection/9x/user_mac/guide/9xcucmacx.
html から入手可能です。

18. Connection ユーザのユニファイド メッセージング アカウントをテストします。「Cisco Unity 
Connection 用ユニファイド メッセージング アカウントのテスト」（P.2-42）を参照してください。 

19. ユニファイド メッセージングの設定をテストします。次の項を参照してください。

– 「Cisco Unity Connection 用ユニファイド メッセージング アカウントの設定の概要表示」

（P.2-43）

– 「Exchange と Cisco Unity Connection を使用したユニファイド メッセージングを含むシステ

ム設定のテスト」（P.2-44）

– 「Cisco Unity Connection の Exchange 予定表へのアクセスのテスト」（P.2-44）
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20. Connection ボイス メッセージが Outlook の [ 迷惑メール（Junk Items）] フォルダに自動的に移動
される場合：Outlook の設定を変更して、ボイス メッセージの送信者または送信者のドメインを安

全な送信者のリストに追加します。詳細については、Outlook のヘルプを参照してください。

21. Connection 予定表の使用方法をユーザに知らせるには、次の参照先を示してください。

– 会議のリスト、参加、およびスケジュールについては、『User Guide for the Cisco Unity 
Connection Phone Interface』の「Cisco Unity Connection Phone Menus and Voice 
Commands」の章を参照してください。
http://www.cisco.com/en/US/docs/voice_ip_comm/connection/9x/user/guide/phone/b_9xcucu
gphone.html から入手可能です。

– Exchange の連絡先のインポートについては、『User Guide for the Cisco Unity Connection 
Messaging Assistant Web Tool』の「Managing Your Personal Contacts」の章を参照してくださ

い。
http://www.cisco.com/en/US/docs/voice_ip_comm/connection/9x/user/guide/assistant/b_9xcuc
ugasst.html から入手可能です。

– パーソナル着信転送ルールの使用方法については、『User Guide for the Cisco Unity 
Connection Personal Call Transfer Rules Web Tool』を参照してください。
http://www.cisco.com/en/US/docs/voice_ip_comm/connection/9x/user/guide/pctr/b_9xcucugp
ctr.html から入手可能です。

ユニファイド メッセージング用の Cisco Unity 
Connection 既存ユーザの設定作業のタスク リスト

「ユニファイド メッセージング用の Cisco Unity Connection と Exchange の設定作業のタスク リスト」

（P.2-12） に従ってユニファイド メッセージングを設定した後に、既存のユーザのユニファイド メッ

セージング機能を追加する場合は、次の作業を行います。

1. Cisco Unified CMBE のシングル インボックスまたは TTS のみ：追加ユーザの十分なライセンスが

あることを確認します。「Cisco Unity Connection のシングル インボックス ライセンス付与の確認

（Cisco Unified CMBE のみ）」（P.2-17）を参照してください。 

2. シングル インボックスを使用している場合に、ユーザが ViewMail for Outlook を使用して音声
メッセージを送信したり、音声メッセージの転送 / 返答を行う場合：Connection ユーザ アカウン

トにプロキシ アドレスを追加します。詳細については、『User Moves, Adds, and Changes Guide 
for Cisco Unity Connection』（Release 9.x）の「Setting Up Features and Functionality That Are 
Controlled by User Account Settings in Cisco Unity Connection 9.x」の章の「SMTP Proxy 
Addresses in Cisco Unity Connection 9.x」の項を参照してください。
http://www.cisco.com/en/US/docs/voice_ip_comm/connection/9x/user_mac/guide/9xcucmacx.html 
から入手可能です。

3. Connection ユーザ アカウントを更新します。

– シングル インボックスおよびテキスト / スピーチのみ：ユーザ設定を更新して、シングル イン

ボックスまたはテキスト / スピーチを有効にした各ユーザを、シングル インボックスまたはテ

キスト / スピーチを有効にしたサービス クラスに割り当てます。『User Moves, Adds, and 
Changes Guide for Cisco Unity Connection』（Release 9.x）で、「Modifying or Deleting 
Individual User Accounts in Cisco Unity Connection 9.x」または「Managing Cisco Unity 
Connection 9.x User Accounts in Bulk」のいずれか当てはまる章を参照してください。
http://www.cisco.com/en/US/docs/voice_ip_comm/connection/9x/user_mac/guide/9xcucmacx.
html から入手可能です。
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Cisco Unity Connection のシングル インボックス ライセンス付与の確認（Cisco Unified CMBE のみ）
– Connection ユーザのユニファイド メッセージング アカウントを作成します。「Cisco Unity 
Connection ユーザの Exchange メール ボックスへのリンクのためのユニファイド メッセージ

ング アカウント作成」（P.2-39）を参照してください。 

– 作業 13. で、メッセージ エージングまたはメッセージ割り当て（あるいは両方）を設定した場

合：ユーザ アカウントを適切に設定します。

個々のユーザのメッセージ エージング設定を変更する方法の詳細については、『User Moves, 
Adds, and Changes Guide for Cisco Unity Connection』（Release 9.x）の「Setting Up Features 
and Functionality That Are Controlled by User Account Settings in Cisco Unity Connection 9.x」

の章の「Message Aging in Cisco Unity Connection 9.x」の項を参照してください。
http://www.cisco.com/en/US/docs/voice_ip_comm/connection/9x/user_mac/guide/9xcucmacx.
html から入手可能です。

個々のユーザのメッセージ割り当て設定を変更する方法の詳細については、『User Moves, 
Adds, and Changes Guide for Cisco Unity Connection』（Release 9.x）の「Setting Up Features 
and Functionality That Are Controlled by User Account Settings in Cisco Unity Connection 9.x」

の章の「Mailbox-Size Quotas in Cisco Unity Connection 9.x」の項を参照してください。
http://www.cisco.com/en/US/docs/voice_ip_comm/connection/9x/user_mac/guide/9xcucmacx.
html から入手可能です。

4. Connection ユーザのユニファイド メッセージング アカウントをテストします。「Cisco Unity 
Connection 用ユニファイド メッセージング アカウントのテスト」（P.2-42）を参照してください。 

5. Connection ボイス メッセージが Outlook の [ 迷惑メール（Junk Items）] フォルダに自動的に移動
される場合：Outlook の設定を変更して、ボイス メッセージの送信者または送信者のドメインを安

全な送信者のリストに追加します。詳細については、Outlook のヘルプを参照してください。

Cisco Unity Connection のシングル インボックス ライセ
ンス付与の確認（Cisco Unified CMBE のみ）

Cisco Unified Communications Manager Business Edition で Connection のシングル インボックス機能

を使用する場合は、Connection にシングル インボックスのライセンスが付与されており、シングル イ
ンボックスを設定するユーザ数に十分なライセンスを保有している必要があります。

Cisco Unity Connection へのシングル インボックスのライセンス付与の確認方法（Cisco 
Unified CMBE のみ）

ステップ 1 Cisco Unity Connection の管理で、[ システム設定（System Settings）] を展開し、[ ライセンス

（Licenses）] を選択します。

ステップ 2 [ ライセンス シート（Licensed Seats）] 列で、IMAP または音声メッセージへのシングル インボックス

アクセスのライセンスが設定されたユーザを探します。

ステップ 3 [ 値（Value）] 列で、シングル インボックスを設定するユーザ数に十分なライセンスがあることを確認

します。さらに追加のライセンスが必要な場合は、追加ライセンスの入手およびインストールの詳細に

ついて、『System Administration Guide for Cisco Unity Connection』（Release 9.x）の「Managing 
Licenses in Cisco Unity Connection 9.x」の章を参照してください。
http://www.cisco.com/en/US/docs/voice_ip_comm/connection/9x/administration/guide/9xcucsagx.html 
から入手可能です。
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Cisco Unity Connection が通信する Exchange サーバの
決定

Connection と Exchange 間の通信を定義するユニファイド メッセージング サービスを追加した場合は、

Connection が特定の Exchange サーバと直接通信を行うか、または Connection が Exchange サーバを

検索するかを選択できます。この選択により、Connection がアクセスできる Exchange メールボック

スが決まります。

• 特定の Exchange 2003 サーバを選択した場合、Connection は、その Exchange サーバ上のメール

ボックスのみにアクセスできます。

• 特定の Exchange 2007 クライアント アクセス サーバを選択した場合、Connection は、Exchange 
組織内のすべての Exchange 2007 メールボックスにアクセスできますが、Exchange 2003 メール

ボックスまたは Exchange 2010 メールボックスにはアクセスできません。

• 特定の Exchange 2010 クライアント アクセス サーバを選択した場合、Connection は、Exchange 
組織内のすべての Exchange 2010 メールボックスおよび Exchange 2007 メールボックスにアクセ

スできますが、Exchange 2003 メールボックスにはアクセスできません。

• Connection が Exchange サーバを検索することを選択した場合は、Connection が Exchange 組織

内のすべてのメールボックスにアクセスできるか、または Exchange 2007 メールボックスおよび 
Exchange 2010 メールボックスだけにアクセスできるかを、さらに選択できます。Exchange 組織

に Exchange 2003 サーバが含まれている場合、Connection は常に Exchange バックエンド サーバ

と直接通信を行い、Exchange フロントエンド サーバとは通信を行いません。

次の点に注意してください。

• ユニファイド メッセージング サービスを追加する際に、特定の Exchange サーバを選択する場合

は、複数のユニファイド メッセージング サービスを追加して、Connection による Exchange 組織

のすべてのメールボックスへのアクセスを可能にする必要がある場合があります。表 2-3 では、複

数のユニファイド メッセージング サービスを追加する必要がある場合について説明します。

表 2-3 Exchange のバージョンに基づくユニファイド メッセージング サービスの追加

Connection がアクセスするメールボックスが

ある Exchange のバージョン

次のユニファイド メッセージング サービスを作成

Exchange 
2003

Exchang
e 2007

Exchang
e 2010

Office 
365

No No No Yes • Connection がアクセスする Office 365 サーバに 1 つ。

No No Yes No • Connection がアクセスする Exchange 2010 サーバごとに 1 つ。

No No Yes Yes • Connection がアクセスする Exchange 2010 サーバごとに 1 つ。

• Connection がアクセスする Office 365 サーバに 1 つ。

•

No Yes No No • Exchange 2007 に 1 つ。

No Yes No Yes • Exchange 2007 に 1 つ。

• Connection がアクセスする Office 365 サーバに 1 つ。

No Yes Yes No • Exchange 2010 に 1 つ。このサービスは、Exchange 2007 メー

ルボックスにもアクセスできます。
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• Connection が Exchange サーバを検索できるように選択した場合、Connection は、メールボック

スを Exchange の 1 つのバージョンから別のバージョンに移動したことを自動的に検出し、

Connection のユーザ設定を自動的に更新できます。

• 特定の Exchange サーバを選択した場合、Connection は、メールボックスを 1 つの Exchange サー

バから別のサーバに移動したことを検出できる場合があり、新しい場所の Exchange メールボック

スに自動的にアクセスできます。Connection がメールボックスの移動を検出できない場合は、ユ

ニファイド メッセージング サービスまたはユニファイド メッセージング アカウントを手動で更新

する必要があります。

– ユニファイド メッセージング サービスがアクセスするすべての Exchange メールボックスを
移動した場合：ユニファイド メッセージング サービスを更新して、別の Exchange サーバに

アクセスします。

– ユニファイド メッセージング サービスがアクセスする Exchange メールボックスの一部だけ
を移動した場合：ユニファイド メッセージング アカウントの設定を更新して、新しい場所の

メールボックスにアクセスするユニファイド メッセージング サービスを使用します。

No Yes Yes Yes • Connection がアクセスする Exchange 2010 サーバごとに 1 つ。

• Connection がアクセスする Office 365 サーバに 1 つ。

Yes No No No • Connection がアクセスする Exchange 2003 サーバごとに 1 つ。

Yes No No Yes • Connection がアクセスする Exchange 2003 サーバごとに 1 つ。

• Connection がアクセスする Office 365 サーバに 1 つ

•

Yes No Yes No • Connection がアクセスする Exchange 2003 サーバごとに 1 つ。

• Exchange 2010 に 1 つ。

Yes No Yes Yes • Connection がアクセスする Exchange 2003 サーバごとに 1 つ。

• Exchange 2010 に 1 つ。

• Connection がアクセスする Office 365 サーバに 1 つ

Yes Yes No No • Connection がアクセスする Exchange 2003 サーバごとに 1 つ。

• Exchange 2007 に 1 つ。

Yes Yes No Yes • Connection がアクセスする Exchange 2003 サーバごとに 1 つ。

• Exchange 2007 に 1 つ。

• Connection がアクセスする Office 365 サーバに 1 つ

Yes Yes Yes No • Connection がアクセスする Exchange 2003 サーバごとに 1 つ。

• Exchange 2010 に 1 つ。このサービスは、Exchange 2007 メー

ルボックスにもアクセスできます。

Yes Yes Yes Yes • Connection がアクセスする Exchange 2003 サーバごとに 1 つ。

• Exchange 2010 に 1 つ。このサービスは、Exchange 2007 メー

ルボックスにもアクセスできます。

• Connection がアクセスする Office 365 サーバに 1 つ。

Connection がアクセスするメールボックスが

ある Exchange のバージョン

次のユニファイド メッセージング サービスを作成

Exchange 
2003

Exchang
e 2007

Exchang
e 2010

Office 
365
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Cisco Unity Connection 向け Exchange 認証と SSL 設定の確認
表 2-4 に、Exchange サーバ間でのメールボックスの移動を Connection が自動的に検出できる場合

と検出できない場合を示します。Connection がメールボックスの移動を自動的に検出できない場

合に、Connection のユーザ設定を更新する方法の詳細については、「ユニファイド メッセージ用に

設定されている Connection ユーザの Microsoft Exchange メール ボックスの移動」 の章を参照して

ください。

• Connection が DNS を使用するように設定されていない場合、特定の Exchange サーバを選択する

必要があります。これによって、この項で説明したように、組織内のすべての Exchange メール

ボックスにアクセスできない場合、複数のユニファイド メッセージング サービスを作成する必要

があります。

• 特定の Exchange サーバを選択し、そのサーバが機能を停止した場合、Connection は Exchange 
メールボックスにアクセスできません。Connection で Exchange サーバを検索できるように選択

し、Connection が現在通信している Exchange サーバが機能を停止した場合、Connection は別の 
Exchange サーバを検索し、そのサーバを経由してメールボックスへのアクセスを開始します。

Cisco Unity Connection 向け Exchange 認証と SSL 設
定の確認

Connection がアクセスする Exchange サーバが目的の認証モード（基本、ダイジェスト、または 
NTLM）と Web ベースのプロトコル（HTTPS または HTTP）を使用するように設定されていることを

確認します。Connection がアクセスする Exchange サーバの詳細については、「Cisco Unity 
Connection が通信する Exchange サーバの決定」（P.2-18） を参照してください。

のちにタスク リストでは、1 つまたは複数の Connection ユニファイド メッセージング サービスを作成

し、この項で該当する手順を行う際に Exchange で指定する同じ認証モードと Web ベースのプロトコ

ルを選択します。

該当する項にある手順を実行します。

• 「Cisco Unity Connection 向け Exchange 2010 認証と SSL 設定の確認」（P.2-21）

• 「Cisco Unity Connection 向け Exchange 2007 認証と SSL 設定の確認」（P.2-23）

• 「Cisco Unity Connection 向け Exchange 2003 認証と SSL 設定の確認」（P.2-25）

表 2-4 特定の Exchange サーバの選択：Exchange サーバ間でのメールボックスの移動を Connection が検出できる場合

選択したサーバ

次の Exchange バージョン間でのメールボックスの移動を Connection が自動的に検出可能

2003 と 2003 2003 と 2007 2003 と 2010 2007 と 2007 2007 と 2010 2010 と 2010

Exchange 2003 サーバ No No No No No No

Exchange 2007 サーバ No No No Yes No No

Exchange 2010 サーバ No No No Yes Yes Yes
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Cisco Unity Connection 向け Exchange 認証と SSL 設定の確認
Cisco Unity Connection 向け Exchange 2010 認証と SSL 設定の確認

Cisco Unity Connection 向け Exchange 2010 認証と SSL 設定の確認方法

ステップ 1 Exchange 2010 クライアント アクセス サーバにサインインするために Connection で使用する認証のタ

イプ（基本、ダイジェスト、または NTLM）を決定します。次のサーバで同じタイプの認証が使用さ

れるように設定する必要があります。

• すべての Exchange 2010 クライアント アクセス サーバ。

• すべての Exchange 2007 クライアント アクセス サーバ（Connection でアクセスできるようにする 
Exchange 2007 メールボックスがある場合）。

• Connection でアクセスできるようにするメールボックスがあるすべての Exchange 2003 サーバ

（ある場合）。

ステップ 2 Connection と Exchange 2010 クライアント アクセス サーバの通信に対して SSL 暗号化を行うかどう

かを決定します。行う場合、次のサーバで同じ SSL 設定を指定する必要があります。

• すべての Exchange 2010 クライアント アクセス サーバ。

• すべての Exchange 2007 クライアント アクセス サーバ（Connection でアクセスできるようにする 
Exchange 2007 メールボックスがある場合）。

• Connection でアクセスできるようにするメールボックスがあるすべての Exchange 2003 サーバ

（ある場合）。

ステップ 3 Connection にある同じ Exchange 2010 クライアント アクセス サーバにアクセスできるサーバにサイン

インします。ローカル管理者グループのメンバーであるアカウントを使用します。

ステップ 4 Windows の [ スタート（Start）] メニューで、[ プログラム（Programs）] > [ 管理ツール

（Administrative Tools）] > [ インターネット インフォメーション サービス（IIS）マネージャ

（Internet Information Services (IIS) Manager）] を選択します。

ステップ 5 設定を確認する最初の Exchange 2010 クライアント アクセス サーバの場合、左ペインで [< サーバ名 >] > 
[ サイト（Sites）] > [ 既定の Web サイト（Default Website）] を展開します。

ステップ 6 [ 既定の Web サイト（Default Website）] で、[Autodiscover] を選択します。

ステップ 7 中央のペインの IIS セクションで、[ 認証（Authentication）] をダブルクリックします。

ステップ 8 [ 状況（Status）] 列で、Exchange クライアント アクセス サーバにサインインするためにユニファイド 
メッセージング サービス アカウントで使用する認証のタイプに対して [ 有効（Enabled）] と示されて

いることを確認します。ユニファイド メッセージング サービス アカウントを作成する場合、同じタイ

プの認証を使用するように Connection を設定します。

Connection は次のタイプの認証だけをサポートします。

• 基本

• ダイジェスト

• NTLM

ステップ 9 設定を変更した場合、右ペインで [ 適用（Apply）] を選択します。

ステップ 10 左ペインで再び [Autodiscover] を選択します。

ステップ 11 中央のペインの IIS セクションで、[SSL 設定（SSL Settings）] をダブルクリックします。

ステップ 12 [SSL が必要（Require SSL）] チェックボックスがオンの場合、次の手順を実行します。

• Connection でユニファイド メッセージング サービスを作成する場合、Web ベースのプロトコルに

対して HTTPS を選択する必要があります。
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• Exchange サーバから SSL 証明書をダウンロードし、Connection サーバにインストールする必要

があります。

ステップ 13 設定を変更した場合、右ペインで [ 適用（Apply）] を選択します。

ステップ 14 左ペインの [ 既定の Web サイト（Default Website）] で、[EWS] を選択します。

ステップ 15 中央のペインの IIS セクションで、[ 認証（Authentication）] をダブルクリックします。

ステップ 16 [ 状況（Status）] 列で、Exchange メールボックスにサインインするためにユニファイド メッセージン

グ サービス アカウントで使用する認証のタイプに対して [ 有効（Enabled）] と示されていることを確

認します。ユニファイド メッセージング サービス アカウントを作成する場合、同じタイプの認証を使

用するように Connection を設定します。

注意 ユニファイド メッセージング サービス アカウントは、ステップ 8 で自動検出に対して指定

した EWS に同じタイプの認証を使用する必要があります。

Connection は次のタイプの認証だけをサポートします。

• 基本

• ダイジェスト

• NTLM

ステップ 17 設定を変更した場合、右ペインで [ 適用（Apply）] を選択します。

ステップ 18 左ペインで再び [EWS] を選択します。

ステップ 19 中央のペインの IIS セクションで、[SSL 設定（SSL Settings）] をダブルクリックします。

ステップ 20 [SSL が必要（Require SSL）] チェックボックスがオンの場合、次の手順を実行します。

• Connection でユニファイド メッセージング サービスを作成する場合、Web ベースのプロトコルに

対して HTTPS を選択する必要があります。

• Exchange サーバから SSL 証明書をダウンロードし、Connection サーバにインストールする必要

があります。

注意 ユニファイド メッセージング サービス アカウントは、ステップ 12 で自動検出に対して指定

した EWS に同じ SSL 設定を使用する必要があります。

ステップ 21 設定を変更した場合、右ペインで [ 適用（Apply）] を選択します。

ステップ 22 Exchange 2010 Service Pack 1 以降がインストールされている場合、ステップ 23 に進みます。

Exchange 2010 Service Pack 1 以降がインストールされていない場合、Exchange の EWS と自動検出の 
web.config ファイルを編集し、IIS Manager での設定に一致させます。

• EWS の場合、Microsoft Technet Web サイトの「Enable or Disable SSL on Exchange Web Services 
Virtual Directories」を参照してください。文書のタイトルで検索します。

• 自動検出に相当する文書は存在しませんが、EWS 文書での該当する手順を使用して、\Exchange 
Server\V14\ClientAccess\Autodiscover ディレクトリにある web.config ファイルを編集できます。

ステップ 23 Connection がアクセスできる他の Exchange 2010 クライアント アクセス サーバの場合、ステップ 5 ～
ステップ 22 を繰り返します。

ステップ 24 IIS Manager を閉じます。
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Cisco Unity Connection 向け Exchange 認証と SSL 設定の確認
Cisco Unity Connection 向け Exchange 2007 認証と SSL 設定の確認

Cisco Unity Connection 向け Exchange 2007 認証と SSL 設定の確認方法

ステップ 1 Exchange 2007 クライアント アクセス サーバにサインインするために Connection で使用する認証のタ

イプ（基本、ダイジェスト、または NTLM）を決定します。次のサーバで同じタイプの認証が使用さ

れるように設定する必要があります。

• すべての Exchange 2007 クライアント アクセス サーバ。

• すべての Exchange 2010 クライアント アクセス サーバ（Connection でアクセスできるようにする 
Exchange 2010 メールボックスがある場合）。

• Connection でアクセスできるようにするメールボックスがあるすべての Exchange 2003 サーバ

（ある場合）。

ステップ 2 Connection と Exchange 2007 クライアント アクセス サーバの通信に対して SSL 暗号化を行うかどう

かを決定します。行う場合、次のサーバで同じ SSL 設定を指定する必要があります。

• すべての Exchange 2007 クライアント アクセス サーバ。

• すべての Exchange 2010 クライアント アクセス サーバ（Connection でアクセスできるようにする 
Exchange 2010 メールボックスがある場合）。

• Connection でアクセスできるようにするメールボックスがあるすべての Exchange 2003 サーバ

（ある場合）。

ステップ 3 Connection にある同じ Exchange 2007 クライアント アクセス サーバにアクセスできるサーバにサイン

インします。ローカル管理者グループのメンバーであるアカウントを使用します。

ステップ 4 Windows の [ スタート（Start）] メニューで、[ プログラム（Programs）] > [ 管理ツール

（Administrative Tools）] > [ インターネット インフォメーション サービス（IIS）マネージャ

（Internet Information Services (IIS) Manager）] を選択します。

ステップ 5 設定を確認する最初の Exchange 2007 サーバの場合、左ペインで [< サーバ名 >] > [ サイト（Sites）] > 
[ 既定の Web サイト（Default Website）] を展開します。

ステップ 6 [ 既定の Web サイト（Default Website）] で [Autodiscover] を右クリックし、[ プロパティ

（Properties）] を選択します。

ステップ 7 [Autodiscover のプロパティ（Autodiscover Properties）] ダイアログボックスで、[ ディレクトリ セ
キュリティ（Directory Security）] タブを選択します。

ステップ 8 [ 認証とアクセス制御（Authentication and Access Control）] セクションで、[ 編集（Edit）] を選択し

ます。

ステップ 9 [ 認証方法（Authentication Methods）] ダイアログボックスで、Exchange サーバを検出するためにユ

ニファイド メッセージング サービス アカウントで使用する認証のタイプのチェックボックスがオンで

あることを確認します。ユニファイド メッセージング サービス アカウントを作成する場合、同じタイ

プの認証を使用するように Connection を設定します。

Connection は次のタイプの認証だけをサポートします。

• 基本

• ダイジェスト

• NTLM

ステップ 10 [OK] を選択します。

ステップ 11 [ セキュリティで保護された通信（Secure Communications）] セクションで、[ 編集（Edit）] を選択し

ます。
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ステップ 12 [ セキュリティで保護された通信（Secure Communications）] ダイアログボックスで、[ セキュリティ

で保護されたチャネル（SSL）を要求する（Require Secure Channel (SSL)）] チェックボックスがオン

になっている場合、次の手順を実行します。

• Connection でユニファイド メッセージング サービスを作成する場合、Web ベースのプロトコルに

対して HTTPS を選択する必要があります。

• Exchange サーバから SSL 証明書をダウンロードし、Connection サーバにインストールする必要

があります。

ステップ 13 [OK] を 2 回クリックします。

ステップ 14 左ペインの [ 既定の Web サイト（Default Website）] で、[EWS] を右クリックし、[ プロパティ

（Properties）] を選択します。

ステップ 15 [EWS プロパティ（EWS Properties）] ダイアログボックスで、[ ディレクトリ セキュリティ

（Directory Security）] タブを選択します。

ステップ 16 [ 認証とアクセス制御（Authentication and Access Control）] セクションで、[ 編集（Edit）] を選択し

ます。

ステップ 17 [ 認証方法（Authentication Methods）] ダイアログボックスで、Exchange サーバを検出するためにユ

ニファイド メッセージング サービス アカウントで使用する認証のタイプのチェックボックスがオンで

あることを確認します。ユニファイド メッセージング サービス アカウントを作成する場合、同じタイ

プの認証を使用するように Connection を設定します。

注意 ユニファイド メッセージング サービス アカウントは、ステップ 9 で自動検出に対して指定

した EWS に同じタイプの認証を使用する必要があります。

Connection は次のタイプの認証だけをサポートします。

• 基本

• ダイジェスト

• NTLM

ステップ 18 [OK] を選択します。

ステップ 19 [ セキュリティで保護された通信（Secure Communications）] セクションで、[ 編集（Edit）] を選択し

ます。

ステップ 20 [ セキュリティで保護された通信（Secure Communications）] ダイアログボックスで、[ セキュリティ

で保護されたチャネル（SSL）を要求する（Require Secure Channel (SSL)）] チェックボックスがオン

になっている場合、次の手順を実行します。

• Connection でユニファイド メッセージング サービスを作成する場合、Web ベースのプロトコルに

対して HTTPS を選択する必要があります。

• Exchange サーバから SSL 証明書をダウンロードし、Connection サーバにインストールする必要

があります。

注意 ユニファイド メッセージング サービス アカウントは、ステップ 12 で自動検出に対して指定

した EWS に同じ SSL 設定を使用する必要があります。

ステップ 21 [OK] を 2 回クリックします。

ステップ 22 Connection がアクセスできる他の Exchange 2007 クライアント アクセス サーバの場合、ステップ 5 ～
ステップ 21 を繰り返します。
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ステップ 23 IIS Manager を閉じます。

Cisco Unity Connection 向け Exchange 2003 認証と SSL 設定の確認

Cisco Unity Connection 向け Exchange 2003 認証と SSL 設定の確認方法

ステップ 1 Exchange 2003 サーバにサインインするために Connection で使用する認証のタイプ（基本、ダイジェ

スト、または NTLM）を決定します。

Connection が Exchange サーバを検索するように設定する場合、次のサーバで同じタイプの認証が使

用されるように設定する必要があります。

• Connection でアクセスできるようにするメールボックスがあるすべての Exchange 2003 サーバ

（ある場合）。

• すべての Exchange 2007 クライアント アクセス サーバ。

• すべての Exchange 2010 クライアント アクセス サーバ（Connection でアクセスできるようにする 
Exchange 2010 メールボックスがある場合）。

特定の Exchange サーバを選択する場合、すべての Exchange サーバで同じタイプの認証が使用される

ように設定する必要はありません。各 Exchange サーバは別々のユニファイド メッセージング サービ

スに関連付けられているため、Exchange の認証モードは、対応しているユニファイド メッセージング 
サービスの認証モードにだけ一致している必要があります。

（注） 特定の Exchange 2003 フロントエンド サーバを選択する場合、基本認証を使用しなければなら

ない場合があります。詳細については、Microsoft 社の Web サイトの、TechNet Library の 
Exchange Server 2003 セクションにある「Authentication Mechanisms for HTTP」を参照して

ください。

ステップ 2 Connection と Exchange 2007 クライアント アクセス サーバの通信に対して SSL 暗号化を行うかどう

かを決定します。行う場合、次のサーバで同じ SSL 設定を指定する必要があります。

• Connection でアクセスできるようにするメールボックスがあるすべての Exchange 2003 サーバ

（ある場合）。

• すべての Exchange 2007 クライアント アクセス サーバ。

• すべての Exchange 2010 クライアント アクセス サーバ（Connection でアクセスできるようにする 
Exchange 2010 メールボックスがある場合）。

ステップ 3 Connection にある同じ Exchange 2003 サーバにアクセスできるサーバにサインインします。ローカル

管理者グループのメンバーであるアカウントを使用します。

ステップ 4 Windows の [ スタート（Start）] メニューで、[ プログラム（Programs）] > [ 管理ツール

（Administrative Tools）] > [ インターネット インフォメーション サービス（IIS）マネージャ

（Internet Information Services (IIS) Manager）] を選択します。

ステップ 5 設定を確認する最初の Exchange 2003 サーバの場合、左ペインで [< サーバ名 >] > [Web サイト（Web 
Sites）] > [ 既定の Web サイト（Default Website）] を展開します。

ステップ 6 [ 既定の Web サイト（Default Website）] で [Exchange] を右クリックし、[ プロパティ（Properties）] 
を選択します。

ステップ 7 [Exchange のプロパティ（Exchange Properties）] ダイアログボックスで、[ ディレクトリ セキュリ

ティ（Directory Security）] タブを選択します。
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ステップ 8 [ 認証とアクセス制御（Authentication and Access Control）] セクションで、[ 編集（Edit）] を選択し

ます。

ステップ 9 [ 認証方法（Authentication Methods）] ダイアログボックスで、Exchange サーバにサインインするた

めにユニファイド メッセージング サービス アカウントで使用する認証のタイプのチェックボックスが

オンであることを確認します。ユニファイド メッセージング サービスを作成する場合、Connection で
同じタイプの認証が使用されるように設定します。

Connection は次のタイプの認証だけをサポートします。

• 基本

• ダイジェスト

• NTLM

ステップ 10 [OK] を選択します。

ステップ 11 [ セキュリティで保護された通信（Secure Communications）] セクションで、[ 編集（Edit）] を選択し

ます。

ステップ 12 [ セキュリティで保護された通信（Secure Communications）] ダイアログボックスで、[ セキュリティ

で保護されたチャネル（SSL）を要求する（Require Secure Channel (SSL)）] チェックボックスがオン

になっている場合、次の手順を実行します。

• Connection でユニファイド メッセージング サービスを作成する場合、Web ベースのプロトコルに

対して HTTPS を選択する必要があります。

• Exchange サーバから SSL 証明書をダウンロードし、Connection サーバにインストールする必要

があります。

ステップ 13 [OK] を 2 回クリックします。

ステップ 14 Connection がアクセスできる他の Exchange 2003 サーバの場合、ステップ 5 ～ステップ 13 を繰り返

します。

ステップ 15 IIS Manager を閉じます。

Cisco Unity Connection の Active Directory でのユニ
ファイド メッセージング サービス アカウントの作成と権限
の付与

Connection では、ユニファイド メッセージング サービス アカウントと呼ばれる Active Directory アカ

ウントを使用して、Exchange メールボックスにアクセスします。アカウントを作成後、Connection が
ユーザの代わりに操作を行うために必要な権限をアカウントに与えます。Exchange 2010 および 2007 
の場合、操作は Exchange Web Services（EWS）を通して行われます。Exchange 2003 の場合、操作は 
WebDav を通して行われます。これらの操作には、Exchange メールボックスへのメッセージのアップ

ロード、Exchange 内のメッセージの変更のトラッキング、Connection で行われた変更内容へのメッ

セージのアップデート、Connection でメッセージが削除された場合の Exchange でのメッセージの削

除、Exchange でメッセージが削除された場合に Connection 内の削除された項目フォルダに移動でき

るようにトラッキングすることなどが含まれます。

次の項を参照してください。

• 「Cisco Unity Connection でのユニファイド メッセージング サービス アカウントの作成と権限の付

与のためのタスク リスト」（P.2-27）
2-26
Cisco Unity Connection ユニファイド メッセージング ガイド リリース 9.x



第 2 章 Cisco Unity Connection および Microsoft Exchange のユニファイド メッセージング用設定

Cisco Unity Connection の Active Directory でのユニファイド メッセージング サービス アカウントの作成と権限の付与
• 「ローカル コンピュータ アカウントが Cisco Unity Connection のクライアント アクセス サーバで 
Windows Authorization Access グループのメンバーであることの確認（Exchange 2007 のみ）」

（P.2-28）

• 「Cisco Unity Connection のユニファイド メッセージング サービス アカウントへの Application 
Impersonation 管理ロールの割り当て（Exchange 2010 のみ）」（P.2-29）

• 「Cisco Unity Connection のためのユニファイド メッセージング サービス アカウントへの権限付与

（Exchange 2007 のみ）」（P.2-29）

• 「Cisco Unity Connection のためのユニファイド メッセージング サービス アカウントへの権限付与

（Exchange 2003 のみ）」（P.2-31）

Cisco Unity Connection でのユニファイド メッセージング サービス ア
カウントの作成と権限の付与のためのタスク リスト

1. Connection で通信する Exchange サーバを含む Active Directory フォレストに 1 つまたは複数のド

メイン ユーザ アカウントを作成します。次の点に注意してください。

– Connection のユニファイド メッセージング サービス アカウントとして識別される名前をアカ

ウントに与えます。

– アカウントには Exchange メールボックスを作成しません。

注意 アカウントのメールボックスを作成した場合、ユニファイド メッセージングは適切に機能し

ません。

– 管理者グループにはアカウントを追加しません。

– アカウントを無効にしないでください。無効にすると、Connection がアカウントを使用して 
Exchange メールボックスにアクセスできなくなります。

– 会社のパスワード セキュリティ要件を満たすパスワードを指定します。

パスワードは AES 128 ビットの暗号化方式によって暗号化され、Connection データベースに

保存されます。パスワードを暗号化するために使用されるキーはルート アクセスによってし

かアクセスできず、ルート アクセスは Cisco TAC からのサポートによってしか使用できませ

ん。

– Connection クラスタにユニファイド メッセージングを設定すると、Connection は、自動的に

両方の Connection サーバに同じユニファイド メッセージング サービス アカウントを使用しま

す。

– サイト間ネットワーキングまたはサイト内ネットワーキングにユニファイド メッセージング

を設定すると、複数の Connection サーバで同じユニファイド メッセージング サービス アカウ

ントを使用できます。ただし、これは要件ではないので、機能や性能には影響を与えません。

2. Exchange 2007 を使用する場合：すべてのクライアント アクセス サーバで、ローカル コンピュー

タ アカウントが Windows Authorization Access グループのメンバーであることを確認します。

「ローカル コンピュータ アカウントが Cisco Unity Connection のクライアント アクセス サーバで 
Windows Authorization Access グループのメンバーであることの確認（Exchange 2007 のみ）」

（P.2-28）を参照してください。 

3. Connection でアクセスできるようにする各バージョンの Exchange では、対応する項での手順を実

行します。

– 「Cisco Unity Connection のユニファイド メッセージング サービス アカウントへの 
Application Impersonation 管理ロールの割り当て（Exchange 2010 のみ）」（P.2-29）
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– 「Cisco Unity Connection のためのユニファイド メッセージング サービス アカウントへの権限

付与（Exchange 2007 のみ）」（P.2-29）

– 「Cisco Unity Connection のためのユニファイド メッセージング サービス アカウントへの権限

付与（Exchange 2003 のみ）」（P.2-31）

ローカル コンピュータ アカウントが Cisco Unity Connection のクライ
アント アクセス サーバで Windows Authorization Access グループのメ
ンバーであることの確認（Exchange 2007 のみ）

Exchange メールボックスが Exchange 2007 サーバにある Connection ユーザにユニファイド メッセー

ジングを設定する場合、次の手順を実行し、これらのサーバのローカル コンピュータ アカウントが 
Windows Authorization Access グループのメンバーであること（デフォルト）を確認します。

Connection がアクセスできるすべての Exchange 2007 クライアント アクセス サーバでこの手順を実行

します。

ローカル コンピュータ アカウントが Cisco Unity Connection のクライアント アクセス サーバで 
Windows Authorization Access グループのメンバーであることの確認方法（Exchange 2007 の
み）

ステップ 1 Active Directory Users and Computers がインストールされているサーバにサインインします。ドメイ

ン管理者グループのメンバーであるアカウントを使用します。

ステップ 2 Windows の [ スタート（Start）] メニューで、[ 管理ツール（Administrative Tools）] > [Active 
Directory ユーザーとコンピュータ（Active Directory Users and Computers）] をクリックします。

ステップ 3 左ペインで Connection がアクセスできる Exchange 2007 クライアント アクセス サーバを含むドメイ

ンの名前を展開し、[Builtin] を選択します。

ステップ 4 右ペインで [Windows Authorization Access Group のプロパティ（Windows Authorization Access 
Group）] を右クリックし、[ プロパティ（Properties）] を選択します。

ステップ 5 [Windows Authorization Access Group のプロパティ（Windows Authorization Access Group 
Properties）] ダイアログボックスで、[ メンバ（Members）] タブを選択します。

ステップ 6 [ 追加（Add）] を選択します。

ステップ 7 [ ユーザー、連絡先、コンピュータ、またはグループの選択（Select Users, Contacts, Computers, or 
Groups）] ダイアログボックスで、[ オブジェクトの種類（Object Types）] を選択します。

ステップ 8 [ コンピュータ（Computers）] チェックボックスをオンにします。

ステップ 9 [OK] を選択し、[ オブジェクトの種類（Object Types）] ダイアログボックスを閉じます。

ステップ 10 [ ユーザー、連絡先、コンピュータ、またはグループの選択（Select Users, Contacts, Computers, or 
Groups）] ダイアログボックスに、ステップ 3 で展開したドメイン内のすべての Exchange 2007 クラ

イアント アクセス サーバの名前を入力します。

ステップ 11 [ 名前の確認（Check Names）] を選択します。

ステップ 12 [OK] を選択し、[ ユーザー、連絡先、コンピュータ、またはグループの選択（Select Users, Contacts, 
Computers, or Groups）] ダイアログボックスを閉じます。

ステップ 13 [OK] を選択し、[Windows Authorization Access Group のプロパティ（Windows Authorization Access 
Group Properties）] ダイアログボックスを閉じます。
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Cisco Unity Connection の Active Directory でのユニファイド メッセージング サービス アカウントの作成と権限の付与
ステップ 14 Connection がアクセスできる Exchange 2007 クライアント アクセス サーバを含む他のドメインの場

合、ステップ 3 ～ステップ 13 を繰り返します。

Cisco Unity Connection のユニファイド メッセージング サービス アカ
ウントへの Application Impersonation 管理ロールの割り当て
（Exchange 2010 のみ）

Cisco Unity Connection のユニファイド メッセージング サービス アカウントへの 
ApplicationImpersonation 管理ロールの割り当て方法（Exchange 2010 のみ）

ステップ 1 Exchange Management Shell がインストールされているサーバにサインインします。Enterprise 
Admins グループのメンバーであるアカウント、またはコンフィギュレーション コンテナ内の 
Exchange オブジェクトでの権限を付与する権限を持つアカウントのいずれかを使用して、サインイン

します。

ステップ 2 Exchange Management Shell で次のコマンドを実行し、Exchange 2010 のユニファイド メッセージン

グ サービス アカウントに ApplicationImpersonation 管理ロールを割り当てます。

new-ManagementRoleAssignment -Name:RoleName -Role:ApplicationImpersonation 
-User:'Account'

引数の説明

• RoleName は、割り当てに与える名前です（ConnectionUMServicesAcct など）。

get-ManagementRoleAssignment を実行すると、RoleName に入力する名前が表示されます。

• Account は、domain\alias 形式のユニファイド メッセージング サービス アカウントの名前です。

ステップ 3 複数のユニファイド メッセージング サービス アカウントを作成した場合、残りのアカウントに対して 
ステップ 2 を繰り返します。各ユニファイド メッセージング サービス アカウントの RoleName には、

異なる値を指定します。

Cisco Unity Connection のためのユニファイド メッセージング サービス 
アカウントへの権限付与（Exchange 2007 のみ）

すべてのユニファイド メッセージング サービス アカウントに対して、次の手順を実行します。

Cisco Unity Connection のためのユニファイド メッセージング サービス アカウントへの権限付与
方法（Exchange 2007 のみ）

ステップ 1 Exchange Management Shell がインストールされているサーバにサインインします。Enterprise 
Admins グループのメンバーであるアカウント、またはコンフィギュレーション コンテナ内の 
Exchange オブジェクトでの権限を付与する権限を持つアカウントのいずれかを使用して、サインイン

します。

ステップ 2 Exchange Management Shell で次のコマンドを実行し、Exchange 2007 のユニファイド メッセージン

グ サービス アカウントに必要な権限を付与します。
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Cisco Unity Connection の Active Directory でのユニファイド メッセージング サービス アカウントの作成と権限の付与
Add-ADPermission -Identity (PermissionLevel).DistinguishedName -User (Get-User -Identity 
Account | select-object).identity -ExtendedRight ms-Exch-EPI-Impersonation

Add-ADPermission -Identity (PermissionLevel).DistinguishedName -User (Get-User -Identity 
Account | select-object).identity -ExtendedRight ms-Exch-EPI-May-Impersonate

Add-ADPermission -Identity (PermissionLevel).DistinguishedName -User (Get-User -Identity 
Account | select-object).identity -ExtendedRights Receive-As

引数の説明

• PermissionLevel は、ユニファイド メッセージング サービス アカウントに、個々のサーバにアク

セスする権限を与えるか、または組織内のすべての Exchange 2007 サーバにアクセスする権限を

与えるかによって決定されます。

– ユニファイド メッセージング サービス アカウントに、個々の Exchange サーバにアクセスす

る権限を与えるには、PermissionLevel を次のコマンドに置き換えます。

Get-ExchangeServer -Identity ServerName

ここで、ServerName は、ユニファイド メッセージング サービス アカウントがアクセスでき

る Exchange 2007 サーバの名前です。

– ユニファイド メッセージング サービス アカウントに、Exchange 組織内のすべての Exchange 
2007 サーバにアクセスする権限を与えるには、PermissionLevel を次のコマンドに置き換えま

す。

Get-OrganizationConfig

Add-ADPermission コマンドレットおよび Identity パラメータの詳細については、Exchange 2007 
のヘルプを参照してください。

• Account は、domain\alias 形式のユニファイド メッセージング サービス アカウントの名前です。

ステップ 3 複数のユニファイド メッセージング サービス アカウントを作成した場合、残りのアカウントに対して 
ステップ 2 を繰り返します。

ステップ 4 ステップ 2 で個々の Exchange サーバに権限を設定し、複数の Exchange 2007 サーバがある場合、次

のサーバでステップ 1 ～ステップ 3 を繰り返します。

• Connection がアクセスできる他のすべての Exchange 2007 クライアント アクセス サーバ。

• Connection でアクセスできるようにするメールボックスがあるすべての Exchange 2007 メール

ボックス サーバ。

Cisco Unity Connection のためのローカル ログイン権限のユニファイド メッセージング サービス 
アカウントへの付与方法（Exchange 2007 のみ）

ステップ 1 Connection がアクセスできる Exchange 2007 クライアント アクセス サーバで、ローカル管理者グルー

プのメンバーであるアカウントを使用してサインインします。

ステップ 2 Windows の [ スタート（Start）] メニューで、[ 管理ツール（Administrative Tools）] > [ ローカル セ
キュリティ ポリシー（Local Security Policy）] をクリックします。

ステップ 3 左ペインで、[ ローカル ポリシー（Local Policies）] を展開し、[ ユーザー権利の割り当て（User 
Rights Assignment）] を選択します。

ステップ 4 右ペインで [ ローカル ログオンを許可（Allow Log on Locally）] を右クリックし、[ プロパティ

（Properties）] を選択します。
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Cisco Unity Connection の Active Directory でのユニファイド メッセージング サービス アカウントの作成と権限の付与
ステップ 5 [ ローカル ログオンを許可のプロパティ（Allow Log on Locally Properties）] ダイアログボックスの [
ローカル セキュリティの設定（Local Security Setting）] タブで、[ ユーザーまたはグループの追加

（Add User or Group）] を選択します。

ステップ 6 [ ユーザー、コンピュータ、またはグループの選択（Select Users, Computers, or Groups）] ダイアログ

ボックスに、「Cisco Unity Connection でのユニファイド メッセージング サービス アカウントの作成と

権限の付与のためのタスク リスト」（P.2-27） のタスク 1. で作成したユニファイド メッセージング サー

ビス アカウントの名前を入力します。

サイト内ネットワーキングまたはサイト間ネットワーキングが設定されている場合や複数のユニファイ

ド メッセージング サービス アカウントを作成した場合には、この Exchange 2007 クライアント アク

セス サーバにアクセスする Connection サーバのユニファイド メッセージング サービス アカウントの

名前を入力します。

ステップ 7 [ 名前の確認（Check Names）] を選択します。

ステップ 8 [OK] を選択し、[ ユーザー、コンピュータ、またはグループの選択（Select Users, Computers, or 
Groups）] ダイアログボックスを閉じます。

ステップ 9 [OK] を選択し、[ ローカル ログオンを許可のプロパティ（Allow Log on Locally Properties）] ダイア

ログボックスを閉じます。

ステップ 10 [ ローカル セキュリティの設定（Local Security Setting）] を閉じます。

ステップ 11 次のサーバでステップ 1 ～ステップ 10 を繰り返します。

• Connection がアクセスできる他のすべての Exchange 2007 クライアント アクセス サーバ。

• Connection でアクセスできるようにするメールボックスがあるすべての Exchange 2007 メール

ボックス サーバ。

Cisco Unity Connection のためのユニファイド メッセージング サービス 
アカウントへの権限付与（Exchange 2003 のみ）

Connection が Exchange 2003 にアクセスできるように、ユニファイド メッセージング サービス アカ

ウントに権限を付与するには、次の手順を実行します。

Cisco Unity Connection のためのユニファイド メッセージング サービス アカウントへの権限付与
方法（Exchange 2003 のみ）

ステップ 1 Exchange System Manager がインストールされているサーバにサインインします。Enterprise Admins 
グループのメンバーであるアカウント、またはコンフィギュレーション コンテナ内の Exchange オブ

ジェクトでの権限を付与する権限を持つアカウントのいずれかを使用して、サインインします。

ステップ 2 Windows の [ スタート（Start）] メニューで、[ プログラム（Programs）] > [Microsoft Exchange] > [
システム マネージャ（System Manager）] を選択します。

ステップ 3 左側のペインで、[ サーバ（Servers）] を展開します。

ステップ 4 Cisco Unity Connection がアクセスするメールボックスが格納された Exchange サーバ名を右クリック

し、[ プロパティ（Properties）] を選択します。

ステップ 5 [< サーバ名 > のプロパティ（<Server name> Properties）] ダイアログボックスで、[ セキュリティ

（Security）] タブを選択します。

ステップ 6 [ 追加（Add）] を選択します。
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Cisco Unity Connection のユニファイド メッセージング サービス アカウントの EWS 制限の削除（Exchange 2010 のみ）
ステップ 7 [ ユーザー、コンピュータ、またはグループの選択（Select Users, Computers, or Groups）] ダイアログ

ボックスの [ 選択するオブジェクト名を入力してください（Enter the Object Names to Select）] フィー

ルドで、ユニファイド メッセージング サービス アカウントの名前を入力します。

ステップ 8 [ 名前の確認（Check Names）] を選択します。

ステップ 9 [OK] を選択し、ダイアログボックスを閉じます。

ステップ 10 [< サーバ名 > のプロパティ（<Server name> Properties）] ダイアログボックスの [ グループ名または

ユーザー名（Group or User Names）] リストで、ユニファイド メッセージング サービス アカウントの

名前を選択します。

ステップ 11 [< アカウント名 > のアクセス許可（Permissions For <Account name>）] リストで、次の権限の [ 許可

（Allow）] チェックボックスをオンにします。

• Send As

• Receive As

• Administer Information Store

ステップ 12 [OK] を選択し、[< サーバ名 > のプロパティ（<Server name> Properties）] ダイアログボックスを閉じ

ます。

ステップ 13 アクセスするその他の Exchange サーバごとに、ステップ 4 ～ステップ 12 を繰り返します。

Cisco Unity Connection のユニファイド メッセージング 
サービス アカウントの EWS 制限の削除（Exchange 2010 
のみ）

ユニファイド メッセージングに設定された Connection ユーザが Exchange 2010 にメールボックスを

持っている場合、新しいメールボックスのポリシーを作成し、ユニファイド メッセージング サービス 
アカウントに適用することによって、ユニファイド メッセージング サービス アカウントの 
Exchange 2010 EWS 制限を削除します。EWS 制限を削除しない場合、メッセージが同期化されず、

ステータスの変更（未読から既読への変更など）、サブジェクト行の変更、およびプライオリティの変

更は複製できません。さらに、Exchange の予定表と連絡先にアクセスしようとすると障害が発生する

可能性があります。

（注） Exchange 2010 Service Pack 1 よりも前のバージョンでは、EWS 制限はデフォルトではオフでした。

Service Pack 1（デフォルトで制限をオンにする）がインストールされていない場合、次の手順を実行

することを推奨します。この手順を実行しない場合、Service Pack 1 をインストールすると、

Connection の機能が影響を受けます。

Cisco Unity Connection のユニファイド メッセージング サービス アカウントの EWS 制限を削除
する方法（Exchange 2010 のみ）

ステップ 1 Exchange Management Shell がインストールされているサーバにサインインします。Enterprise 
Admins グループのメンバーであるアカウント、またはコンフィギュレーション コンテナ内の 
Exchange オブジェクトでの権限を付与する権限を持つアカウントのいずれかを使用して、サインイン

します。

ステップ 2 制限のない EWS 接続を持つ新しいポリシーを作成します。
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Cisco Unity Connection のための WebDav サービスの Exchange 2003 サーバに対する有効化
New-ThrottlingPolicy -Name "<ConnectionUnifiedMessagingServicesPolicy>" 
-EWSMaxConcurrency $null -EWSMaxSubscriptions $null -EWSPercentTimeInCAS $null 
-EWSPercentTimeInMailboxRPC $null

ここで、ConnectionUnifiedMessagingServicesPolicy は、ポリシーに割り当てる名前です。

ステップ 3 新しいポリシーをユニファイド メッセージング サービス アカウントに適用します。

Set-ThrottlingPolicyAssociation -Identity "<ConnectionUnifiedMessagingServicesAccount>" 
-ThrottlingPolicy "<ConnectionUnifiedMessagingServicesPolicy>"

引数の説明

• ConnectionUnifiedMessagingServicesAccount は、「Cisco Unity Connection の Active Directory で
のユニファイド メッセージング サービス アカウントの作成と権限の付与」（P.2-26） で作成したア

カウントの名前です。

• ConnectionUnifiedMessagingServicesPolicy は、ステップ 2 で作成したポリシーの名前です。

（注） Set-ThrottlingPolicyAssociation コマンドは、Exchange 2010 のバージョン 14.00.0639.021 ではサポー

トされていません。Exchange 2010 のバージョン 14.00.0639.021 を使用しているユーザは、既存のス

ロットリング ポリシー設定を変更できないため、デフォルトのポリシーが適用されます。

ステップ 4 メールボックスが新しいポリシーを使用していることを確認します。

Get-ThrottlingPolicyAssociation -Identity "<ConnectionUnifiedMessagingServicesAccount>" | 
findstr "ThrottlingPolicy"

ステップ 5 複数のユニファイド メッセージング サービス アカウントを作成した場合、残りのアカウントに対して

ステップ 3 とステップ 4 を繰り返します。

ステップ 6 CAS ロールを持つ各 Exchange 2010 サーバで、Microsoft Exchange RPC Client Access サービスを再

起動します。

Cisco Unity Connection のための WebDav サービスの 
Exchange 2003 サーバに対する有効化

Connection で Exchange 2003 サーバのメールボックスにアクセスする場合、Internet Information 
Services が WebDav サービスを許可するように設定する必要があります。次の手順を実行します。

Cisco Unity Connection のために Exchange 2003 で WebDav サービスを有効にする方法

ステップ 1 Connection サーバがアクセスできる同じ Exchange 2003 サーバにアクセスできるサーバにサインイン

します。ローカル管理者グループのメンバーであるアカウントを使用します。

ステップ 2 Windows の [ スタート（Start）] メニューで、[ プログラム（Programs）] > [ 管理ツール

（Administrative Tools）] > [ インターネット インフォメーション サービス（IIS）マネージャ

（Internet Information Services (IIS) Manager）] を選択します。

ステップ 3 設定を確認する最初の Exchange 2003 サーバの場合、左ペインで [< サーバ名 >] を展開し、[Web サー

ビス拡張（Web Service Extensions）] を選択します。

ステップ 4 右ペインで、WebDAV の [ 状況（Status）] 列の値を確認します。

• 値が [ 許可（Allowed）] の場合、ステップ 5 に進みます。
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Cisco Unity Connection から Exchange にアクセスするためのユニファイド メッセージング サービスの作成
• 値が [ 禁止（Prohibited）] の場合、[ 許可（Allow）] を選択します。

ステップ 5 Connection がアクセスできる他の Exchange 2003 サーバの場合、ステップ 3 とステップ 4 を繰り返し

ます。

ステップ 6 IIS Manager を閉じます。

Cisco Unity Connection から Exchange にアクセスする
ためのユニファイド メッセージング サービスの作成 

1 つまたは複数のユニファイド メッセージング サービスを作成するには、次の手順を実行します。

Cisco Unity Connection  から Exchange にアクセスするためのユニファイド メッセージング 
サービスの作成方法

ステップ 1 Cisco Unity Connection の管理で、[ ユニファイド メッセージング（Unified Messaging）] を展開し、[
ユニファイド メッセージング サービス（Unified Messaging Services）] を選択します。

ステップ 2 [ ユニファイド メッセージング サービスの検索（Search Unified Messaging Services）] ページで、[ 新

規追加（Add New）] を選択します。

ステップ 3 ページの下部にある [ 電子メール用メッセージ アクション（Message Action for Email）] リストと [
ファクス用メッセージ アクション（Message Action for Fax）] リストで選択するオプションを決定し

ます。（フィールドの詳細については、[ ヘルプ（Help）] メニューの [ このページ（This Page）] を選

択してください）。

いずれかのリストで [ メッセージをリレー（Relay the Message）] または [ メッセージを受信してリ

レー（Accept and Relay the Message）] を選択する場合、最初に [ システム設定（System Settings）] > 
[SMTP の設定（SMTP Configuration）] > [ スマート ホスト（Smart Host）] で SMTP スマート ホス

トを設定する必要があります。Connection の管理では、SMTP スマート ホストが設定されていない場

合、これらの設定を持つ新しいユニファイド メッセージングの設定を保存できません。

ステップ 4 [ ユニファイド メッセージング サービスの新規作成（New Unified Messaging Service）] ページの [ タ

イプ（Type）] リストで、[Exchange/BPOS -D] を選択します。

ステップ 5 [ 有効（Enabled）] チェックボックスをオンにして、サービスを有効にします。

シングル インボックスが有効なユニファイド メッセージング サービスを後で無効にする場合の同期化

操作の詳細については、「シングル インボックスを無効にしてから再度有効にした場合の、Connection 
メールボックスと Exchange メールボックスの同期への影響」（P.2-10） を参照してください。

ステップ 6 [ 表示名（Display Name）] フィールドに、わかりやすい名前を入力します。

Exchange の複数のユニファイド メッセージング サービスを作成する場合、これがユニファイド メッ

セージングにユーザを設定する際に [ ユーザ（Users）] > [ ユニファイド メッセージング アカウント

（Unified Messaging Accounts）] ページに表示される名前であることに注意してください。各ユーザの

正しいユニファイド メッセージング サービスを簡単に選択できるような表示名を入力します。

ステップ 7 [Web ベース認証モード（Web-Based Authentication Mode）] リストで、「Cisco Unity Connection 向
け Exchange 認証と SSL 設定の確認」（P.2-20） の該当する手順を実行した際に確認した同じ認証モー

ドを選択します。

ステップ 8 [Web ベース プロトコル（Web-Based Protocol）] リストで、「Cisco Unity Connection 向け Exchange 
認証と SSL 設定の確認」（P.2-20） の該当する手順を実行した際に確認した同じ Web ベースのプロトコ

ルを選択します。
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ステップ 9 Connection で Exchange サーバからの SSL 証明書を検証する場合、[Exchange サーバの証明書を確認

する（Validate Certificates for Exchange Servers）] チェックボックスをオンにします。

自己署名証明書は検証できません。[Web ベース プロトコル（Web-Based Protocol）] リストから 
[HTTPS] を選択し、自己署名証明書を使用している場合、[Exchange サーバの証明書を確認する

（Validate Certificates for Exchange Servers）] チェックボックスをオンにしないでください。チェック

ボックスをオンにすると、Connection は Exchange にアクセスできなくなります。

ステップ 10 Exchange サーバ セクションで、Connection で特定の Exchange サーバにアクセスする場合、ステッ

プ 11 に進みます。

Connection で自動的に Exchange 2010 または Exchange 2007 クライアント アクセス サーバ、または 
Exchange 2003 サーバを検索する場合、次の手順を実行します。

a. [Exchange サーバの検索（Search for Exchange Servers）] を選択します。

b. [Active Directory DNS ドメイン名（Active Directory DNS Domain Name）] フィールドで、

Connection で Exchange サーバの検索を開始する Active Directory ドメインの DNS ドメイン名を

入力します。

c. 複数の Active Directory サイトに Exchange サーバがある場合、Connection による Exchange サー

バの検出に使用したいドメイン コントローラがあるサイトを指定すると、パフォーマンスが向上

します。[Active Directory サイト名（Active Directory Site Name）] フィールドにサイトの名前を

入力します。

d. [Exchange のバージョン（Exchange Versions）] の下で、Connection からアクセスしたいメール

ボックスがある Exchange のバージョンを選択します。

e. [ ドメイン コントローラとの通信に使用するプロトコル（Protocol Used to Communicate with 
Domain Controllers）] リストで、Connection が Exchange サーバの検出に Active Directory と通

信する際、LDAP または Secure LDAP（LDAPS）を使用する必要があるかどうかを選択します。

注意 [Exchange サーバの検索（Search for Exchange Servers）] を選択すると、Connection が、

[Web ベース認証モード（Web-Based Authentication Mode）] リストで選択した認証方法に

かかわらず、基本認証を使用して Active Directory サーバと通信します。この結果、ユニ

ファイド メッセージング サービス アカウントのユーザ名とパスワード、および Connection 
と Active Directory サーバ間のすべての通信はクリア テキストになります。このデータを暗

号化したい場合は、[ ドメイン コントローラとの通信に使用するプロトコル（Protocol Used 
to Communicate with Domain Controllers）] リストで [ セキュア LDAP（LDAPS）（Secure 
LDAP (LDAPS)）] を選択し、Active Directory サーバから tomcat-trust および 
Connection-trust の両方のロケーションへの SSL 証明書を発行した証明機関から証明書を

アップロードする必要があります。「ユニファイド メッセージング用の Cisco Unity 
Connection と Exchange の設定作業のタスク リスト」（P.2-12）のタスク 15. を参照してく

ださい。

f. Connection で Active Directory ドメイン コントローラからの SSL 証明書を検証する場合は、

[Active Directory ドメイン コントローラの証明書を確認する（Validate Certificates for Active 
Directory Domain Controllers）] チェックボックスをオンにします。

自己署名証明書は検証できません。[ ドメイン コントローラとの通信に使用するプロトコル

（Protocol Used to Communicate with Domain Controllers）] リストで [LDAPS] を選択し、自己署

名証明書を使用している場合は、[Active Directory ドメイン コントローラの証明書を確認する

（Validate Certificates for Active Directory Domain Controllers）] チェックボックスをオンにしな

いでください。チェックボックスをオンにすると、Exchange サーバを検索する際、Connection が
ドメイン コントローラにアクセスできなくなります。

g. ステップ 12 にスキップします。
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ステップ 11 Connection を特定の Exchange サーバにアクセスするよう設定するには、次の手順を実行します。

a. [Exchange サーバの指定（Specify an Exchange Server）] を選択します。

b. [Exchange サーバ（Exchange Server）] フィールドに、Connection がアクセスする Exchange サー

バの完全修飾ドメイン名または IP アドレスを入力します。Exchange 2010 または Exchange 2007 
サーバの名前を入力する場合は、クライアント アクセス サーバの名前を入力する必要があります。

c. [Exchange サーバ タイプ（Exchange Server Type）] リストで、ステップ b. で指定したサーバにイ

ンストールされている Exchange のバージョンを選択します。

ステップ 12 [ ユーザ名（Username）] および [ パスワード（Password）] フィールドに 「Cisco Unity Connection 
の Active Directory でのユニファイド メッセージング サービス アカウントの作成と権限の付与」

（P.2-26） で作成した Active Directory アカウントのユーザ名とパスワードを入力します。

ユーザ名を domain\username 形式で指定した場合は、ドメイン名に FQDN 形式を使用しないでくださ

い。

ステップ 13 [ サービス機能（Service Capabilities）] で、このユニファイド メッセージング サービスで使用する機

能を選択します。

（注） Connection ユーザのユニファイド メッセージングを設定する場合は、この段階で有効にした

機能も個別のユーザに対して無効にできます。ただし、ここで無効にした機能は個別のユーザ

に対して有効にはできません。

シングル インボックスが有効なユニファイド メッセージング サービスを後で無効にする場合の同期化

操作の詳細については、「シングル インボックスを無効にしてから再度有効にした場合の、Connection 
メールボックスと Exchange メールボックスの同期への影響」（P.2-10） を参照してください。

ステップ 14 [Connection と Exchange のメールボックスを同期する（シングル インボックス）（Synchronize 
Connection and Exchange Mailboxes (Single Inbox)）] で、メールとファクスに対するメッセージ アク

ションを選択します。（フィールドの詳細については、[ ヘルプ（Help）] メニューの [ このページ

（This Page）] を選択してください）。

ステップ 15 [ 保存（Save）] を選択します。

（注） [Web ベース プロトコル（Web-Based Protocol）] リストで [HTTPS] を選択した場合、または 
[ ドメイン コントローラとの通信に使用するプロトコル（Protocol Used to Communicate with 
Domain Controllers）] リストで [ セキュア LDAP（LDAPS）（Secure LDAP (LDAPS)）] を選

択した場合は、「ユニファイド メッセージング用の Cisco Unity Connection と Exchange の設

定作業のタスク リスト」（P.2-12） のタスク 15. で、SSL 証明書をアップロードしてから設定の

テストを実行します。先にテストを実行すると、セキュリティ関連のテストに失敗するためで

す。

ステップ 16 Connection を個々の Exchange サーバと通信するように設定した場合は、ステップ 2 ～ステップ 15 を
繰り返して「Cisco Unity Connection が通信する Exchange サーバの決定」（P.2-18） で説明した追加の

ユニファイド メッセージング サービスを作成します。
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Exchange および Active Directory サーバ用 CA パブリッ
ク証明書の Cisco Unity Connection サーバへのアップ
ロード

ユニファイド メッセージング サービスを作成した際、Exchange サーバまたは Active Directory ドメイ

ン コントローラ（以下「DC」）の証明書を検証するオプションを選択した場合は、Exchange サーバお

よび DC の証明書に署名をした証明機関（以下「CA」）からパブリック証明書をアップロードする必要

があります。証明書をアップロードしないと、Connection は Exchange サーバまたは DC と通信して 
Exchange サーバを検索できず、ユニファイド メッセージングの機能も動作しなくなります。次のタス

クを実行します。

1. Exchange サーバの証明書を検証するオプションを選択したが、次のサーバの中に SSL 証明書がま
だインストールされていないサーバがある場合：証明書を入手してインストールします。

– Exchange 2010 クライアント アクセス サーバ。

– Exchange 2007 クライアント アクセス サーバ（Connection からアクセスできるようにしたい 
Exchange 2007 メールボックスがある場合）。

– Connection でアクセスできるようにするメールボックスがある Exchange 2003 サーバ（ある

場合）。

また、Active Directory ドメイン コントローラの証明書を検証するオプションを選択しており、

SSL 証明書がまだ DC にインストールされていない場合は、証明書を入手してインストールしま

す。

2. タスク 1. のリストに示されているサーバにインストールした SSL 証明書の発行に、外部の CA（ベ
リサインなど）を使用した場合で、CA のパブリック証明書を .pem 形式で保持している場合：そ

のファイルを Connection サーバにアクセス可能なネットワーク上のロケーションに保存します。

その後で、タスク 6. に進みます。

3. Microsoft 証明書サービスまたは Active Directory 証明書サービスを使用して SSL 証明書を発行し
た場合、または外部 CA を使用していてその CA のパブリック証明書（.pem 形式）を持っていない
場合：OpenSSL または、パブリック証明書を .pem 形式に変換できるその他のアプリケーションを

ダウンロードしてインストールします。これは、 Connection が、他の形式のパブリック証明書を

アップロードできないためです。

4. Microsoft 証明書サービスを使用して SSL 証明書を発行した場合：「Microsoft 証明書サービスまた

は Active Directory 証明書サービスのパブリック証明書をファイルに保存する方法」（P.2-37） を実

行します。

5. Microsoft 証明書サービス、Active Directory 証明書サービス、または外部の CA を使用していて、
.pem 形式の証明書を保持していない場合：タスク 3. でダウンロードしたアプリケーションを使用

してパブリック証明書を .pem 形式に変換し、そのファイルを Connection サーバにアクセス可能

なネットワーク上の場所に保存します。

6. パブリック証明書を Connection サーバにアップロードします。「パブリック証明書の Connection 
サーバへのアップロード方法」（P.2-38）の手順を参照してください。 

Microsoft 証明書サービスまたは Active Directory 証明書サービスのパブリック証明書をファイル
に保存する方法

ステップ 1 Microsoft 証明書サービスをインストールし、次に示すサーバの SSL 証明書を発行したサーバにログイ

ンします。

• Exchange 2010 クライアント アクセス サーバ。
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• Exchange 2007 クライアント アクセス サーバ（Connection からアクセスできるようにしたい 
Exchange 2007 メールボックスがある場合）。

• Connection でアクセスできるようにするメールボックスがある Exchange 2003 サーバ（ある場

合）。

• Connection サーバがアクセスする Active Directory ドメイン コントローラ。

ステップ 2 Windows の [ スタート（Start）] メニューで、[ プログラム（Programs）] > [ 管理ツール

（Administrative Tools）] > [ 証明機関（Certification Authority）] を選択します。

ステップ 3 証明機関 MMC の左ペインでサーバ名を右クリックし、[ プロパティ（Properties）] をクリックしま

す。

ステップ 4 [ 一般（General）] タブの [< サーバ名 > のプロパティ（<servername> Properties）] ダイアログボック

スで、[ 証明書を表示する（View Certificate）] を選択します。

ステップ 5 [ 証明書（Certificate）] ダイアログボックスで、[ 詳細（Details）] タブを選択します。

ステップ 6 [ 詳細（Details）] タブで [ ファイルへコピー（Copy to File）] を選択します。

ステップ 7 [ 証明書のエクスポート ウィザードの開始（Welcome to the Certificate Export Wizard）] ページで、[
次へ（Next）] を選択します。

ステップ 8 [ エクスポート ファイルの形式（Export File Format）] ページで [ 次へ（Next）] をクリックして、デ

フォルト値 [DER Encoded Binary X.509 (.CER)] を受け入れます。

ステップ 9 [ エクスポートするファイル（File to Export）] ページで、Connection サーバにアクセス可能なロケー

ション、およびファイル名を含めたパブリック証明書のフルパスを入力します。

ステップ 10 [ 次へ（Next）] を選択します。

ステップ 11 [ 証明書のエクスポート ウィザードの完了（Completing the Certificate Export Wizard）] ページで、[
完了（Finish）] を選択します。

ステップ 12 [OK] を 3 回選択してメッセージ ボックスと 2 つのダイアログボックスを閉じます。

ステップ 13 証明機関 MMC を閉じます。

ステップ 14 ステップ 1 のリストに示されているサーバの SSL 証明書を、同じインストールの Microsoft 証明書

サービスを使用して発行した場合は、この手順で終了です。この項のタスク リストに戻ります。

ステップ 1 のリストに示されているサーバの SSL 証明書を、異なるインストールの Microsoft 証明書

サービスのインストールを使用して発行した場合は、ステップ 1 ～ステップ 13 を繰り返し、Microsoft 
証明書サービスの各インスタンスに対してパブリック証明書を 1 つずつ取得します。終了したら、この

項のタスク リストに戻ります。

パブリック証明書の Connection サーバへのアップロード方法

ステップ 1 Connection サーバで Cisco Unified オペレーティング システムの管理にサインインします。

ステップ 2 [ セキュリティ（Security）] メニューで [ 証明書の管理（Certificate Management）] を選択します。

ステップ 3 [ 証明書のアップロード（Upload Certificate）] を選択します。

ステップ 4 [ 証明書の名前（Certificate Name）] リストで、[tomcat-trust] を選択します。

ステップ 5 任意：[ 説明（Description）] フィールドに説明を入力します（例：証明機関の名前など）。

ステップ 6 [ 参照（Browse）] を選択します。

ステップ 7 .pem 形式でパブリック証明書を保存した場所を参照し、変換した証明書のうち 1 つを選択します。

ステップ 8 [ ファイルのアップロード（Upload File）] を選択します。
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ステップ 9 ステップ 3 ～ステップ 8 を繰り返します。ただし、[ 証明書の名前（Certificate Name）] リストで 
[Connection-trust] を選択します。

ステップ 10 複数の証明機関から取得したパブリック証明書を保持している場合は、残りの証明書に対してもステッ

プ 3 ～ステップ 9 を繰り返します。

Cisco Unity Connection 用ユニファイド メッセージング 
サービスのテスト

1 つ以上のユニファイド メッセージング サービスをテストするには、次の手順を実行します。

Connection 用ユニファイド メッセージング サービスのテスト方法

ステップ 1 Cisco Unity Connection の管理で、[ ユニファイド メッセージング（Unified Messaging）] を展開し、[
ユニファイド メッセージング サービス（Unified Messaging Services）] を選択します。

ステップ 2 [ ユニファイド メッセージング サービスの検索（Search Unified Messaging Services）] ページでテス

トを実行するサービスを選択します。

ステップ 3 [ ユニファイド メッセージング サービスの編集（Edit Unified Messaging Service）] ページで [ テスト

（Test）] を選択します。

ステップ 4 テストの結果に設定上の問題が表示された場合は、問題を解決してからテストを繰り返します。

ステップ 5 複数のユニファイド メッセージング サービスが設定されている場合は、ステップ 1 ～ステップ 4 を繰

り返して残りのサービスのテストを実行します。

Cisco Unity Connection ユーザの Exchange メール ボッ
クスへのリンクのためのユニファイド メッセージング アカ
ウント作成

ここでは、次の項目について説明します。

• 「ユニファイド メッセージング アカウントとユーザ アカウントが Cisco Unity Connection 用に関

連付けられる方法」（P.2-39）

• 「Cisco Unity Connection 用ユニファイド メッセージング アカウントの作成」（P.2-40）

ユニファイド メッセージング アカウントとユーザ アカウントが 
Cisco Unity Connection  用に関連付けられる方法

ユニファイド メッセージング アカウントは、Connection ユーザをユニファイド メッセージング サー

ビスに結びつけます。ユニファイド メッセージング アカウントは、オブジェクトをユーザ アカウント

から分離します。
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• ユーザ アカウントを作成する際、Connection はそのユーザのユニファイド メッセージング アカウ

ントを自動的には作成しません。

• 1 人のユーザに複数のユニファイド メッセージング アカウントを作成できますが、1 人のユーザの

複数ユニファイド メッセージング アカウントは互いに重複する機能を持てません。たとえば、同

じユーザに対して 2 つのユニファイド メッセージング アカウントを作成し、両方のアカウントで

シングル インボックスを有効にできません。

1 人のユーザに対して複数のユニファイド メッセージング アカウントを作成することは、ユニ

ファイド メッセージング機能を制御する 1 つの方法です。たとえば、すべてのユーザにシングル 
インボックスを利用できるようにし、Exchange メールに対するテキスト / スピーチ アクセスを利

用できるのは一部のユーザのみにしたい場合は、2 つのユニファイド メッセージング サービスを

作成します。つまり、1 つのサービスではシングル インボックスをアクティブ化し、もう一方の

サービスでは TTS をアクティブ化します。次に、すべてのユーザに対して、シングル インボック

スへのアクセス権を持つユニファイド メッセージング アカウントを作成し、次に TTS を保持させ

たいユーザ向けのユニファイド メッセージング アカウントを別途作成します。

• ユニファイド メッセージング アカウントを追加する場合、関連するユーザ アカウントはユニファ

イド メッセージング アカウントと対で更新されます。ユーザ アカウントにユニファイド メッセー

ジング アカウントの情報は含まれません。

• ユーザアカウントを削除すると、そのユーザのすべてのユニファイド メッセージング アカウント

は削除されます。一方、ユニファイド メッセージング アカウントを削除しても、対応するユーザ 
アカウントは削除されません。ユーザ アカウントは、ユニファイド メッセージング アカウントへ

の参照を削除した場合にのみ更新されます。

Cisco Unity Connection 用ユニファイド メッセージング アカウントの作
成

Connection ユーザに対し、Connection の管理を使用して 1 つ以上のユニファイド メッセージング アカ

ウントを作成するには、次の手順を実行します。一括管理ツールを使用して、多数のユニファイド 
メッセージング アカウントを作成することもできます。詳細については、『User Moves, Adds, and 
Changes Guide for Cisco Unity Connection』（Release 9.x）の付録「Using the Cisco Unity Connection 
9.x Bulk Administration Tool」を参照してください。

http://www.cisco.com/en/US/docs/voice_ip_comm/connection/9x/user_mac/guide/9xcucmacx.html か
ら入手可能です。

（注） ユニファイド メッセージング アカウントは、それぞれユーザに関連付けられていますが、ユニファイ

ド メッセージング アカウントは、Connection データベースにおける独立したオブジェクトです。ユニ

ファイド メッセージング アカウントを削除しても、関連するユーザ アカウントは削除されません。

Cisco Unity Connection ユーザを Exchange メールボックスにリンクするユニファイド メッセー
ジング アカウントの作成方法

ステップ 1 Cisco Unity Connection の管理で、[ ユーザ（Users）] を展開し、[ ユーザ（Users）] を選択します。

ステップ 2 [ ユーザの検索（Search Users）] ページで、ユーザのエイリアスを選択します。

（注） ユーザ エイリアスが検索結果テーブルに表示されない場合は、ページ上部の検索フィールドに

適切なパラメータを設定し、[ 検索（Search）] を選択します。
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ステップ 3 [ ユーザの基本設定の編集（Edit User Basics）] ページの [ 編集（Edit）] メニューで、[ ユニファイド 
メッセージング アカウント（Unified Messaging Accounts）] を選択します。

ステップ 4 [ ユニファイド メッセージング アカウント（Unified Messaging Accounts）] ページで、[ 新規追加

（Add New）] を選択します。

ステップ 5 [ ユニファイド メッセージング アカウントの新規作成（New Unified Messaging Account）] ページの [
ユニファイド メッセージング サービス（Unified Messaging Service）] リストで、ユーザが使用する

サービスの名前を選択します。サービスの名前は、「Cisco Unity Connection  から Exchange にアクセ

スするためのユニファイド メッセージング サービスの作成方法」（P.2-34）の手順でサービスを作成し

た際に入力済みです。

表示専用の [ サービスの種類（Service Type）] フィールドに、「Exchange」と表示されているはずで

す。ここに他の値が表示されている場合は、別のユニファイド メッセージング サービスを選択します。

ステップ 6 [ アカウント情報（Account Information）] セクションで、アクセスする Exchange メールボックスに

該当するオプションを選択します。

• [ この電子メール アドレスを使用（Use This Email Address）]：社内電子メール アドレスに関連付

けられている Exchange メールボックスとは別のメールボックスを指定したい場合は、このオプ

ションを使用して電子メール アドレスを入力します（Active Directory の第 1 SMTP アドレス）。

• [ 社内電子メール アドレスを使用（Use Corporate Email Address）]：社内電子メール アドレスを

使用する場合は、このオプションを選択します。（[ 社内電子メール アドレス（Corporate Email 
Address）] フィールドの値は [ ユーザの基本設定の編集（Edit User Basics）] ページで編集できま

す）。

（注） ステップ 5 で選択したユニファイド メッセージング サービスが（自動的に Exchange サーバを

検索するのではなく）Exchange サーバを指定している場合、およびユーザが Exchange 2003 
のメールにアクセスするために TTS を使用している場合は、[ アカウント情報（Account 
Information）] セクション（Exchange 2003 TTS のみに使用）でオプションを選択し、該当す

る場合は、[ ユーザ ID（User ID）] フィールドの値を入力する必要もあります。

ステップ 7 [ アカウント情報（Account Information）] セクション（Exchange 2003 TTS のみに使用）は、次の 2 
つの条件に当てはまる場合にのみ適用されます。

• ユーザが Exchange 2003 のメールにアクセスする TTS を使用している。

• ステップ 5 で選択したユニファイド メッセージング サービスが（自動的に Exchange サーバを検

索するのではなく）Exchange サーバを指定している。

該当するオプションを選択します。

• [Connection エイリアスを使用（Use Connection Alias）]：このオプションは、ユーザの Active 
Directory ドメイン エイリアスが、Connection ユーザ エイリアスと同じ場合に役立ちます。

Connection は、Connection ユーザ エイリアスを使用して Exchange にそのユーザとしてログイン

します。

• [ 次のユーザ ID を使用（Use User ID Provided Below）]：そのユーザの Active Directory ドメイ

ン エイリアスを入力します。このオプションはユーザ ID の設定が Connection ユーザ エイリアス

と異なる場合に便利です。Connection は、このフィールドの設定を使用して Exchange にそのユー

ザとしてログインします。

ステップ 8 [ この電子メール アドレスを使用（Use This Email Address）] オプションに値を入力するか、社内電子

メール アドレスを使用するよう選択して、ステップ 6 で指定したメール アドレスと一致する SMTP プ
ロキシ アドレスをユーザが持っていることを確認します。

a. [ 編集（Edit）] メニューで、[SMTP プロキシ アドレス（SMTP Proxy Address）] を選択します。
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b. [SMTP プロキシ アドレス（SMTP Proxy Address）] ページに、ステップ 6 で指定したメール アド

レスが表示されている場合は、ステップ 9 にスキップします。インストールしている場合は、ス

テップ 8c に進んでください。

c. [ 新規追加（Add New）] を選択します。

d. ステップ 6 で指定したメール アドレスを追加します。

e. [ 保存（Save）] を選択します。

ステップ 9 [ サービス機能（Service Capabilities）] セクションに、ステップ 5 で選択したユニファイド メッセー

ジング サービスで有効にしたオプションが表示されます。このユーザの任意の機能を無効にする場合

は、対応するチェックボックスをオフにします。

1 人のユーザに複数のユニファイド メッセージング サービスを追加できますが、同じユーザに対する

複数のユニファイド メッセージング サービスにおいて同じサービス機能を有効にできません。これは、

Exchange 予定表および MeetingPlace にも適用されます。つまり、1 人のユーザが Exchange 予定表、

および MeetingPlace のスケジューリングと参加にアクセスできるようには設定できません。

後で、ユニファイド メッセージングのシングル インボックスを無効にする場合の動作の同期について

は、「シングル インボックスを無効にしてから再度有効にした場合の、Connection メールボックスと 
Exchange メールボックスの同期への影響」（P.2-10） を参照してください。

ステップ 10 [ 保存（Save）] を選択します。

ステップ 11 ユーザの設定をチェックするには、[ テスト（Test）] を選択します。[ タスクの実行結果（Task 
Execution Results）] ウィンドウにテスト結果が表示されます。

テストの一部で失敗した場合は、Exchange、Active Directory、Cisco Unity Connection、および 
Connection ユーザの設定を確認してください。

ステップ 12 残りのユーザに対して、ステップ 2 ～ステップ 11 を繰り返します。

Cisco Unity Connection 用ユニファイド メッセージング 
アカウントのテスト

「Cisco Unity Connection ユーザの Exchange メール ボックスへのリンクのためのユニファイド メッ

セージング アカウント作成」（P.2-39） で作成した 1 つ以上のユニファイド メッセージング アカウント

をテストするには、次の手順を実行します。

個別の Cisco Unity Connection ユーザの Exchange へのユーザ アクセスのテスト方法

ステップ 1 Cisco Unity Connection の管理で、[ ユーザ（Users）] を展開し、[ ユーザ（Users）] を選択します。

ステップ 2 [ ユーザの検索（Search Users）] ページで Exchange の 1 つ以上のユニファイド メッセージング機能に

設定されているユーザのエイリアスを選択します。

（注） ユーザ エイリアスが検索結果テーブルに表示されない場合は、ページ上部の検索フィールドに

適切なパラメータを設定し、[ 検索（Search）] を選択します。

ステップ 3 [ ユーザの基本設定の編集（Edit User Basics）] ページの [ 編集（Edit）] メニューで、[ ユニファイド 
メッセージング アカウント（Unified Messaging Accounts）] を選択します。

ステップ 4 Exchange のユニファイド メッセージング アカウントを選択します。
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ステップ 5 [ ユニファイド メッセージング アカウントの編集（Edit Unified Messaging Account）] ページで [ テス

ト（Test）] を選択します。

ステップ 6 結果を確認し、問題があれば解決して、問題がすべて解決するまでテストを繰り返します。

Cisco Unity Connection 用ユニファイド メッセージング 
アカウントの設定の概要表示

Connection サーバにおけるすべてのユニファイド メッセージング アカウントの設定の概要を表示でき

ます。これには次の内容が含まれます。

• ユニファイド メッセージングの正常な機能を妨げる Connection との整合性の問題を示す、各ユニ

ファイド メッセージング アカウントにおける Connection の設定の現状。ユニファイド メッセー

ジング アカウントのステータス アイコンを選択すると、[ ユニファイド メッセージング アカウン

ト（Unified Messaging Account）] ページが表示され、問題や起こりうる問題がある場合は、その

ページのステータスのエリアに表示されます。

[ ユニファイド メッセージング アカウント（Unified Messaging Account）] ページの [ 接続性のテ

スト（Test Connectivity）] ボタンを使用して、ユニファイド メッセージング アカウントに他の

サーバとの接続があるかどうかを確認することもできます。

• アカウントに関連するユーザのエイリアス。ユニファイド メッセージング アカウントのエイリア

スを選択すると [ ユニファイド メッセージング アカウントの編集（Edit Unified Messaging 
Account）] ページが表示され、問題や起こりうる問題がある場合は、そのページのステータスの

エリアに表示されます。

• ユニファイド メッセージング アカウントに関連付けられているユーザの表示名。

• ユニファイド メッセージング アカウントに関連付けられているユニファイド メッセージング サー

ビスの名前。サービスの名前を選択すると、サービスの設定を示す [ ユニファイド メッセージング 
サービス（Unified Messaging Services）] ページが表示されます。

• 各ユニファイド メッセージング アカウントの現在のユニファイド メッセージングの設定。

Cisco Unity Connection 用ユニファイド メッセージング アカウントの設定の概要の表示方法

ステップ 1 Cisco Unity Connection の管理で、[ ユニファイド メッセージング（Unified Messaging）] を展開し、[
ユニファイド メッセージング アカウントのステータス（Unified Messaging Account Status）] を選択

します。

ステップ 2 列の値を昇順でソートするには、列の見出しを選択します。降順でソートするには、再度見出しを選択

します。

ステップ 3 アカウントの [ ユニファイド メッセージング アカウント（Unified Messaging Accounts）] ページを表

示するには、アイコンを選択するか、該当する行の [ エイリアス（Alias）] 列の値を選択します。

ステップ 4 アカウントの [ ユニファイド メッセージング サービス（Unified Messaging Services）] ページを表示

するには、該当する行の [UM サービス（UM Services）] 列の値をクリックします。
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Exchange と Cisco Unity Connection を使用したユニ
ファイド メッセージングを含むシステム設定のテスト

Connection システムのテスト（ユニファイド メッセージング設定のテストなど）を実行できます。テ

ストでは、構成の問題があればそれを示すサマリー データが作成されます。たとえば、構成の問題を

持つ指定したユニファイド メッセージング サービスに割り当てられているアカウントの数などです。

Cisco Unity Connection のユニファイド メッセージング設定を含むシステム設定の確認方法

ステップ 1 Cisco Unity Connection の管理で、[ ツール（Tools）] を展開し、[ タスク管理（Task Management）] 
を選択します。

ステップ 2 [ タスクの定義（Task Definitions）] ページで、[ システム設定の確認（Check System Configuration）] 
を選択します。

ステップ 3 [ 今すぐ起動（Run Now）] を選択します。

ステップ 4 [ 更新（Refresh）] を選択して、最新の結果へのリンクを表示します。

ステップ 5 結果を確認し、問題があれば解決して、問題がすべて解決するまで [ システム設定の確認（Check 
System Configuration）] のタスクを繰り返します。

Cisco Unity Connection の Exchange 予定表へのアクセ
スのテスト

Connection の Exchange 予定表へのアクセスを設定した場合は、次の手順を実行します。

Cisco Unity Connection の Exchange 予定表へのアクセスのテスト方法

ステップ 1 Outlook にログインします。

ステップ 2 [ 移動（Go）] メニューで [ 予定表（Calendar）] を選択します。

ステップ 3 [ ファイル（File）] メニューで、[ 新規作成（New）] > [ 会議出席依頼（Meeting Request）] を選択し

ます。

ステップ 4 必須フィールドに値を入力し、現在時刻の新しい会議をスケジュール設定し、Cisco Unity Connection 
にアカウントがあるユーザを招待します。

ステップ 5 [ 送信（Send）] を選択します。

ステップ 6 ステップ 4 で Outlook 会議に招待したユーザの Cisco Unity Connection メールボックスにログインし

ます。

ステップ 7 ユーザ アカウントが音声アクセスに設定されている場合は、「Play Meetings」と発音します。

ユーザ アカウントが音声アクセスに設定されていない場合は、6 を押し、プロンプトに従って会議を一

覧表示します。

Connection から、Exchange 会議に関する情報が再生されます。
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SMTP ドメイン名設定の問題の解決

シングル インボックス ユーザがボイス メッセージを受信すると、メッセージは Cisco Unity 
Connection から Microsoft Exchange に同期されます。送信者や受信者の電子メール アドレスには、

userid@CUC-hostname のような Connection ドメイン名があります。このため、Microsoft Outlook や 
IBM Lotus Notes などの電子メール クライアントは、Cisco Unity Connection アドレスを「最近の連絡

先（recent contacts）」としてアドレス帳に追加します。ユーザが電子メールに返信したり、電子メー

ル作成中に受信者を追加する場合、ユーザは Cisco Unity Connection アドレスの入力や選択が実行で

き、これは NDR につながる可能性があります。シングル インボックス ユーザのボイス メッセージが 
Connection から Exchange に同期されるときに、送信者や受信者の電子メール アドレスを 
userid@corp-hostname のような企業の電子メール アドレスとして表示させるには、次の手順を実行す

る必要があります。

ステップ 1 Cisco Unity Connection の管理で、[ システム設定（System Settings）] > [SMTP の設定（SMTP 
Configuration）] を展開して、[ スマート ホスト（Smart Host）] を選択します。

ステップ 2 [ スマート ホスト（Smart Host）] ページの [ スマート ホスト（Smart Host）] フィールドに、SMTP ス
マート ホスト サーバの IP アドレスまたは完全修飾ドメイン名を入力します （サーバの完全修飾ドメ

イン名は、DNS が設定されている場合のみ入力します）

（注） Microsoft Exchange サーバは、スマート ホストとして使用できます。

ステップ 3 [ 保存（Save）] をクリックします。

ステップ 4 ユーザの SMTP プロキシ アドレスを設定します（userid@corp-hostname など）。詳細については、

『User Moves, Adds, and Changes Guide for Cisco Unity Connection』の「Setting Up Features and 
Functionality That Are Controlled by User Account Settings in Cisco Unity Connection 9.x」の章の

「SMTP Proxy Addresses in Cisco Unity Connection 9.x」の項を参照してください。

ステップ 5 Cisco Unity Connection の管理で、[ システム設定（System Settings）] を展開し、[ 全般設定（General 
Configuration）] を選択します。

ステップ 6 [ 全般設定（General Configuration）] ページで、[ 受信者が見つからない場合（When a Recipient 
Cannot Be Found）] リストから [ スマート ホストにメッセージをリレー（Relay message to smart host）
] を選択すると、受信者が見つからない場合にメッセージはスマート ホストに送られます。

ステップ 7 [ 保存（Save）] をクリックします。

ステップ 8 Cisco Unity Connection の管理で、[ ユーザ（Users）] > [ 編集（Edit）] > [ メッセージ アクション

（Message Actions）] と展開します。[ ボイスメール（Voicemail）] ドロップダウン リストから [ メッ

セージを受信（Accept the message）] を選択します。[ 電子メール（Email）]、[ ファクス（Fax）]、
および [ 開封確認（Receipt）] ドロップダウン リストから [ メッセージをリレー（Relay the Message）

] オプションを選択するようにします。

ステップ 9 Cisco Unity Connection エイリアスを社内電子メール ID に解決する受信者ポリシーを設定します。

– Exchange 2010 の場合は、次のリンクを参照してください。

http://technet.microsoft.com/en-us/library/bb232171.aspx 

– Exchange 2007 の場合は、次のリンクを参照してください。
http://technet.microsoft.com/en-us/library/bb232171(v=exchg.80).aspx 

– Exchange 2003 の場合は、次のリンクを参照してください。

http://support.microsoft.com/kb/822447 
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第 2 章 Cisco Unity Connection および Microsoft Exchange のユニファイド メッセージング用設定

Cisco Unity Connection の Exchange 予定表へのアクセスのテスト
ステップ 10 Exchange 2010 では、Cisco Unity Connection クラスタ内の各サーバのセカンダリ SMTP プロキシ ア
ドレスを設定してください（userid@corp-hostname、userid@ CUC-hostname-publisher、
userid@CUC-hostname-subscriber など）。各 Connection クラスタには独自の一義的なドメイン名があ

ります。
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Cisco Unity Connection 
C H A P T E R 3

ユニファイド メッセージング用の Cisco 
Unity Connection と Microsoft Office 365 
の設定

次の項を参照してください。

• 「Cisco Unity Connection での Office 365 を使用したユニファイド メッセージングについて」

（P.3-1）

• 「ユニファイド メッセージング用の Cisco Unity Connection と Office 365 の設定作業のタスク リ
スト」（P.3-7）

• 「Cisco Unity Connection でのユニファイド メッセージング サービス アカウントの作成と権限の付

与のためのタスク リスト」（P.3-11）

• 「Cisco Unity Connection のユニファイド メッセージング サービス アカウントへの Application 
Impersonation 管理ロールの割り当て（Office 365 のみ）」（P.3-11）

• 「リモート Exchange Management PowerShell による Office 365 へのアクセス」（P.3-12）

• 「Cisco Unity Connection から Office 365 にアクセスするためのユニファイド メッセージング サー

ビスの作成」（P.3-13）

• 「Cisco Unity Connection  用ユニファイド メッセージング サービスのテスト」（P.3-15）

• 「Cisco Unity Connection 用ユニファイド メッセージング アカウントのテスト」（P.3-15）

• 「Office 365 と Cisco Unity Connection を使用したユニファイド メッセージングを含むシステム設

定のテスト」（P.3-16）

• 「Cisco Unity Connection の Office 365 予定表へのアクセスのテスト」（P.3-17）

Cisco Unity Connection での Office 365 を使用したユニ
ファイド メッセージングについて

次の項を参照してください。

• 「Cisco Unity Connection でのテキスト / スピーチを使用した Office 365 電子メールへのアクセス」

（P.3-2）

• 「Cisco Unity Connection での Office 365 予定表および連絡先へのアクセス」（P.3-2）

• 「Cisco Unity Connection での Connection と Office 365 メールボックスとのボイス メッセージの

同期（シングル インボックス）」（P.3-2）
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Cisco Unity Connection での Office 365 を使用したユニファイド メッセージングについて
Cisco Unity Connection でのテキスト /スピーチを使用した Office 365 
電子メールへのアクセス

テキスト / スピーチ機能を使用して Office 365 電子メールにアクセスできるように Cisco Unity 
Connection を設定すると、電話を使用して Cisco Unity Connection にサインインしたときに電子メー

ルの内容を聞くこともできます。

Cisco Unity Connection での Office 365 予定表および連絡先へのアクセ
ス

Office 365 の予定表および連絡先にアクセスできるように Cisco Unity Connection を設定すると、

Connection ユーザは電話で次の操作を行うことができます。

• 予定されている会議のリストを再生する（Outlook 会議のみ）。

• 会議参加者リストを再生する。

• 会議開催者にメッセージを送信する。

• 会議参加者にメッセージを送信する。

• 会議への招待を承諾または拒否する（Outlook 会議のみ）。

• 会議をキャンセルする（会議開催者に限る）。

さらに、Connection では、ユーザが Connection Messaging Assistant Web ツールを使用して Office 
365 の連絡先をインポートできます。インポートした連絡先情報は、Cisco Unity Connection Personal 
Call Transfer Rules Web ツールで作成するルールで使用でき、ボイス コマンドでコールを発信すると

きにも使用できます。

Cisco Unity Connection での Connection と Office 365 メールボック
スとのボイス メッセージの同期（シングル インボックス）

この項では、Connection および Office 365 メールボックスの音声メッセージを同期する方法について

説明します。次の項を参照してください。

• 「シングル インボックスが設定されている場合の音声メッセージの保存場所」（P.3-3）

• 「ViewMail for Outlook 使用時のシングル インボックスの動作」（P.3-3）

• 「ViewMail for Outlook を使用しない場合、または他のメール クライアント使用時のシングル イン

ボックスの動作」（P.3-3）

• 「Exchange メールボックスのセキュア音声メッセージにアクセスする」（P.3-4）

• 「Outlook フォルダ使用時の同期の動作」（P.3-4）

• 「削除したメッセージの場所」（P.3-5）

• 「Office 365 と同期されない Connection メッセージのタイプ」（P.3-5）

• 「ステータス変更の複製」（P.3-5）

• 「シングル インボックスを無効にしてから再度有効にした場合の Connection メールボックスと 
Office 365 メールボックスの同期に対する影響」（P.3-6）

• 「開封確認、送信確認、および不達確認の同期方法」（P.3-6）
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Cisco Unity Connection での Office 365 を使用したユニファイド メッセージングについて
シングル インボックスが設定されている場合の音声メッセージの保存場所

Connection のすべての音声メッセージ（Cisco Unity Connection ViewMail for Microsoft Outlook から

送信された音声メッセージを含む）は Connection に保存され、ただちに受信者の Office 365 メール

ボックスに複製されます。

ViewMail for Outlook 使用時のシングル インボックスの動作

ユーザが Outlook を使用して新しい Connection 音声メッセージを送信する、または音声メッセージの

返答 / 転送を行う場合、あるいはメッセージを Connection と同期させる場合：

• まだ追加していない場合は、Connection の管理で、シングル インボックスに対して設定されてい

る Connection ユーザの SMTP プロキシ アドレスを追加します。ユーザの SMTP プロキシ アドレ

スは、シングル インボックスを有効にしたユニファイド メッセージング アカウントに指定された 
Office 365 電子メール アドレスと一致する必要があります。

• ユーザ ワークステーションに ViewMail for Outlook をインストールします。ViewMail for 
Outlook がインストールされていない場合、音声メッセージは .wav ファイルを添付したメールと

して Outlook によって送信され、Connection ではメールとして処理されます。

• 各ユーザ ワークステーション上で、メール アカウントを Connection サーバに関連付けます。

音声メッセージは、Office 365 に保存された他のメッセージと共に、ユーザの Outlook の [ 受信トレイ

（Inbox）] フォルダに表示されます。音声メッセージは、ユーザの Connection メールボックスにも表

示されます。

シングル インボックスを設定すると、Connection により、Outlook メールボックスに [ 音声送信トレ

イ（Voice Outbox）] フォルダが追加されます。Outlook から送信された  Connection 音声メッセージ

は [ 送信済みアイテム（Sent Items）] フォルダに表示されません。

プライベート メッセージは転送できません。

ViewMail for Outlook を使用しない場合、または他のメール クライアント使用時のシングル 
インボックスの動作

別の電子メール クライアントを使用して Office 365 の Connection 音声メッセージにアクセスする場

合、または ViewMail for Outlook をインストールしない場合：

• メール クライアントは、Connection 音声メッセージを .wav ファイルが添付されたメールとして処

理します。

• ユーザが Connection 音声メッセージの返答または転送を行うと、ユーザが .wav ファイルを添付し

た場合でも、返答または転送もまたメールとして処理されます。メッセージ ルーティングは、

Connection ではなく Office 365 によって処理されます。したがって、メッセージは受信者の 
Connection メールボックスには送信されません。

• ユーザがセキュア音声メッセージを聞くことはできません。

• プライベート音声メッセージを転送できない場合があります。（ユーザが ViewMail for Outlook を
使用する場合は、ViewMail for Outlook によりプライベート メッセージを転送できなくなりま

す）。
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Cisco Unity Connection での Office 365 を使用したユニファイド メッセージングについて
Exchange メールボックスのセキュア音声メッセージにアクセスする

Exchange メールボックスの Connection セキュア音声メッセージを再生するには、Microsoft Outlook 
および Cisco Unity Connection ViewMail for Microsoft Outlook を使用する必要があります。ViewMail 
for Outlook がインストールされていない場合は、セキュア音声メッセージにアクセスしてもデコイ 
メッセージの本文テキストのみが表示されます。このテキストには、セキュア メッセージの簡単な説

明が含まれています。

Outlook フォルダ使用時の同期の動作

Connection は、ユーザの次の Outlook フォルダと Connection の [ 受信トレイ（Inbox）] フォルダの音

声メッセージを同期させます。したがって、Connection の [ 受信トレイ（Inbox）] フォルダのメッ

セージは表示されたままになります。

• Outlook の [ 受信トレイ（Inbox）] フォルダ内のサブフォルダ

• Outlook の [ 削除済みアイテム（Deleted Items）] フォルダ内のサブフォルダ

• Outlook の [ 迷惑メール（Junk Email）] フォルダ

Outlook の [ 削除済みアイテム（Deleted Items）] フォルダのメッセージは、Connection の [ 削除済み

アイテム（Deleted Items）] フォルダに表示されます。

ユーザが音声メッセージ（セキュア音声メッセージを除く）を [ 受信トレイ（Inbox）] フォルダ以外に

ある Outlook フォルダに移動した場合、そのメッセージは Connection の [ 削除済みアイテム（Deleted 
Items）] フォルダに移動します。コピーは Outlook にまだ存在しているため、この状態でも ViewMail 
for Outlook を使用してメッセージを再生できます。ユーザが、Outlook の [ 受信トレイ（Inbox）] 
フォルダまたは Connection の [ 受信トレイ（Inbox）] フォルダと同期されている Outlook フォルダに

メッセージを移動した場合に、さらに次の項目に該当する場合：

• メッセージが Connection の [ 削除済みアイテム（Deleted Items）] フォルダに入ったままである場

合は、メッセージがそのユーザの Connection 受信トレイに再度同期されます。

• メッセージが Connection の [ 削除済みアイテム（Deleted Items）] フォルダにすでに入っていない

場合は、メッセージを Outlook で再生できますが、Connection には再同期されません。

セキュア音声メッセージでは動作が異なります。Connection がセキュア音声メッセージを Office 365 
に複製するときには、セキュア メッセージについて簡単に説明するデコイ メッセージのみが複製され

ます。Connection サーバ上には、音声メッセージのコピーだけが残ります。ユーザが ViewMail for 
Outlook を使用してセキュア メッセージを再生する場合、ViewMail は Connection サーバからメッ

セージを取得して再生するだけで、Office 365 やユーザのコンピュータにはメッセージを保存しませ

ん。

ユーザが、Connection の [ 受信トレイ（Inbox）] フォルダと同期されていない Outlook フォルダにセ

キュア メッセージを移動した場合は、メッセージのコピーだけが Connection の [ 削除済みアイテム

（Deleted Items）] フォルダに移動し、Outlook でのメッセージの再生は行えなくなります。ユーザが、

Outlook の [ 受信トレイ（Inbox）] フォルダまたは Connection の [ 受信トレイ（Inbox）] フォルダと

同期されている Outlook フォルダにメッセージを戻した場合で、さらに次の項目に該当する場合： 

• メッセージが Connection の [ 削除済みアイテム（Deleted Items）] フォルダに入ったままである場

合は、メッセージがそのユーザの Connection 受信トレイに再度同期され、メッセージが Outlook 
で再び再生可能になります。

• メッセージが Connection の [ 削除済みアイテム（Deleted Items）] フォルダにすでに入っていない

場合、メッセージは Connection には再同期されず、Outlook でのメッセージの再生は行えなくな

ります。
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Cisco Unity Connection での Office 365 を使用したユニファイド メッセージングについて
削除したメッセージの場所

デフォルトでは、Connection のメッセージを削除すると、そのメッセージは Connection の [ 削除済み

アイテム（Deleted Items）] フォルダに送信され、Outlook の [ 削除済みアイテム（Deleted Items）] 
フォルダとの同期が行われます。Connection の [ 削除済みアイテム（Deleted Items）] フォルダから

メッセージを削除すると（ユーザが手動で削除するか、またはメッセージ エージングによる自動削除

を設定できます）、そのメッセージは Outlook の [ 削除済みアイテム（Deleted Items）] フォルダからも

削除されます。

シングル インボックス機能を既存のシステムに追加する場合に、 [ 削除済みアイテム（Deleted Items）] 
フォルダに保存せずにメッセージを完全に削除するように Connection を設定した場合は、Web Inbox 
または Connection 電話機インターフェイスを使用してユーザが削除したメッセージは完全に削除され

ます。ただし、Outlook を使用してユーザが削除したメッセージは Outlook の [ 削除済みアイテム

（Deleted Items）] フォルダに移動するだけで、完全には削除されません。Connection が Office 365 と
同期されている場合、メッセージは Connection の [ 削除済みアイテム（Deleted Items）] フォルダに移

動し、完全には削除されません。次のいずれか、または両方を行うことを推奨します。

• Connection の [ 削除済みアイテム（Deleted Items）] フォルダのメッセージを完全に削除するよう

に、メッセージ エージングを設定します。

• メールボックスが指定したサイズに達した場合にメッセージの削除を促す Connection のプロンプ

トが表示されるように、メッセージ割り当てを設定します。

ユーザがいずれかの Outlook フォルダ（[ 削除済みアイテム（Deleted Items）] フォルダを含む）から

音声メッセージを削除すると、そのメッセージは Connection の [ 削除済みアイテム（Deleted Items）] 
フォルダに移動します。Outlook での操作により、Connection のメッセージが完全に削除されること

はありません。

Office 365 と同期されない Connection メッセージのタイプ

次のタイプのメッセージは同期されません。

• 送信済みメッセージ

• 下書きメッセージ

• 後で配信するように設定した未配信メッセージ

• ブロードキャスト メッセージ

• 受け入れていないディスパッチ メッセージ。受信者がディスパッチ メッセージを受け入れると、

ディスパッチ メッセージは通常のメッセージになり、メッセージを受け入れたユーザの Office 365 
と同期され、他のすべての受信者ではメッセージが削除されます。ユーザには他の未読メッセージ

がない場合であっても、配布リストのいずれかのユーザがディスパッチ メッセージを受け入れる

まで、配布リストの全ユーザのメッセージ待機インジケータはオンのままになります。

ステータス変更の複製

ステータス変更（たとえば、未読から既読など）、件名行の変更、および優先度の変更は、Connection 
から Exchange（および、その逆）に適切に複製されます。
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Cisco Unity Connection での Office 365 を使用したユニファイド メッセージングについて
シングル インボックスを無効にしてから再度有効にした場合の Connection メールボックス
と Office 365 メールボックスの同期に対する影響

ユニファイド メッセージングを設定する場合は、特に、どのユニファイド メッセージング機能を有効

にするかを定義するユニファイド メッセージング サービスを 1 つ以上作成します。また、ユーザをユ

ニファイド メッセージング サービスに関連付けるため、各ユーザに対して 1 つ以上のユニファイド 
メッセージング アカウントも作成します。シングル インボックスは、3 つの方法で削除できます。

• シングル インボックスを有効にしたユニファイド メッセージング サービスを完全に無効にしま

す。これにより、サービスに関連付けられたすべてのユーザにおいて有効になっているユニファイ

ド メッセージング機能（シングル インボックスを含む）がすべて無効になります。

• ユニファイド メッセージング サービスにおけるシングル インボックス機能のみを無効にします。

これにより、そのサービスに関連付けられたすべてのユーザにおけるシングル インボックス機能

のみが無効になります。

• ユニファイド メッセージング アカウントにおけるシングル インボックスを無効にします。これに

より、関連付けられたユーザのシングル インボックスだけが無効になります。

これらのいずれかの方法を使用してシングル インボックスを無効にしてから再度有効にした場合は、

Connection により、影響を受けるユーザの Connection メールボックスと Office 365 メールボックスが

再同期されます。次の点に注意してください。

• シングル インボックスが無効になっている間に、ユーザが Office 365 内のメッセージを削除して

も、Connection で対応するメッセージを削除しなかった場合は、シングル インボックスを再度有

効にすると、そのメッセージが Office 365 メールボックスに再同期されます。

• シングル インボックスを無効にする前に、メッセージを Office 365 から完全削除（[ 削除済みアイ

テム（Deleted Items）] フォルダから削除）した場合は、シングル インボックスを再度有効にした

場合に Connection の [ 削除済みアイテム（Deleted Items）] フォルダに残っている対応するメッ

セージが、Office 365 の [ 削除済みアイテム（Deleted Items）] フォルダに再同期されます。

• シングル インボックスが無効になっている間に、ユーザが Connection 内のメッセージを削除して

も、Office 365 で対応するメッセージを削除しなかった場合は、シングル インボックスを再度有効

にすると、そのメッセージが Office 365 に残ったままになります。ユーザは Office 365 から手動

でメッセージを削除する必要があります。

• シングル インボックスが無効になっている間に、ユーザが Office 365 のメッセージのステータス

を変更した場合（たとえば、未読から既読へ）、シングル インボックスを再度有効にすると、

Office 365 メッセージのステータスが、対応する Connection メッセージの現在のステータスに変

更されます。

• シングル インボックスを再度有効にすると、サービスに関連付けられたユーザの数およびユーザ

の Connection メールボックスおよび Office 365 メールボックスのサイズによっては、既存のメッ

セージの再同期が新しいメッセージの同期パフォーマンスに影響することがあります。

開封確認、送信確認、および不達確認の同期方法

Connection では、音声メッセージを送信した Connection ユーザに開封確認、送信確認、および不達確

認メッセージを配信できます。音声メッセージの送信者においてシングル インボックスが設定されて

いる場合は、該当するレシートが送信者の Connection メールボックスに送信されます。次に、レシー

トは送信者の Office 365 メールボックスに同期されます。

次の点に注意してください。

• 開封確認：音声メッセージを送信するときに、送信者は開封確認を要求できます。開封確認要求に

対して Connection が応答しないようにする場合は、Connection の管理で、[ 開封確認要求へ応答

する（Respond to Requests for Read Receipts）] チェックボックスをオフにします。これは、[
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ユーザ（Users）] > [ ユーザ（Users）] > [ 編集（Edit）] > [ メールボックス（Mailbox）] ページ

および [ テンプレート（Templates）] > [ ユーザ テンプレート（User Templates）] > [ 編集（Edit）
] > [ メールボックス（Mailbox）] ページに表示されます。

• 送信確認：ViewMail for Outlook から音声メッセージを送信する場合にのみ、送信者は送信確認を

要求できます。送信確認要求に対する応答を Connection で無効にすることはできません。

• 不達確認（NDR）：音声メッセージを配信できない場合、送信者は NDR を受信します。メッセー

ジを配信できない場合に Connection から NDR が送信されないようにする場合は、Connection の
管理で、[ メッセージの配信失敗時に不達確認を送信する（Send Non-Delivery Receipts for 
Message Failed Delivery）] チェックボックスをオフにします。これは、[ ユーザ（Users）] > [
ユーザ（Users）] > [ ユーザの基本設定の編集（Edit User Basics）] ページおよび [ テンプレート

（Templates）] > [ ユーザ テンプレート（User Templates）] > [ ユーザ テンプレートの基本設定の

編集（Edit User Template Basics）] ページに表示されます。

NDR について、次の点に注意してください。

– 送信者が TUI を使用して Connection にアクセスした場合、NDR には元の音声メッセージが

含まれます。これにより、送信者は後で異なる受信者にメッセージを再送信できます。

– 送信者が Web Inbox を使用して Connection にアクセスした場合、NDR には元の音声メッ

セージが含まれますが、送信者はこのメッセージを再送信できません。

– 送信者が ViewMail for Outlook を使用して Office 365 と同期されている Connection 音声メッ

セージにアクセスした場合、NDR は、元の音声メッセージではなくエラー コードのみを含む

レシートになります。したがって、送信者は音声メッセージを再送信できません。

– 送信者が外部の発信者である場合、NDR は、[ 配信できないメッセージ（Undeliverable 
Messages）] 同報リストの Connection ユーザに送信されます。[ 配信できないメッセージ

（Undeliverable Messages）] 同報リストに、未配信メッセージを定期的にモニタし、再ルー

ティングするユーザが 1 人以上含まれていることを確認してください。

ユニファイド メッセージング用の Cisco Unity 
Connection と Office 365 の設定作業のタスク リスト

1 つ以上のユニファイド メッセージング機能を設定するには、記載された順序で次の作業を完了しま

す。

1. 『System Requirements for Cisco Unity Connection』（Release 9.x）の「Requirements for Using 
Unified Messaging Features」の項を確認してください。
http://www.cisco.com/en/US/docs/voice_ip_comm/connection/9x/requirements/9xcucsysreqs.html 
から入手可能です。

2. Cisco Unified Communications Manager Business Edition のみ：Connection にシングル インボッ

クスのライセンスが付与されていることを確認します。「Cisco Unity Connection のユニファイド 
メッセージング サービス アカウントへの Application Impersonation 管理ロールの割り当て

（Office 365 のみ）」（P.3-11）を参照してください。

3. Connection が LDAP ディレクトリに統合されている場合：現在の LDAP ディレクトリの設定を確

認して、Cisco Unified Communications Manager の [ メール ID（Mail ID）] フィールドが LDAP 
のメール フィールドと同期されていることを確認します。統合プロセス中には、これにより、

LDAP のメール フィールドが Connection の [ 社内電子メール アドレス（Corporate Email 
Address）] フィールドに表示されます。

ユニファイド メッセージングでは、各 Connection ユーザの Office 365 メール アドレスを入力する

必要があります。[ ユニファイド メッセージング アカウント（Unified Messaging Account）] ペー

ジでは、次のいずれかの値を使用するように各ユーザを設定できます。
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– [ ユーザの基本設定（User Basics）] ページで指定した社内電子メール アドレス

– [ ユニファイド メッセージング アカウント（Unified Messaging Account）] ページで指定した

メール アドレス

[ ユニファイド メッセージング アカウント（Unified Messaging Account）] ページの [ 電子メール

（Email address）] フィールドには、Connection の管理または一括管理ツールを使用して値を読み

込むことができます。

（注） Connection は構内 LDAP ディレクトリ統合だけをサポートします。

4. シングル インボックスを使用している場合に、ユーザが ViewMail for Outlook を使用して音声
メッセージを送信したり、音声メッセージの転送 / 返答を行う場合：ユーザ ワークステーションに 
Cisco Unity Connection ViewMail for Microsoft Outlook をインストールします。ViewMail for 
Outlook のインストールの詳細については、『Release Notes for Cisco Unity Connection ViewMail 
for Microsoft Outlook』Release 8.5(x)

（http://www.cisco.com/en/US/products/ps6509/prod_release_notes_list.html）を参照してくださ

い。

5. 同期スレッドは、Connection と Office 365 サーバとの間の遅延に基づいて設定する必要がありま

す。詳細については、設計ガイドの「Latency」の項を参照してください（ 

 
http://www.cisco.com/en/US/docs/voice_ip_comm/connection/8x/design/guide/8xcucdg032.html）。

6. Connection が別の Office 365 サーバを検索して通信できるようにするか、特定の Office 365 サー

バのホスト名または IP アドレスがわかっている場合に Connection がその Office 365 サーバと通信

できるようにするかを決定します。  推奨されるオプションは [ 自動検出（Auto Discovery）] です。 

Connection が DNS を使用するように設定されていない場合は、次の CLI コマンドを使用して 
DNS を設定してください。

– set network dns

– set network dns options

Active Directory 環境がそのレコードを発行している環境と同じ DNS 環境を使用するように、

Connection を設定することを推奨します。

CLI コマンドの詳細については、該当する『Command Line Interface Reference Guide for Cisco 
Unified Communications Solutions』

（http://www.cisco.com/en/US/products/ps6509/prod_maintenance_guides_list.html）を参照してく

ださい。

7. Connection のユニファイド メッセージング サービスにおいて使用する Active Directory アカウン

トを作成し、該当する権限をアカウントに付与します。「Cisco Unity Connection の Office 365 で
のユニファイド メッセージング サービス アカウントの作成と権限の付与」（P.3-10）を参照してく

ださい。 

8. シングル インボックスを使用しており、ユーザが SMTP プロキシ アドレスを追加していない場合

は、Connection ユーザ アカウントにプロキシ アドレスを追加します。詳細については、『User 
Moves, Adds, and Changes Guide for Cisco Unity Connection』の「Setting Up Features and 
Functionality That Are Controlled by User Account Settings in Cisco Unity Connection 9.x」の章

の「SMTP Proxy Addresses in Cisco Unity Connection 9.x」の項を参照してください。
http://www.cisco.com/en/US/docs/voice_ip_comm/connection/9x/user_mac/guide/9xcucmacx.html 
から入手可能です。

9. 必要に応じて、サービス クラスの設定を更新します。
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– 1 つ以上のサービス クラスでシングル インボックスを有効にします。詳細については、『User 
Moves, Adds, and Changes Guide for Cisco Unity Connection』（Release 9.x）の「Setting Up 
Features and Functionality That Are Controlled by Class of Service in Cisco Unity Connection 
9.x」の章の「Single Inbox in Cisco Unity Connection」の項を参照してください。
http://www.cisco.com/en/US/docs/voice_ip_comm/connection/9x/user_mac/guide/9xcucmacx.
html から入手できます。

シングル インボックスの使用を設定したすべてのユーザは、シングル インボックスを有効に

したサービス クラスに含まれている必要があることに注意してください。

Cisco Unified Communications Manager Business Edition のみ：ユーザがシングル インボック

スを使用するように設定されていない場合であっても、Connection では、シングル インボッ

クスが有効になっているサービス クラスのすべてのユーザがシングル インボックス ユーザと

してカウントされます。たとえば、Connection サーバに 200 のシングル インボックス ユーザ

のライセンスが付与されている場合に、シングル インボックスが有効な 3 つのサービス クラ

スがある場合、これらの 3 つのサービス クラスに割り当てられたユーザの合計数は 200 ユー

ザを超えることはできません。これは、50 ユーザのみにおいてシングル インボックスの使用

を設定した場合も同様です。

– 1 つ以上のサービス クラスにおいて、Exchange 音声メッセージへのテキスト / スピーチ アク

セスを有効にします。該当するサービス クラス ページの [ 詳細機能へのアクセスを許可する

（Allow Access to Advanced Features）] チェックボックスをオンにし、[ テキスト / スピーチ

（TTS）を使用した Exchange メールへのアクセスを許可する（Allow Access to Exchange 
Email by Using Text to Speech (TTS)）] チェックボックスをオンにします。

10. シングル インボックス ユーザのサービス クラスにおいて、[ 削除済みアイテム フォルダに保存せ
ずにメッセージを削除する（Delete Messages Without Saving to Deleted Items Folder）] が有効に
なっている場合：メッセージ エージングまたはメッセージ割り当て（あるいは両方）を設定する

ことを推奨します。そうしないと、Outlook から削除されたメッセージが、Connection から永久

に削除されない場合があります。詳細については、「Cisco Unity Connection での Connection と 
Office 365 メールボックスとのボイス メッセージの同期（シングル インボックス）」（P.3-2）を参

照してください。

Connection のメッセージ エージングおよびメッセージ割り当ての設定の詳細については、『System 
Administration Guide for Cisco Unity Connection』（Release 9.x）の「Controlling the Size of 
Mailboxes in Cisco Unity Connection 9.x」の章を参照してください。
http://www.cisco.com/en/US/docs/voice_ip_comm/connection/9x/administration/guide/9xcucsagx.
html から入手可能です。

11. 1 つ以上の Connection ユニファイド メッセージング サービスを設定します。「Cisco Unity 
Connection から Office 365 にアクセスするためのユニファイド メッセージング サービスの作成」

（P.3-13）を参照してください。 

12. 選択した設定：次の設定では、Connection と Office 365 間および Connection と Active Directory 
間の通信を暗号化するために、Connection サーバに SSL 証明書をアップロードします。

• 作業 10 で、Connection がさまざまな Exchange サーバを検索して通信し、LDAPS を使用してド

メイン コントローラと通信し、ドメイン コントローラの証明書を検証するように設定した場合。

注意 Office 365 サーバを検索して通信できるように Connection を設定した場合、Connection は
基本認証を使用して Active Directory サーバと通信します。デフォルトでは、ユニファイド 
メッセージング サービス アカウントのユーザ名とパスワード、および Connection と Active 
Directory サーバ間の他のすべての通信はクリア テキストで送信されます。このデータを暗

号化する場合は、作業 11. でセキュア LDAP（LDAPS）プロトコルを使用して Active 
Directory ドメインと通信するように、ユニファイド メッセージング サービスを設定する必

要があります。
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詳細については、「Exchange および Active Directory サーバ用 CA パブリック証明書の 
Cisco Unity Connection サーバへのアップロード」（P.2-37）を参照してください。

13. ユニファイド メッセージングの設定をテストします。次の項を参照してください。

– 「Cisco Unity Connection  用ユニファイド メッセージング サービスのテスト」（P.3-15）

– 「Cisco Unity Connection 用ユニファイド メッセージング アカウントのテスト」（P.3-15）

– 「Office 365 と Cisco Unity Connection を使用したユニファイド メッセージングを含むシステ

ム設定のテスト」（P.3-16）

– 「Cisco Unity Connection の Office 365 予定表へのアクセスのテスト」（P.3-17）

14. Connection ボイス メッセージが Outlook の [ 迷惑メール（Junk Items）] フォルダに自動的に移動
される場合：Outlook の設定を変更して、ボイス メッセージの送信者または送信者のドメインを安

全な送信者のリストに追加します。詳細については、Outlook のヘルプを参照してください。

15. Connection 予定表の使用方法をユーザに知らせるには、次の参照先を示してください。

– 会議のリスト、参加、およびスケジュールについては、『User Guide for the Cisco Unity 
Connection Phone Interface』の「Cisco Unity Connection Phone Menus and Voice 
Commands」の章を参照してください。
http://www.cisco.com/en/US/docs/voice_ip_comm/connection/9x/user/guide/phone/b_9xcucu
gphone.html から入手可能です。

– Exchange の連絡先のインポートについては、『User Guide for the Cisco Unity Connection 
Messaging Assistant Web Tool』の「Managing Your Personal Contacts」の章を参照してくださ

い。
http://www.cisco.com/en/US/docs/voice_ip_comm/connection/9x/user/guide/assistant/b_9xcuc
ugasst.html から入手可能です。

– パーソナル着信転送ルールの使用方法については、『User Guide for the Cisco Unity 
Connection Personal Call Transfer Rules Web Tool』を参照してください。
http://www.cisco.com/en/US/docs/voice_ip_comm/connection/9x/user/guide/pctr/b_9xcucugp
ctr.html から入手可能です。

（注） Connection がアクセスする Office 365 サーバでは、認証モードが基本認証に設定され、Web ベースの

プロトコルが HTTPS に設定されています。

Cisco Unity Connection の Office 365 でのユニファイド 
メッセージング サービス アカウントの作成と権限の付与

Cisco Unity Connection では、ユニファイド メッセージング サービス アカウントと呼ばれるドメイン 
サービス アカウントを使用して、Office 365 メールボックスにアクセスします。アカウントを作成後、

Connection がユーザの代わりに操作を行うために必要な権限をアカウントに与えます。

次の項を参照してください。

「Cisco Unity Connection でのユニファイド メッセージング サービス アカウントの作成と権限の付与の

ためのタスク リスト」（P.3-11）
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Cisco Unity Connection でのユニファイド メッセージン
グ サービス アカウントの作成と権限の付与のためのタスク 
リスト 

1. Connection で通信する Office 365 サーバ上に 1 つまたは複数のサービス アカウントを作成します。

次の点に注意してください。

– アカウントには、Connection のユニファイド メッセージング サービス アカウントであること

がわかる名前を付けます。

– このアカウントには Office 365 メールボックスを作成しません。

– 管理者グループにはアカウントを追加しません。

– アカウントを無効にしないでください。無効にすると、Connection がアカウントを使用して 
Office 365 メールボックスにアクセスできなくなります。

– 会社のパスワード セキュリティ要件を満たすパスワードを指定します。パスワードは AES 
128 ビットの暗号化方式によって暗号化され、Connection データベースに保存されます。パス

ワードの暗号化キーはルート アクセスによってのみアクセスでき、ルート アクセスを使用す

るには Cisco TAC のサポートが必要です。

– Connection クラスタにユニファイド メッセージングを設定すると、Connection は、自動的に

両方の Connection サーバに同じユニファイド メッセージング サービス アカウントを使用しま

す。

– サイト間ネットワーキングまたはサイト内ネットワーキングにユニファイド メッセージング

を設定すると、複数の Connection サーバで同じユニファイド メッセージング サービス アカウ

ントを使用できます。ただし、これは要件ではないので、機能や性能には影響を与えません。

2. サービス アカウントへの偽装権限の割り当てについては、次の「Cisco Unity Connection のユニ

ファイド メッセージング サービス アカウントへの Application Impersonation 管理ロールの割り当

て（Office 365 のみ）」（P.3-11）の項（リリース 9.x）を参照してください。

Cisco Unity Connection のユニファイド メッセージング サービス アカ
ウントへの Application Impersonation 管理ロールの割り当て（Office 
365 のみ）

Cisco Unity Connection のユニファイド メッセージング サービス アカウントへの Application 
Impersonation 管理ロールの割り当て方法（Office 365 のみ）

ステップ 1 Office 365 で偽装を設定するためには、Windows PowerShell スクリプトを実行する必要があります。

詳細については、「リモート Exchange Management PowerShell による Office 365 へのアクセス」

（P.3-12）の項を参照してください。

ステップ 2 New-ManagementRoleAssignment cmdlet の実行権限が必要です。管理者には、デフォルトでこの権

限が付与されています。
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サービス アカウントに組織内のすべてのユーザを偽装する権限を付与するには、

"New-ManagementRoleAssignment" Exchange Management Shell cmdlet を使用します。

new-ManagementRoleAssignment -Name:RoleName -Role:ApplicationImpersonation 
-User:Account

 

引数の説明

– Name パラメータには、新しいロール割り当ての名前を指定します（ConnectionUMServicesAcct な
ど）。get-ManagementRoleAssignment を実行すると、RoleName に入力する名前が表示されます。

- Role パラメータは、ApplicationImpersonation ロールが role is assigned to the user specified by the 
User パラメータに指定されたユーザに割り当てられることを示します。

– User は、alias@domain 形式のユニファイド メッセージング サービス アカウント名です。

次に、例を示します。

New-ManagementRoleAssignment –Name "ConnectionUMServicesAcct" –Role 
"ApplicationImpersonation" –User serviceaccount@example.onmicrosoft.com

ステップ 3 複数のユニファイド メッセージング サービス アカウントを作成した場合は、残りのアカウントについ

てステップ 2 を繰り返します。各ユニファイド メッセージング サービス アカウントの RoleName に
は、異なる値を指定します。

リモート Exchange Management PowerShell による 
Office 365 へのアクセス 

リモート Exchange Management PowerShell を使用して Office 365 にアクセスする方法

ステップ 1 管理者として Windows PowerShell を実行します。

ステップ 2 Windows PowerShell エンドポイントで次のコマンドを実行し、ポップアップ ウィンドウで認証のため

に Office-365 管理者アカウントのクレデンシャルを入力します。

$LiveCred = Get-Credential

ステップ 3 Office 365 とのリモート Windows PowerShell セッションを確立するには、New-PSSession Windows 
PowerShell cmdlet を使用して、http://ps.outlook.com/powershell のジェネリック リモート Windows 
PowerShell エンドポイントに接続します。次のコマンドを実行して、リモート Exchange シェル セッ

ションを作成します。

 $Session = New-PSSession -ConfigurationName Microsoft.Exchange -ConnectionUri    
https://ps.outlook.com/powershell/ -Credential $LiveCred -Authentication Basic 
-AllowRedirection

ステップ 4 次のコマンドを実行して、すべてのリモート Exchange シェル コマンドをローカル クライアント側

セッションにインポートします。

Import-PSSession $Session
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リモート Exchange Management PowerShell による Office 365 へのアクセス
Cisco Unity Connection  から Office 365 にアクセスするためのユニ
ファイド メッセージング サービスの作成

1 つまたは複数のユニファイド メッセージング サービスを作成するには、次の手順を実行します。

ステップ 1 Cisco Unity Connection Administration で Cisco Unity Connection から Office 365 にアクセスするた

めにユニファイド メッセージング サービスを作成するには、[ ユニファイド メッセージング（Unified 
Messaging）] を展開し、[ ユニファイド メッセージング サービス（Unified Messaging Services）] を
選択します。

ステップ 2 [ ユニファイド メッセージング サービスの検索（Search Unified Messaging Services）] ページで、[ 新

規追加（Add New）] を選択します。

ステップ 3 ページの下部にある [ 電子メール用メッセージ アクション（Message Action for Email）] リストと [
ファクス用メッセージ アクション（Message Action for Fax）] リストで選択するオプションを決定し

ます。（フィールドの詳細については、[ ヘルプ（Help）] メニューの [ このページ（This Page）] を選

択してください）。

いずれかのリストで [ メッセージをリレー（Relay the Message）] または [ メッセージを受信してリ

レー（Accept and Relay the Message）] を選択する場合、最初に [ システム設定（System Settings）] > 
[SMTP の設定（SMTP Configuration）] > [ スマート ホスト（Smart Host）] ページで SMTP スマート 
ホストを設定する必要があります。Connection Administration では、SMTP スマート ホストが設定さ

れていない場合、これらの設定を持つ新しいユニファイド メッセージング設定を保存できません。

SMTP スマート ホスト サーバの場合、Connection はオンプレミス SMTP リレー サーバのみと通信し

ます。

ステップ 4 [ ユニファイド メッセージング サービスの新規作成（New Unified Messaging Service）] ページの [ タ

イプ（Type）] リストで、[Office 365] を選択します。

（注） 1 つの Office 365 ユニファイド メッセージング サービスに最大 1800 ユーザを設定できます。365 
Office で 1800 を超えるユーザを作成するには、より多くのユニファイド メッセージング サービスを

作成する必要があります。

ステップ 5 [ 有効（Enabled）] チェックボックスをオンにして、サービスを有効にします。

シングル インボックスが有効になっているユニファイド メッセージング サービスを後で無効にした場

合に同期がどのような影響を受けるかについては、「シングル インボックスを無効にしてから再度有効

にした場合の Connection メールボックスと Office 365 メールボックスの同期に対する影響」（P.3-6）

を参照してください。

ステップ 6 [ 表示名（Display Name）] フィールドに、わかりやすい名前を入力します。

Office 365 の複数のユニファイド メッセージング サービスを作成する場合、これがユニファイド メッ

セージングにユーザを設定するときに [ ユーザ（Users）] > [ ユニファイド メッセージング アカウント

（Unified Messaging Accounts）] ページに表示される名前であることに注意してください。各ユーザの

正しいユニファイド メッセージング サービスを簡単に選択できるような表示名を入力します。

ステップ 7 Connection で Exchange サーバからの SSL 証明書を検証する場合は、[Exchange サーバの証明書を確

認する（Validate Certificates for Exchange Servers）] チェックボックスをオンにします。

ステップ 8 [ プロキシ サーバ（Proxy Server）] フィールドに、IP アドレスとポートを Adress:Port または 
Hostname:Port の形式で入力します。
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（注） [ プロキシ サーバ（Proxy Server）] は任意のフィールドです。このフィールドを設定することにより、

指定すると、Connection から Office 365 ネットワークにアクセスできない場合にプロキシ サーバを使

用してトラフィックをルーティングできます。

ステップ 9 Connection がホストされている Exchange クライアント アクセス サーバを自動的に検索するように設

定する場合は、次の手順を実行してください。

a. [ ホステッド Exchange サーバの検索（Search for Hosted Exchange Servers）] を選択します。

（注） Office 365 では、[ ホステッド Exchange サーバの検索（Search for Hosted Exchange Servers）] オプ

ションが必須です。

b. [Active Directory DNS ドメイン名（Active Directory DNS Domain Name）] フィールドに、ホス

トされている Exchange サーバ用として Office 365 が用意した Active Directory ドメインの DNS 
ドメイン名を入力します。

c. ホストされている Exchange サーバが複数の Active Directory サイトにある場合、Connection によ

る Exchange サーバの検出に使用するドメイン コントローラがあるサイトを指定すると、パフォー

マンスが向上します。[Active Directory サイト名（Active Directory Site Name）] フィールドにサ

イトの名前を入力します。

d. [ ドメイン コントローラとの通信に使用するプロトコル（Protocol Used to Communicate with 
Domain Controllers）] リストで、ホストされている Exchange サーバを検出するために Active 
Directory と通信するときに Connection で LDAP と Secure LDAP（LDAPS）のどちらを使用する

かを選択します。

注意 注意：[ ホステッド Exchange サーバの検索（Search for Hosted Exchange Servers）] を選択すると、

Connection は基本認証を使用して Active Directory サーバと通信します。その結果、ユニファイド 
メッセージング サービス アカウントのユーザ名とパスワード、および Connection と Active 
Directory サーバ間のすべての通信は、クリア テキストになります。このデータを暗号化したい場

合は、[ ドメイン コントローラとの通信に使用するプロトコル（Protocol Used to Communicate 
with Domain Controllers）] リストで [ セキュア LDAP（LDAPS）（Secure LDAP (LDAPS)）] を選

択し、Active Directory サーバから tomcat-trust および Connection-trust の両方のロケーションへの 
SSL 証明書を発行した証明機関から証明書をアップロードする必要があります。

e. Connection で Active Directory ドメイン コントローラからの SSL 証明書を検証する場合は、

[Active Directory ドメイン コントローラの証明書を確認する（Validate Certificates for Active 
Directory Domain Controllers）] チェックボックスをオンにします。

自己署名証明書は検証できません。[ ドメイン コントローラとの通信に使用するプロトコル
（Protocol Used to Communicate with Domain Controllers）] リストで [LDAPS] を選択し、自己署
名証明書を使用している場合は、[Active Directory ドメイン コントローラの証明書を確認する

（Validate Certificates for Active Directory Domain Controllers）] チェックボックスをオンにしな
いでください。このチェックボックスをオンにすると、ホストされている Exchange サーバを検索
するときに Connection がドメイン コントローラにアクセスできなくなります。

f. ステップ 9 に進みます。

ステップ 10 [ ユーザ名（Username）] および [ パスワード（Password）] フィールドに、Microsoft Office 365 から

提供されたドメイン サービス アカウントの Active Directory ユーザ名とパスワードを入力します。

ユーザ名は、ユーザ プリンシパル名の形式（username@domain.com）で入力する必要がありま
す。
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Cisco Unity Connection  用ユニファイド メッセージング サービスのテスト
ステップ 11 [ サービス機能（Service Capabilities）] で、このユニファイド メッセージング サービスで使用する機

能を選択します。

（注） Connection ユーザのユニファイド メッセージングを設定する場合は、この段階で有効にした機能を

個々のユーザごとに無効にできます。ただし、ここで無効にした機能は個別のユーザに対して有効には

できません。

シングル インボックスが有効になっているユニファイド メッセージング サービスを後で無効にし
た場合に同期がどのような影響を受けるかについては、「シングル インボックスを無効にしてから
再度有効にした場合の Connection メールボックスと Office 365 メールボックスの同期に対する影
響」（P.3-6）を参照してください。

ステップ 12 [Connection と Office 365 のメールボックスを同期する（シングル インボックス）（Synchronize 
Connection and Office 365 Mailboxes (Single Inbox)）] で、電子メールとファクスに対するメッセージ 
アクションを選択します。（フィールドの詳細については、[ ヘルプ（Help）] メニューの [ このページ

（This Page）] を選択してください）。

ステップ 13 [ 保存（Save）] を選択します。 

Cisco Unity Connection  用ユニファイド メッセージング 
サービスのテスト

1 つ以上のユニファイド メッセージング サービスをテストするには、次の手順を実行します。

Connection 用ユニファイド メッセージング サービスのテスト方法 

ステップ 1 Cisco Unity Connection の管理で、[ ユニファイド メッセージング（Unified Messaging）] を展開し、[
ユニファイド メッセージング サービス（Unified Messaging Services）] を選択します。

ステップ 2 [ ユニファイド メッセージング サービスの検索（Search Unified Messaging Services）] ページでテス

トを実行するサービスを選択します。

ステップ 3 [ ユニファイド メッセージング サービスの編集（Edit Unified Messaging Service）] ページで [ テスト

（Test）] を選択します。

ステップ 4 テストの結果に設定上の問題が表示された場合は、問題を解決してからテストを繰り返します。

ステップ 5 複数のユニファイド メッセージング サービスが設定されている場合は、ステップ 1 ～ステップ 4 を繰

り返して残りのサービスのテストを実行します。

Cisco Unity Connection 用ユニファイド メッセージング 
アカウントのテスト

「Cisco Unity Connection の Office 365 でのユニファイド メッセージング サービス アカウントの作成

と権限の付与」（P.3-10） で作成した 1 つ以上のユニファイド メッセージング アカウントをテストする

には、次の手順を実行します。
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Office 365 と Cisco Unity Connection を使用したユニファイド メッセージングを含むシステム設定のテスト
個別の Cisco Unity Connection の Office 365 へのユーザ アクセスのテスト方法 

ステップ 1 Cisco Unity Connection の管理で、[ ユーザ（Users）] を展開し、[ ユーザ（Users）] を選択します。

ステップ 2 [ ユーザの検索（Search Users）] ページで Office 365 の 1 つ以上のユニファイド メッセージング機能

に設定されているユーザのエイリアスを選択します。

（注） ユーザ エイリアスが検索結果テーブルに表示されない場合は、ページ上部の検索フィールドに

適切なパラメータを設定し、[ 検索（Search）] を選択します。

ステップ 3 [ ユーザの基本設定の編集（Edit User Basics）] ページの [ 編集（Edit）] メニューで、[ ユニファイド 
メッセージング アカウント（Unified Messaging Accounts）] を選択します。

ステップ 4 Exchange のユニファイド メッセージング アカウントを選択します。

ステップ 5 [ ユニファイド メッセージング アカウントの編集（Edit Unified Messaging Account）] ページで [ テス

ト（Test）] を選択します。

ステップ 6 結果を確認し、問題があれば解決して、問題がすべて解決するまでテストを繰り返します。

Office 365 と Cisco Unity Connection を使用したユニ
ファイド メッセージングを含むシステム設定のテスト

Connection システムのテスト（ユニファイド メッセージング設定のテストなど）を実行できます。テ

ストでは、構成の問題があればそれを示すサマリー データが作成されます。たとえば、構成の問題を

持つ指定したユニファイド メッセージング サービスに割り当てられているアカウントの数などです。

Cisco Unity Connection のユニファイド メッセージング設定を含むシステム設定の確認方法

ステップ 1 Cisco Unity Connection の管理で、[ ツール（Tools）] を展開し、[ タスク管理（Task Management）] 
を選択します。

ステップ 2 [ タスクの定義（Task Definitions）] ページで、[ システム設定の確認（Check System Configuration）] 
を選択します。

ステップ 3 [ 今すぐ起動（Run Now）] を選択します。

ステップ 4 [ 更新（Refresh）] を選択して、最新の結果へのリンクを表示します。

ステップ 5 結果を確認し、問題があれば解決して、問題がすべて解決するまで [ システム設定の確認（Check 
System Configuration）] のタスクを繰り返します。
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Cisco Unity Connection の Office 365 予定表へのアクセスのテスト
Cisco Unity Connection の Office 365 予定表へのアクセ
スのテスト

Connection の Office 365 予定表へのアクセスを設定した場合は、次の手順を実行します。

Cisco Unity Connection の Office 365 予定表へのアクセスのテスト方法

ステップ 1 Outlook にログインします。

ステップ 2 [ 移動（Go）] メニューで [ 予定表（Calendar）] を選択します。

ステップ 3 [ ファイル（File）] メニューで、[ 新規作成（New）] > [ 会議出席依頼（Meeting Request）] を選択し

ます。

ステップ 4 必須フィールドに値を入力し、現在時刻の新しい会議をスケジュール設定し、Cisco Unity Connection 
にアカウントがあるユーザを招待します。

ステップ 5 [ 送信（Send）] を選択します。

ステップ 6 ステップ 4 で Outlook 会議に招待したユーザの Cisco Unity Connection メールボックスにログインし

ます。

ステップ 7 ユーザ アカウントが音声アクセスに設定されている場合は、「Play Meetings」と発音します。

ユーザ アカウントが音声アクセスに設定されていない場合は、6 を押し、プロンプトに従って会議を一

覧表示します。

Connection から、Exchange 会議に関する情報が再生されます。
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Cisco Unity Connection の Office 365 予定表へのアクセスのテスト
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Cisco Unity Connection 
C H A P T E R 4

ユニファイド メッセージ用に設定されている 
Connection ユーザの Microsoft Exchange 
メール ボックスの移動

次の項を参照してください。

• 「手動による Exchange メールボックスの移行後に Cisco Unity Connection のユーザ設定をアップ

デートする必要があるタイミングの判断」（P.4-1）

• 「Exchange メールボックスの新しい Connection 用 Exchange サーバへの移動」（P.4-2）

• 「Exchange メールボックス移行後の Connection ユニファイド メッセージング アカウントの置換」

（P.4-2）

手動による Exchange メールボックスの移行後に 
Cisco Unity Connection のユーザ設定をアップデートする
必要があるタイミングの判断

「Cisco Unity Connection および Microsoft Exchange のユニファイド メッセージング用設定」 の章で説

明したように、Exchange に 1 つ以上のユニファイド メッセージング サービスを作成した場合、設定の 
1 つにより Connection が通信する Exchange サーバが特定されます。

• Connection が Exchange サーバを検索できるように選択した場合、Connection は、メールボック

スを Exchange の 1 つのバージョンから別のバージョンに移動したことを自動的に検出し、

Connection のユーザ設定を自動的に更新できます。

• 特定の Exchange サーバを選択した場合、Connection は、メールボックスをある Exchange サーバ

から別のサーバに移行した際に検出できる場合があり、非表示の Connection のユーザ設定を自動

的に更新できます。Connection がメールボックスの移行を検出できない場合は、古い Exchange 
サーバにアクセスするユニファイド メッセージング アカウントを、新しいサーバにアクセスする

ユニファイド メッセージング アカウントに手動で置換する必要があります。表 4-1 に、Exchange 
サーバ間でのメールボックスの移動を Connection が自動的に検出できる場合と検出できない場合

を示します。
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第 4 章 ユニファイド メッセージ用に設定されている Connection ユーザの Microsoft Exchange メール ボックスの移動

Exchange メールボックスの新しい Connection 用 Exchange サーバへの移動
Connection がメールボックスの移行を自動的に検出しない場合は、「Exchange メールボックス移行後

の Connection ユニファイド メッセージング アカウントの置換」（P.4-2）の手順を実行してください。

Exchange メールボックスの新しい Connection  用 
Exchange サーバへの移動

Exchange 組織に Exchange サーバを追加し、Exchange メールボックスを新しいサーバに移行するとき

に、Exchange メールボックスがシングル インボックスを設定した Connection ユーザに関連付けられ

ている場合は、メールボックスを移行する前に、Connection が必要とする権限を付与する必要があり

ます。この手順を実行しない場合、Connection ユーザは新しい場所にあるロケーションのボイス メッ

セージにアクセスできなくなります。これは、Connection が Exchange サーバを検索できるようにし

た場合や、Connection が特定の Exchange サーバと通信できるようにした場合にも当てはまります。

必要な権限の付与に関する詳細については、「Cisco Unity Connection の Active Directory でのユニ

ファイド メッセージング サービス アカウントの作成と権限の付与」（P.2-26） を参照してください。な

お、新しい Exchange サーバに新しいユニファイド メッセージング サービス アカウントを必ず作成し

なければならないわけではない点に注意してください。つまり、新しい Exchange サーバへのアクセス

に必要な権限を、既存のユニファイド メッセージング サービス アカウントに付与してもかまいませ

ん。

Exchange メールボックス移行後の Connection ユニファ
イド メッセージング アカウントの置換

Connection により Exchange メールボックスの移行が検出されないために、Connection ユーザの 
Exchange メールボックスの場所が自動的に更新されない場合は、新しいメールボックスの場所にアク

セスする新しいユニファイド メッセージング アカウントを手動で作成し、古いメールボックスの場所

にアクセスしていたユニファイド メッセージング アカウントを削除する必要があります。

注意 Exchange メールボックスを移行してから、関連するユーザの Connection の設定を更新するまでの

間、Connection は、対応する Exchange メールボックスのボイス メッセージと同期しません。

Exchange メールボックス移行後の Connection ユニファイド メッセージング アカウントの置換方
法

ステップ 1 「手動による Exchange メールボックスの移行後に Cisco Unity Connection のユーザ設定をアップデー

トする必要があるタイミングの判断」（P.4-1） を確認して、Connection により、Exchange の設定と 
Connection の設定の間におけるメールボックスの移行が自動的に検出されるかどうかを判断します。

表 4-1 Connection が Exchange サーバ間におけるメールボックスの移行を自動的に検出できる場合

選択したサーバ

次の Exchange バージョン間でのメールボックスの移動を Connection が自動的に検出可能

2003 と 2003 2003 と 2007 2003 と 2010 2007 と 2007 2007 と 2010 2010 と 2010

Exchange 2003 サーバ No No No No No No

Exchange 2007 サーバ No No No Yes No No

Exchange 2010 サーバ No No No Yes Yes Yes
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• Connection によりメールボックスの移行が検出される場合は、残りの手順を省略します。

• Connection によりメールボックスの移行が検出されない場合は、ステップ 2 に進みます。

ステップ 2 Exchange メールボックスを、現在 Connection ユニファイド メッセージング サービスがない 
Exchange サーバに移行した場合は、サービスを作成します。詳細については、「Cisco Unity 
Connection から Exchange にアクセスするためのユニファイド メッセージング サービスの作成」

（P.2-34）を参照してください。

ステップ 3 ユーザに対し新しいユニファイド メッセージング アカウントを作成し、メールボックスの移行元の 
Exchange サーバにアクセスするユニファイド メッセージング サービスを選択します。詳細について

は、「Cisco Unity Connection ユーザの Exchange メール ボックスへのリンクのためのユニファイド 
メッセージング アカウント作成」（P.2-39）を参照してください。

ステップ 4 メールボックスの移行元 Exchange サーバにアクセスしていたユニファイド メッセージング アカウン

トを削除します。

a. Cisco Unity Connection の管理で、[ ユーザ（Users）] を展開し、[ ユーザ（Users）] を選択しま

す。

b. [ ユーザの検索（Search Users）] ページで、ユーザのエイリアスを選択します。

（注） ユーザ エイリアスが検索結果テーブルに表示されない場合は、ページ上部の検索フィールドに

適切なパラメータを設定し、[ 検索（Search）] を選択します。

c. [ ユーザの基本設定の編集（Edit User Basics）] ページの [ 編集（Edit）] メニューで、[ ユニファイ

ド メッセージング アカウント（Unified Messaging Accounts）] を選択します。

d. [ ユニファイド メッセージング アカウント（Unified Messaging Accounts）] ページで、削除する

ユニファイド メッセージング アカウントの左のチェックボックスをオンにします。

e. [ 選択項目の削除（Delete Selected）] を選択します。

ステップ 5 Exchange メールボックスを移行した他の Connection ユーザについても、ステップ 2 ～ステップ 4 を
繰り返します。
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C H A P T E R 5

シングル インボックスが有効な場合の 
Cisco Unity Connection 内 Microsoft 
Exchange メールボックスの復元

この章の内容は、次のとおりです。

• 「Cisco Unity Connection 用 Exchange メールボックスの復元前にシングル インボックスを無効に

しておくことの重要性」（P.5-1）

• 「シングル インボックスが有効な場合の Cisco Unity Connection 内 Microsoft Exchange メール

ボックス復元のタスク リスト」（P.5-2）

• 「Cisco Unity Connection 用シングル インボックスの無効化」（P.5-3）

Cisco Unity Connection 用 Exchange メールボックスの
復元前にシングル インボックスを無効にしておくことの重要
性

Exchange メールボックスの復元を検討していて、復元する Exchange メールボックスを使用する 
Cisco Unity Connection ユーザのシングル インボックスのユニファイド メッセージング サービス機能

が有効になっている場合は、Exchange を復元する前にそのユーザのシングル インボックスを無効にす

る必要があります。

シングル インボックスを無効にした場合の動作の同期に対する影響に関する詳細については、「シング

ル インボックスを無効にしてから再度有効にした場合の、Connection メールボックスと Exchange 
メールボックスの同期への影響」（P.2-10） を参照してください。

注意 Exchange メールボックスが復元される Connection ユーザのシングル インボックスを無効にしない

と、復元が作成されてから完了するまでの間に受信されたボイス メッセージに Connection が再同

期できなくなります。

Connection は、どのボイス メッセージがすでに Exchange に転送されたのかを追跡する同期キャッ

シュを維持します。シングル インボックスを無効にすると、同期キャッシュは自動的にクリアされま

す。そのプロセスは次のとおりです。

1. Exchange をバックアップします。

2. 新しいボイス メッセージが届きます。
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3. Connection は、ボイス メッセージを Connection ユーザに関連付けられている Exchange メール

ボックスと同期させます。

4. Connection は、そのメッセージが Exchange と同期したことを表すよう、そのユーザの同期キャッ

シュを更新します。

5. Exchange サーバのハード ディスクに障害が発生します。

6. 障害が発生したハード ディスクに Exchange メールボックスがある Connection ユーザのシングル 
インボックスを無効にします。

7. Connection により、そのユーザの同期キャッシュがクリアされます。

8. ハード ディスクを交換し、1. で作成したバックアップから Exchange を復元します。

9. そのユーザのシングル インボックスを再度有効にします。

10. Connection により、同期キャッシュと現在 Exchange にあるボイス メールが定期的に比較されま

す。

11. キャッシュが空であるため、Connection により、Connection メールボックスには存在するが、

Exchange メールボックスには存在しないボイス メッセージは、まだ Exchange と同期していない

という結論が出されます。

12. Connection により、Connection メールボックスが Exchange メールボックスと再同期され、同期

キャッシュが再構築されます。

Connection ユーザのシングル インボックスを無効にせずに Exchange メールボックスを復元すると、

復元に必要なバックアップの作成後に受信されたボイス メッセージが、Connection によりすべて消去

されます。

1. Exchange をバックアップします。

2. 新しいボイス メッセージが届きます。

3. Connection は、ボイス メッセージを Connection ユーザに関連付けられている Exchange メール

ボックスと同期させます。

4. Connection は、そのメッセージが Exchange と同期したことを表すよう、そのユーザの同期キャッ

シュを更新します。

5. Exchange サーバのハード ディスクに障害が発生します。

6. ハード ディスクを交換し、1. で作成したバックアップから Exchange を復元します。

7. Connection により、同期キャッシュと現在 Exchange にあるボイス メールが定期的に比較されま

す。2. で届いたボイス メッセージは、関連する Connection ユーザの Exchange メールボックス内

には存在していません。

8. Connection により、ボイス メッセージはすでに Exchange と同期していて、Exchange メールボッ

クス内のメッセージとは再同期していないという結論が出されます。

シングル インボックスが有効な場合の Cisco Unity 
Connection 内 Microsoft Exchange メールボックス復元
のタスク リスト

1. 選択したユーザ、またはユニファイド メッセージング サービスのシングル インボックスを無効に

します。「Cisco Unity Connection 用シングル インボックスの無効化」（P.5-3）を参照してくださ

い。 
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2. Exchange メールボックスを復元します。詳細については、該当する Microsoft 社の資料を参照し

てください。

3. タスク 1. でシングル インボックスを無効にした手順を逆の順序で実行し、シングル インボックス

を再度有効にします。

– Connection の管理を使用して個々のユーザのシングル インボックスを無効にした場合は、

「Connection のための個別ユーザのシングル インボックス無効化」（P.5-4）の手順を繰り返し

ます。ただし、[Connection と Exchange のメールボックスを同期する（シングル インボック

ス）（Synchronize Connection and Exchange Mailboxes (Single Inbox)）] チェックボックスを

オンにします。

– ユニファイド メッセージング サービスのシングル インボックスを無効にした場合は、

「Connection のユニファイド メッセージング サービスに関連付けられているすべてのユーザ

のシングル インボックスの無効化方法」（P.5-5）の手順を繰り返します。ただし、必要に応じ

て、[Connection と Exchange のメールボックスを同期する（シングル インボックス）

（Synchronize Connection and Exchange Mailboxes (Single Inbox)）] チェックボックス、また

は [ 有効（Enabled）] チェックボックスをオンにします。

– 一括管理ツールを使用して個々のユーザのシングル インボックスを無効にした場合は、

「Connection 用一括管理ツールによる多数の選択ユーザのシングル インボックス無効化方法」

（P.5-5）の手順を繰り返します。ただし、enableMbxSynch の値を 1 に変更します。

Cisco Unity Connection 用シングル インボックスの無効
化

「Cisco Unity Connection 用 Exchange メールボックスの復元前にシングル インボックスを無効にして

おくことの重要性」（P.5-1） で説明したとおり、Exchange メールボックスを復元するときの最初のス

テップは、シングル インボックスの無効化です。シングル インボックスを無効にする方法はいくつか

ありますが、それは、復元する Exchange メールボックスの数、ユニファイド メッセージング サービ

スに関連付けられているすべての Exchange メールボックスを復元するかどうか、および復元中の 
Connection の機能に対する影響への考慮により異なります。

（注） シングル インボックスを無効にした場合の同期に対する影響に関する詳細については、「シングル イン

ボックスを無効にしてから再度有効にした場合の、Connection メールボックスと Exchange メール

ボックスの同期への影響」（P.2-10） を参照してください。

ユーザ数が少ない場合の Exchange メールボックスの復元

ユーザ数が少ない場合の Exchange メールボックスの復元では、Connection の管理を使用して個々の

ユーザ アカウントのシングル インボックスを無効にします。「Connection のための個別ユーザのシン

グル インボックス無効化」（P.5-4）の手順を参照してください。 

ユニファイド メッセージング サービスに関連付けられているすべてのユーザの Exchange メール
ボックスを復元する場合、または Connection の機能を考慮せずにメールボックスを復元する場合

Exchange メールボックスを復元するときに次の両方の条件に当てはまる場合は、ユニファイド メッ

セージング サービスのシングル インボックスを無効にします。これにより、ユニファイド メッセージ

ング サービスに関連付けられているすべてのユーザのシングル インボックス機能が無効にされます。

• ユニファイド メッセージング サービスに関連付けられているすべてのユーザのメールボックスを

復元する。
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• ユニファイド メッセージング サービスに関連付けられているユーザを選択してメールボックスを

復元する。シングル インボックスの停止によるユーザへの影響が少ない業務時間外にメールボッ

クスを復元する。

ユニファイド メッセージング サービスのシングル インボックスを無効にする方法には 2 つあります。

• 1 つのユニファイド メッセージング サービスのシングル インボックスだけを無効にする：シング

ル インボックスだけを無効にする場合、Connection の会話は他のユニファイド メッセージング機

能のオプションの再生を続行します。Exchange を使用できない間に、ユーザがこれらの機能の 1 
つを選択した場合、Connection の会話が、現在そのメッセージにはアクセスできない状態である

ことをアナウンスします。

• ユニファイド メッセージング サービス全体を無効にする：ユニファイド メッセージング サービス

が他のユニファイド メッセージング機能も有効にしていて、そのサービスも無効にする場合は、

ユーザを混乱させないように、ユニファイド メッセージング サービスが再度有効にされるまで、

Connection の会話はこれらの機能のオプションの再生を停止します。

「Connection のユニファイド メッセージング サービスに関連付けられているすべてのユーザのシング

ル インボックスの無効化方法」（P.5-5）の手順を参照してください。 

ユニファイド メッセージング サービスに関連付けられている（すべてではなく）一部のユーザの 
Exchange メールボックスを復元するときに、Connection の機能が考慮される場合のメールボッ
クスの復元

ユニファイド メッセージング サービスに関連付けられている多数のユーザの Exchange メールボック

スを復元するときに、次の両方の条件に当てはまる場合は、一括管理ツールを使用して各ユーザのシン

グル インボックスを無効にします。

• ユニファイド メッセージング サービスが、メールボックスを復元しないユーザも含んでいる。

• メールボックスを復元しないユーザへの影響を最小化したい業務時間内にメールボックスを復元す

る。

「Connection 用一括管理ツールによる多数の選択ユーザのシングル インボックス無効化方法」（P.5-5）

の手順を参照してください。 

Connection  のための個別ユーザのシングル インボックス無効化

ステップ 1 Connection の管理で、[ ユーザ（Users）] を選択します。

ステップ 2 [ ユーザの検索（Search Users）] ページで修正するユーザ アカウントのエイリアスを選択します。

（注） ユーザが検索結果テーブルに表示されない場合は、ページ上部の検索フィールドに適切なパラ

メータを設定し、[ 検索（Find）] を選択します。

ステップ 3 [ 編集（Edit）] メニューで、[ ユニファイド メッセージング アカウント（Unified Messaging 
Accounts）] を選択します。

ステップ 4 そのユーザのシングル インボックスを有効にしているユニファイド メッセージング アカウントを選択

します。

ステップ 5 [Connection と Exchange のメールボックスを同期する（シングル インボックス）（Synchronize 
Connection and Exchange Mailboxes (Single Inbox)）] チェックボックスをオフにします。

ステップ 6 [ 保存（Save）] を選択します。

ステップ 7 他のユーザに対して、ステップ 1 ～ステップ 6 を繰り返します。
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Connection のユニファイド メッセージング サービスに関連付けられているすべてのユーザのシン
グル インボックスの無効化方法

ステップ 1 Connection の管理で [ ユニファイド メッセージング（Unified Messaging）] > [ ユニファイド メッセー

ジング サービス（Unified Messaging Services）] の順に選択します。

ステップ 2 [ ユニファイド メッセージング サービスの検索（Search Unified Messaging Services）] ページで、変

更するユニファイド メッセージング サービスのエイリアスを選択します。

（注） ユニファイド メッセージング サービスが検索結果表に表示されない場合は、ページの最上部に

ある検索フィールドで該当するパラメータを設定して、[ 検索（Find）] を選択します。

ステップ 3 このユニファイド メッセージング サービスに関連付けられているユーザのシングル インボックスのみ

を表示するには、[Connection と Exchange のメールボックスを同期する（シングル インボックス）

（Synchronize Connection and Exchange Mailboxes (Single Inbox)）] チェックボックスをオフにしま

す。

ユニファイド メッセージング サービス全体を無効にするには、[ 有効（Enabled）] チェックボックス

をオフにします。

ステップ 4 [ 保存（Save）] を選択します。

ステップ 5 シングル インボックスを無効にする他のユニファイド メッセージング サービスについても、ステッ

プ 1 ～ステップ 4 を繰り返します。

Connection 用一括管理ツールによる多数の選択ユーザのシングル インボックス無効化方法

ステップ 1 Connection の管理で、[ ツール（Tools）] > [ 一括管理ツール（Bulk Administration Tool）] の順に選

択します。

ステップ 2 [ 操作の選択（Select Operation）] から [ エクスポート（Export）] を選択します。

ステップ 3 [ オブジェクト タイプの選択（Select Object Type）] で、[ ユニファイド メッセージング アカウント

（Unified Messaging Accounts）] を選択します。

ステップ 4 ユニファイド メッセージング アカウントをエクスポートする CSV ファイルのファイル名を入力しま

す。

ステップ 5 [ 送信（Submit）] を選択します。

ステップ 6 画面の指示に従い、CSV ファイルを保存します。

ステップ 7 CSV ファイルを開きます。

ステップ 8 シングル インボックス機能を無効にするユーザの enableMbxSynch の値を 0 に変更します。

ステップ 9 Connection の管理で、[ ツール（Tools）] > [ 一括管理ツール（Bulk Administration Tool）] の順に選

択します。

ステップ 10 [ 操作の選択（Select Operation）] から [ 更新（Update）] を選択します。

ステップ 11 [ オブジェクト タイプの選択（Select Object Type）] で、[ ユニファイド メッセージング アカウント

（Unified Messaging Accounts）] を選択します。

ステップ 12 ステップ 8 で更新した CSV ファイルの名前を入力します。

ステップ 13 [ 送信（Submit）] を選択します。
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Cisco Unity Connection 用シングル インボックスの無効化
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Cisco Unity Connection 
C H A P T E R 6

Cisco Unity Connection および Cisco 
Unified MeetingPlace のユニファイド メッ
セージング用設定

Cisco Unified MeetingPlace 9.x と統合された場合、Cisco Unity Connection では、電話機で次のタス

クを実行できます。

• 進行中の会議に参加する。

• 会議参加者リストを再生する。

• 会議開催者にメッセージを送信する。

• 会議参加者にメッセージを送信する。

• 即時会議を設定する。

• 会議をキャンセルする（会議開催者に限る）。

次の項を参照してください。

• 「Cisco Unified MeetingPlace 予定表統合の作成のためのタスク リスト」（P.6-1）

• 「Cisco Unified MeetingPlace 予定表統合の要件」（P.6-2）

• 「予定表統合のための Cisco Unified MeetingPlace の設定」（P.6-2）

• 「Cisco Unity Connection から Cisco Unified MeetingPlace にアクセスするためのユニファイド 
メッセージング サービスの作成」（P.6-4）

• 「Cisco Unity Connection ユーザの Cisco Unified MeetingPlace ユーザへのリンクのためのユニ

ファイド メッセージング アカウント作成」（P.6-5）

• 「Cisco Unified MeetingPlace 予定表統合のための予定表統合のテスト」（P.6-6）

Cisco Unified MeetingPlace 予定表統合の作成のためのタ
スク リスト

次のタスク リストを使用して、Cisco Unified MeetingPlace 予定表統合を作成します。

1. システム要件を確認し、Cisco Unified MeetingPlace と Cisco Unity Connection サーバのすべての

要件が満たされていることを確認します。「Cisco Unified MeetingPlace 予定表統合の要件」

（P.6-2）を参照してください。 

2. Cisco Unified MeetingPlace を設定します。「予定表統合のための Cisco Unified MeetingPlace の設

定」（P.6-2）を参照してください。 
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Cisco Unified MeetingPlace 予定表統合の要件
3. Connection を設定します。「Cisco Unity Connection から Cisco Unified MeetingPlace にアクセス

するためのユニファイド メッセージング サービスの作成」（P.6-4）を参照してください。 

4. タスク 2. で Cisco Unified MeetingPlace が HTTPS を使用するように設定し、タスク 3. でユニファ

イド メッセージング サービスが MeetingPlace サーバの証明書を検証できるように設定した場合、

Connection サーバの Cisco Unified Communications Operating System で、MeetingPlace サーバの 
SSL 証明書を発行した証明機関から tomcat-trust および Connection-trust のロケーションに証明書

をアップロードします。

SSL の指示については、『Security Guide for Cisco Unity Connection』（Release 9.x）の「Using 
SSL to Secure Client/Server Connections in Cisco Unity Connection 9.x」の章を参照してください。

このガイドは、
http://www.cisco.com/en/US/docs/voice_ip_comm/connection/9x/security/guide/9xcucsecx.html 
で入手可能です。

5. Connection ユーザを設定します。「Cisco Unity Connection ユーザの Cisco Unified MeetingPlace 
ユーザへのリンクのためのユニファイド メッセージング アカウント作成」（P.6-5）を参照してく

ださい。 

6. 予定表統合をテストします。「Cisco Unified MeetingPlace 予定表統合のための予定表統合のテス

ト」（P.6-6）を参照してください。 

7. 会議の一覧表示、参加、スケジュール設定についてユーザに知らせるには、『User Guide for the 
Cisco Unity Connection Phone Interface』の「Managing Meetings」の章を参照してください。こ

のガイドは、
http://www.cisco.com/en/US/docs/voice_ip_comm/connection/9x/user/guide/phone/b_9xcucugpho
ne.html から入手可能です。

Cisco Unified MeetingPlace 予定表統合の要件
Cisco Unified MeetingPlace との予定表統合には、次の要件があります。

• Cisco Unified MeetingPlace 9.x が、
http://www.cisco.com/en/US/docs/voice_ip_comm/connection/9x/requirements/9xcucsysreqs.html 
にある『System Requirements for Cisco Unity Connection』（Release 9.x）の「Requirements for 
Accessing Calendar Information for Meetings」の項に記述されているとおりであること。

• Cisco Unity Connection が、
http://www.cisco.com/en/US/docs/voice_ip_comm/connection/9x/installation/guide/9xcucigx.html 
にある『Installation Guide for Cisco Unity Connection』（Release 9.x）の記述に従ってインストー

ルされていること。

予定表統合のための Cisco Unified MeetingPlace の設定
次の手順を実行します。

• 「予定表統合のために Cisco Unified MeetingPlace を設定する方法」（P.6-2）

• 「Cisco Unified MeetingPlace 予定表統合の設定をテストする方法」（P.6-3）

予定表統合のために Cisco Unified MeetingPlace を設定する方法

ステップ 1 Cisco Unified MeetingPlace アプリケーション サーバに管理者としてサインインします。

ステップ 2 [ ユーザの設定（User Configuration）] > [ ユーザ プロファイル（User Profiles）] を選択します。
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予定表統合のための Cisco Unified MeetingPlace の設定
ステップ 3 [ 新規追加（Add New）] を選択します。

ステップ 4 必須フィールドに次の値を入力して、特権サービス アカウントを作成します。

（注） [ ユーザ ID（User ID）]、[ ユーザ パスワード（User Password）]、[ プロファイル番号

（Profile Number）]、[ プロファイル パスワード（Profile Password）] フィールドに入力した

値は、「Cisco Unity Connection から Cisco Unified MeetingPlace にアクセスするためのユニ

ファイド メッセージング サービスの作成」（P.6-4）で使用します。

ステップ 5 [ 保存（Save）] を選択します。

ステップ 6 Cisco Unified MeetingPlace からログアウトします。

注意 Cisco Unified MeetingPlace からログアウトしなかった場合、「Cisco Unified MeetingPlace 
予定表統合の設定をテストする方法」（P.6-3）の手順のテストが失敗します。

Cisco Unified MeetingPlace 予定表統合の設定をテストする方法

ステップ 1 Web ブラウザの [ アドレス（Address）] フィールドに、SSL が有効になっていない場合は、次の URL 
を入力します（ここで、< サーバ > は、Cisco Unified MeetingPlace サーバの IP アドレスまたはホスト

名です）。

http://< サーバ >/webservices/services/meetingservice?wsdl

SSL が有効になっている場合は、次の URL を入力します。

https://< サーバ >/webservices/services/meetingservice?wsdl

ステップ 2 Enter キーを押します。 

ステップ 3 ログイン プロンプトに対して、「予定表統合のために Cisco Unified MeetingPlace を設定する方法」

（P.6-2）の手順で作成した特権サービス アカウントのユーザ ID とパスワードを入力します。

名（First Name） このフィールドは空欄のままにします。

姓（Last Name） Cisco Unity Connection と入力します。

ユーザ ID（User 
ID）

cucsvc または該当する別のユーザ ID を入力します。

ユーザ パスワード

（User 
Password）

適切なパスワードを入力します。

プロファイル番号

（Profile 
Number）

適切なプロファイル番号を入力します。

プロファイル パス

ワード（Profile 
Password）

適切なプロファイル パスワードを入力します。

ユーザの種類

（Type of User）
[ システム管理者（System Administrator）] を選択します。
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Cisco Unity Connection から Cisco Unified MeetingPlace にアクセスするためのユニファイド メッセージング サービスの作成
「XFire Services」というタイトルの Cisco Unified MeetingPlace WSDL ダウンロード ページが表示さ

れます。

Cisco Unity Connection から Cisco Unified 
MeetingPlace にアクセスするためのユニファイド メッ
セージング サービスの作成

次の手順を実行します。

Cisco Unity Connection から Cisco Unified MeetingPlace にアクセスするためのユニファイド 
メッセージング サービスの作成方法

ステップ 1 Cisco Unity Connection の管理で、[ ユニファイド メッセージング（Unified Messaging）] > [ ユニファ

イド メッセージング サービス（Unified Messaging Services）] を選択します。

ステップ 2 [ ユニファイド メッセージング サービスの検索（Search Unified Messaging Services）] ページで、[ 新

規追加（Add New）] を選択します。

ステップ 3 [ ユニファイド メッセージング サービスの新規作成（New Unified Messaging Service）] ページの [ タ

イプ（Type）] リストで、[MeetingPlace 9.x] を選択します。

ステップ 4 [ 有効（Enabled）] チェックボックスをオンにして、サービスを有効にします。

このチェックボックスがオンにされていない場合、Cisco Unified MeetingPlace との統合は無効になり

ます。

ステップ 5 [ 表示名（Display Name）] フィールドに、わかりやすい名前を入力します。

ステップ 6 [ サーバ（Server）] フィールドに、Cisco Unified MeetingPlace サーバの IP アドレスまたはホスト名を

入力します。

ステップ 7 [ 内線番号ダイヤル文字列を転送する（Transfer Extension Dial String）] フィールドに、Cisco Unified 
MeetingPlace サーバのガイダンスに電話中のユーザを転送するために、Connection がダイヤルする必

要がある番号を入力します。

ステップ 8 [Web ベース プロトコル（Web-Based Protocol）] フィールドで、[HTTPS] または [HTTP]（該当する

場合）を選択します。

[HTTPS] を選択し、Connection で Cisco Unified MeetingPlace サーバの証明書を検証する場合、

[MeetingPlace サーバの証明書の検証（Validate Certificates for MeetingPlace Servers）] チェックボッ

クスをオンにします。

注意 サーバ証明書のサブジェクト行またはサーバ証明書の subjectAltName:dnsname フィールド

の CN 値が、[ サーバ（Server）] フィールドの設定と一致している必要があります。そうし

ないと、サーバ証明書の検証に失敗します。

サーバ証明書に署名した証明機関のルート証明書またはルート証明書チェーンに含まれるす

べての証明書は、Connection-trust の証明書として Cisco Unified オペレーティング システ

ムの管理 にインストールする必要があります。そうしないと、サーバ証明書の検証に失敗し

ます。
6-4
Cisco Unity Connection ユニファイド メッセージング ガイド リリース 9.x



第 6 章 Cisco Unity Connection および Cisco Unified MeetingPlace のユニファイド メッセージング用設定

Cisco Unity Connection ユーザの Cisco Unified MeetingPlace ユーザへのリンクのためのユニファイド メッセージング アカウント作成
ステップ 9 [ ユーザ ID（User ID）] フィールドに、Connection が Cisco Unified MeetingPlace サーバにサインイ

ンするために使用する特権サービス アカウントのユーザ ID を入力します。

この設定は、「予定表統合のための Cisco Unified MeetingPlace の設定」（P.6-2）で設定した特権サー

ビス アカウントのユーザ ID 設定と一致している必要があります。

ステップ 10 [ パスワード（Password）] フィールドに、Connection が Cisco Unified MeetingPlace サーバにログイ

ンするために使用する特権サービス アカウントのパスワードを入力します。

この設定は、「予定表統合のための Cisco Unified MeetingPlace の設定」（P.6-2）で設定した特権サー

ビス アカウントのパスワード設定と一致している必要があります。

ステップ 11 [ サービス機能（Service Capabilities）] で、該当するチェックボックスをオンにします。

• [MeetingPlace 会議のアナウンス（Announce MeetingPlace Meetings）]：ユーザが予定されてい

る会議を電話機で再生できるようにするには、このチェックボックスをオンにします。

• [MeetingPlace スケジュール設定および参加設定（MeetingPlace Scheduling and Joining）]：ユー

ザが会議をスケジュール設定し、参加できるようにするには、このチェックボックスをオンにしま

す。

ステップ 12 [ 保存（Save）] を選択します。

ステップ 13 Cisco Unified MeetingPlace との統合を確認するには、[ テスト（Test）] を選択します。[ タスクの実

行結果（Task Execution Results）] ウィンドウにテスト結果が表示されます。

テストの一部で失敗した場合は、Cisco Unified MeetingPlace と Cisco Unity Connection の設定を確認

してください。

Cisco Unity Connection ユーザの Cisco Unified 
MeetingPlace ユーザへのリンクのためのユニファイド 
メッセージング アカウント作成

次の手順を実行します。

注意 設定する各 Connection ユーザが、Cisco Unified MeetingPlace のエンド ユーザになっている必要が

あります。

Cisco Unity Connection ユーザを Cisco Unified MeetingPlace ユーザにリンクするユニファイ
ド メッセージング アカウントの作成方法

ステップ 1 Cisco Unity Connection の管理で、[ ユーザ（Users）] を展開し、[ ユーザ（Users）] を選択します。

ステップ 2 [ ユーザの検索（Search Users）] ページで、ユーザのエイリアスを選択します。

ステップ 3 [ ユーザの基本設定の編集（Edit User Basics）] ページの [ 編集（Edit）] メニューで、[ ユニファイド 
メッセージング アカウント（Unified Messaging Accounts）] を選択します。

ステップ 4 [ ユニファイド メッセージング アカウント（Unified Messaging Accounts）] ページで、[ 新規追加

（Add New）] を選択します。[ ユニファイド メッセージング アカウントの新規作成（New Unified 
Messaging Account）] ページが表示されます。
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Cisco Unified MeetingPlace 予定表統合のための予定表統合のテスト
ステップ 5 [ ユニファイド メッセージング サービス（Unified Messaging Service）] フィールドで、「Cisco Unity 
Connection から Cisco Unified MeetingPlace にアクセスするためのユニファイド メッセージング サー

ビスの作成」（P.6-4）で入力した表示名を選択します。

ステップ 6 [ サインイン タイプ（Sign-In Type）] フィールドで、該当するオプションを選択します。

• [Connection エイリアスを使用（Use Connection Alias）]：このオプションは、Cisco Unified 
MeetingPlace プロファイル エイリアスが、Connection のユーザ エイリアスと同じ場合に役立ちま

す。Connection は、Connection ユーザ エイリアスを使用してユーザ ログインします。Cisco 
Unified MeetingPlace は、公開された会議と非公開の会議に関する情報をユーザに提供します。

• [ サーバのゲスト アカウントを使用（Use Server Guest Account）]：Connection では、

Connection ユーザのエイリアスおよびユーザ ID の設定は使用されず、ユーザはゲストとしてサイ

ンインすることになります。Cisco Unified MeetingPlace は、公開された会議に関する情報だけを

ユーザに提供します。

• [ 次のユーザ ID を使用（Use User ID Provided Below）]：Cisco Unified MeetingPlace からのプロ

ファイル エイリアスを入力します（Cisco Unified MeetingPlace プロファイル エイリアスが 
Connection ユーザ エイリアスと異なる場合に役立ちます）。Connection は、このフィールドの設

定を使用してユーザ ログインします。Cisco Unified MeetingPlace は、公開された会議と非公開の

会議に関する情報をユーザに提供します。

ステップ 7 （ステップ 6 で [ 次のユーザ ID を使用（Use User ID Provided Below）] オプションを選択した場合の
み）[ ユーザ ID（User ID）] フィールドに、Cisco Unified MeetingPlace のユーザ ID 設定を入力しま

す。

ステップ 8 [ サービス機能（Service Capabilities）] で、該当するチェックボックスをオンにします。

• [MeetingPlace スケジュール設定および参加設定（MeetingPlace Scheduling and Joining）]：ユー

ザが会議をスケジュール設定し、参加できるようにするには、このチェックボックスをオンにしま

す。

• [ プライマリ会議サービス（Primary Meeting Service）]：2 つ以上のユニファイド メッセージング 
サービスで [MeetingPlace スケジュール設定および参加設定（MeetingPlace Scheduling and 
Joining）] チェックボックスがオンの場合、Cisco Unified MeetingPlace 会議がこの Cisco Unified 
MeetingPlace サーバを通じて設定されるようにするには、このチェックボックスをオンにします。

Cisco Unified MeetingPlace 会議が別のサーバを通じて設定されるようにするには、このチェック

ボックスをオフにします。

ステップ 9 [ 保存（Save）] を選択します。

ステップ 10 ユーザの予定表の設定を確認するには、[ テスト（Test）] を選択します。[ タスクの実行結果（Task 
Execution Results）] ウィンドウにテスト結果が表示されます。

テストの一部で失敗した場合は、Cisco Unified MeetingPlace、Cisco Unity Connection、およびユーザ

の設定を確認してください。

ステップ 11 残りのユーザに対して、ステップ 2 ～ステップ 10 を繰り返します。

Cisco Unified MeetingPlace 予定表統合のための予定表統
合のテスト

次の手順を実行します。
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Cisco Unified MeetingPlace 予定表統合のための予定表統合のテスト
Cisco Unified MeetingPlace 予定表統合の設定をテストする方法

ステップ 1 Cisco Unified MeetingPlace にエンド ユーザとしてサインインします。

ステップ 2 [ スケジュール（Schedule）] を選択します。

ステップ 3 必須フィールドに値を入力し、現在時刻の新しい会議をスケジュール設定し、Cisco Unity Connection 
にアカウントがあるユーザを招待します。

ステップ 4 ステップ 3 で Cisco Unified MeetingPlace 会議に招待したユーザの Connection メールボックスにサイ

ンインします。

ステップ 5 ユーザ アカウントが音声認識に設定されている場合は、「Play Meetings」と発音します。

ユーザ アカウントが音声認識に設定されていない場合は、6 を押し、プロンプトに従って会議を一覧表

示します。

ステップ 6 スケジュール設定した Cisco Unified MeetingPlace 会議のアナウンスが再生されたときに、「Join」と

発音するか、電話のキーパッドの適切なキーを押して、会議に参加します。
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Cisco Unified MeetingPlace 予定表統合のための予定表統合のテスト
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